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Geology and Petrology of O-sima Voleano 


Hisashi KUNO 
Geological Institute, University of Tokyo 


-O-sima rises from a submarine ridge extending from the Izu Peninsula, central Honsyi, 
to Mariana Arc. In the vicinity of O-sima, the ridge is probably made up of older Miocene 
volcanic rocks (Yugasima Group). Basalt lava and pyroclastic rocks probably of Pliocene 
age lie on the Miocene volcanic rocks and form the direct basement of O-sima Volcano. 
These rocks are now exposed in two separate areas, one on the northern coast of the island 
and another on the southeastern, and are named the Okata Basalt Group and the Hude-sima 
Basalt Group respectively. The Pliocene rocks are tholeiitic olivne basalt having compositions 
more mafic than the lavas of the volcano. O-sima is a flat stratovolcano with a summit 
caldera within which lies an active cone Mihara-yama. The main body is composed of thin 
flows of olivine-bearing tholeiitic basalt and pyroclastic layers (Somma lava). There are more 
than ten parasitic spatter cones, scoria cones, and pit craters arranged roughly in three nar- 
row zones radiating from the center of the main body; namely from the center to NW, NE, 
and SE. Probably they represent rift zones comparable to those found in Huzi Volcano and 
Hawaiian volcanoes. The eruption of the Somma lava started probably in late Pleistocene 
or early Holocene and closed with the formation of the caldera which took place within the 
last one or two thousand years. Mihara-yama is also a stratovolcano with a summit crater 
which has been active during the historic time. The Mihara-yama lava (Central Cone lava) 
is tholeiitic pyroxene basalt free from olivine, representing a more advanced stage of frac- 


tionation of basaltic magma than the Somma lava. 


§1. 結 言 
大 島 火 山 の 地 質 に 関し て は か な り 昔 か ら 多 く の 論 盗 が ある が , その うち で 最も 総括 的 な 研究 
結果 の 発表 され た も の は 1920 HOMIE OMI CHD. 坪井 に よ ょ つて 地質 及び 岩石 が 詳細 に 記 
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載 さ れ , 特に 本 火山 燈 岩 の 性 質 の 特異 性 が 指摘 され た . これ 以前 に も いく つか の 論文 が 発表 さ 
れ て いる が , それ ら は 坪井 の 論 次 中 た に 要約 され て いる の で ここ で は 省略 する 藤井 以後 では 特 


殊 な トピ ッ ク に つい て 論じ た 論 六 が 多く 発表 さき れ た . 

岩崎 (1935) は 大 島 産 火山 岩 数 個 の 化学 分 析 値 を 発表 し , 津屋 (1987) Ae OBS TE 
質 を 記載 し た . 久野 -(1953 a) (LALA LK EE (SUAS) と の 成因 的 関係 
を ヵ ル デラ の 形成 機構 と 結び つけ て 論じ た . MABIL 1936 年 に 大 島 北 端 乳 が 崎 か ら 了 岡田 どか 
(SC OVE IC RRS SKS AS (坪井 の 十 期 火 山体 , 1920) MAB KUORR A CHA 5 & 
考 を , 之 を 岡田 玄武 岩 類 と 名 づけ , 以来 その 岩石 学 的 研究 を 行 つ て 来 た が その 岩石 の ちあ る も 
の が 長島 (1953) に ょ つて 分 析 さ れ 発表 さき れ た の み で あぁ つた. 1955 年 に 生態 は 南東 海 周 筆 島 
附近 に も 岡田 玄武 岩 類 に 類似 し た 基盤 内 が 露出 する こと を 観察 し , 之 を 筆 島 玄武 岩 類 と 名 づけ 
た . 一 方 久野 (1955) は 本 島 火 山 岩 中 の 石 基 輝 石 の 化学 的 ・ 光 学 的 ・X 線 的 研究 の 結果 を 発表 
Lic. 久野 (1957) は 叉 西 海 挟 意 の 日 人 類 遺 跡 の 産 状 を 調査 し , 外輪 山 燈 岩 噴出 期 の 活動 喝 と 
ヵ カル デラ 形成 の 時 期 と を 論じ た . 

本 文 は 以上 の 諸 研 究 結 果 を 要約 し た も の で , 要約 た に際し て は 久野 自身 の 観察 結果 及び 考 を 方 
が 多分 に 繊 込ま れ て いる . 

坪井 の 研究 及び それ 以後 の 断片 的 な 研究 結果 を 通読 し その 資料 を 再 検討 し て 見 る と , KBO 
地質 及び 岩石 に 関し て 縮 合 的 な 研究 を や ゃ やり 直す 時 期 が 来 て いる こと を 痛感 する . 幸 に し て 最近 
に 大 島 開 発 奏 員 会 が 組織 され , その 事業 と し て , 徹底 し た 地質 調査 ・ ボ ー リ ング ・ 地 球 物 理 探 
査 が 行わ れつ つ あ る か ら , 近い 将来 た 大島 の 地質 に 関す る 我々 の 知識 も 面目 を 一 新 す る で あろ 
he 


§ 2. 大 島 の 地質 学 的 位置 

本 州 中 央 部 を 横断 する フォ ッ サ マグ ナ 地 帯 に は , 妙高 火山 を 北端 と し 伊豆 半島 諸 火 山 を 南 緑 
と し て 多数 の 火山 が 配列 し て お り , さら に この 南方 延長 上 に は 伊豆 諸島 の 火山 が 連なっ つて い 
る . この 火山 の 列 は 古く か ら 富 士 火山 帯 の 名 で 呼ば れ て いた . 1937 年 に 津屋 は 燈 岩 の 化学 成 
分 上 の 相違 に 基 い て 従来 の 富士 火山 帯 を 2 つの 亜 帯 (subzone) に 分 割 し , 北 の も の (富士 火 
出 及び それ より 北 の 諸 火 山 を 含む ) を 富士 火山 帯 。 南 の も の (伊豆 半 鳥 以 南 の 諸 火 田 ) を 大 島 
火山 帯 と 呼ん だ . 前 者 に 属す る 火山 の 岩石 は 後者 の それ に 比較 し て , や や ゃ アルカ ヵ カリ に 富み 厨 灰 
(ZLWCEY OTL CVS. 津屋 の この 見 解 は 岩石 成因 論 の 立場 か ら も 地質 構造 上 か ら る 
極め て 重要 な 意味 を 持つ て いる よう に 見 える . 久野 (1952, 1953) は 津屋 の 考え に 多少 の 修正 
を 加え , 鶴屋 の 富士 火山 帯 ・ 大 島 火 山 帯 を それ ぞ れ 富士 火山 帯 北 帯 及び 南 帯 と 呼び , 北 帯 に は 


大 島 火 山 の 地質 と 岩石 


神津 島 ・ 新 鳥 ・ 天 城山 ・ 愛 鷹山 等 を る 含め , 南 帯 に は 箱根 火山 ・ 多 賀 火 
Om KW edie (第 1 図 ). 
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Fig. 1. Volcanoes of southern Fossa Magna and Izu Islands. Line a—b 
represents the limit of the granitic crust or “andesite line”. 


ALT OD KUO A AIL RRA BEARERS SCECHESTHSNZOKERL, 南 帯 の を それ 


Whe Ya VG RBARARS SCE CHRON SNS. COMRLILG OD KUO PILE he 


He Lu 


Bee (ジア ァ ル ) が 分 布 し て で いる た め に , VAR CER LEKRER <7 <P RAAY 


FKL CXMB REUR LIED, WHO TICIUEMP REEMA CSO (ALI 
根 ・ 多賀 秋山 の 下位 に は 多少 存在 する らし い ) 同化 作用 は 起 ら ず , マグマ の 結 卓 分 化 作 用 だ け 
DMG CELA VIA BRARE BRM Lic PRR EIS (久野 , 1952, 1953 b, 1958). 
LAB OMRDIE LW Rbk, WHR LOT VU TAKMORILH CHL ORRICUES, 
RDS 1 MO a-b MOMBXMSTC LIC, 大島 は 太平 洋 底 を 特長 づけ る REO LI 
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噴出 し た 火山 で ある こと に な る . も し RUA’ BY TMRORET SHMOBRE RET 
る 線 で ある と 解す れ ば , 第 1 図 の a-b 線 は “安山岩 線 ” に 相当 する も の で ある . FE “BI 
He” は 伊豆 ・ マ リア ナ 弧 の 東 線 た 沿 つ て 置か れ て いた が , 久野 の 見 解 は 従来 の も の と 大 変 相 
違 す る . 

COMRLMAIT SHEL LT, ABUMOR KUNE KUM BAR CAB Hie OEMS 
質 岩 石 の 破片 が 1 つも 見 出さ れ て いな い の に 反し , 新島 か ら は 津屋 (1938) ROR + BM 
(1958) に ょ つて 花 賠 娠 破 朋 が 報告 され , 神津 島 で も 山下 彦 一 郎 (1957 年 ) 私 信 ) LOTR 
雲母 花岡 岩 捕 護 娠 片 が 報告 され て いる . 天城 火 出 ・ 伊 東 市 南 の 大 宏 山 火山 群 (AB, 1954) 中 
に も 花岡 岩 質 岩 石 の 捕 紅 岩 片 は 普通 で ある . 

伊豆 半島 か らち ら マリ アナ に 至る 弧状 列島 は 1 つの 海中 (submarine ridge) 上 の 突起 で あ る. 
C OVERIL AEE © (2 SMR OR LOR LOL 解釈 され る (Dietz, 1954). ABC OVE 
の 北端 に 噴出 し た 火山 島 で ある . ELUCCOWMBLIES OIC FR LEBMAMS DICILICOOT 
アァ ジア 大 陸 塊 た に 及 ん だ 所 た に フォ ッ サ マグ ナ が 形成 され , COMME SY TV BEIM LE 
火山 が 定 士 火山 帯 北 帯 を 構成 する も の で ある . 


§ 8. 岡田 玄武 岩 類 

岡田 か ら 島 の 北西 端 乳 が 崎 に か け て 海 昇 沿い に 細長 い 丘 陸 が の びている . 丘陵 の 表面 は 外輪 
山 燈 岩 と 同時 期 の 火山 灰 か ら 成 立つ て いる が , SOP AMICI + AE ICE - we fee 
の 互層 が 存在 し , WHICH LCS (第 2 図 ). 岩 脈 も 多数 存在 する . この 岩層 を 岡田 玄武 岩 
類 と 呼ぶ . 標 式 地 は 岡田 港 に 面 す る 崖 で ある . 燈 農 及び 岩 脈 は 多量 の 灰 長 石 斑 品 と 少量 の か ん 
らん 石 ・ 煙 石 斑 唱 と を 含む の が 特長 で , ABERICIEV SHRUG bE Leet. 岩 脈 は 
恐らく 燈 岩 と 同一 時 期 の も の で あろ う . 岡田 玄武 岩 類 の 地層 は 多く の 断層 で 切ら れ , 走向 傾斜 
は 一 定 し な い が , 北西 部 で は 主として 北 に 傾 倖 し, 岡田 近く で は 西 叉 は 東 に 傾斜 する . 岡田 で 
(RAR LV GEOL LOD, 堆積 当時 の 構造 で な いと は 断言 出来 な い . 本 玄武 央 類 と その 
上 位 の 火山 灰 と は 著しく 構造 を 異 に し , 両者 の 傾斜 不 整 合 は 乳 が 崎 の 崖 で 観察 され る (FS, 
1920, 39 H, 第 24 図 )。 こ と と で 岡田 玄武 岩 類 は 全体 と し て 北 に 傾 絆 し 断層 で 切ら れ , SHH 
層 及 び 了 断層 を 復 つ て 崖 氏 堆積 物 が 存在 し , その 上 に 外輪 山 類 箇 噴 出 期 の 火山 灰 が の つて 南 に 償 
RR 

GONE A RE ERR 
の 活動 期 の 中 頃 に 局部 的 な 噴出 中 心から 噴出 し た 物質 の 堆積 物 で ある と 考え た . 久野 は 岡田 玄 
武 岩 類 中 に 多く の 了 断層 が 認め られ る に も か か わら ず ー 一 般 外 輪 山 燈 岩 中 に は 之 が 殆 ん ど 存 在 し な 
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Fig. 2. Geologic map of O-sima Volcano (after Tsuboi, 1920, Ikuma, 
1955, and Kuno). 


い 事 実 か ら , 本 岩層 は 大 島 火 山 よ り は る か に 古い も の と 考え , そし で その 構造 及び 岩 質 の 類似 
か ら 北 部 伊豆 半島 に 分 布 す る 初島 玄武 岩 類 ・ 網 代 玄 武 岩 類 ・ 畑 玄武 岩 類 ( 新 期 鮮新 世 , “A, 
1951) MLK. 本 媒 層 の 噴出 中 心 は 坪井 が 考え た よう に 現在 の 岡田 附近 た に 存在 し て いた で 
あろ る ろう. その 根拠 は この 附近 だ ご は 岩 津 が 非常 に と 多く , 岩 脈 も 多く , 叉 後 た 述べ る よう な Com- 
posite autointrusion の 現象 が 見 られ る 事実 等 で ある . 

本 岩層 の 基底 は 露出 し な い が , 前 述 の 対比 が 正しい も の と し , ZEARNOKHR AMAA 
同種 度 の 規模 の 成層 火山 を 作 つ た も の と 仮定 すれ ば , 岡田 玄武 岩 類 の 厚 さ は 最大 400~500m 
CHA). 

岡田 玄武 岩 類 の 下位 に は 湯 が 島 層 群 が 存 在 す る らし い . COMBE LCHAKReMORK 
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FPR (岡田 港 に 画す る 崖 の 最 東端 に 赴 出 する ) 中 に は 湯 が 島 層 群 に 特長 的 な 変質 し た 安 山 


央 , 火山 奏 北 灰 岩 , や や 変質 し た RRS IRA, Pod VR 
関 緑 岩 人 等 の 替 塊 を ふぁ くむ こと が 挙げ られ る . は ん れい 岩 は 熱海 附近 の 湯 が 島 層 群 中 に 紀 入 岩 体 


see Be 
q 


と し て 知ら れ て いる (AB, 1951). 石英 関 緑 岩 中 の ピ ジ ォ イン 煙 石 は inversion (CLOCK 


Table 1. Compositions of lava and dike of the Okata and Hude-sima Basalt Groups 
and of ferrobasalt schliere from Kilauea Volcano, Hawaii. 


la lb 2 3a 3b 3c 4 A 5 
SiO, 48.02 49.9 49.52 51.40 48.66 51.10 Bil 20 52.36 48.27 
Al, Oz 20.48 1357 16.76 14.50 19.95 12.24 14.73 12.34 21.60 
Fe, O3 2.13 3:2 2.93 3.09 25 5.13 3.82 2.81 223 
FeO TAVE 10.4 10.08 10.06 7.89 12.66 10°22 13.59 F283 
MgO 5.79 i 5.82 7.79 5.66 4.90 5.47 2.87 5.29 
CaO 14,14 123 WA gale glide W7 13.37 10.48 1173 7.54 IPE TES 
Na: O 1.28 SH 163 IO 1.16 1.88 1.85 2.99 1.14 
KO 0.30 0.4 0.29 0.32 0.28 0.46 0.26 0.80 0.23 
H,0+ n.d. — 0°34, 0.02 0.07 0.02 Oni O77 0.49 
Hs0-— nde — 0.21 0.32 0.16 0.14 0.02 0.12 0.21 
TiO; 0.78 eZ, 0.55 0.26 0.20 0.63 0.81 2.95 0.68 
P2Os 0.01 ti 0.03 tr tr tr 0.13 0.76 0.08 
MnO 0.26 — 0.24 0.25 0.19 0.14 0.28 022 0.20 
(Ge, -Y),03; T0003 n.d. n.d. 0.008 0.002 0.0 0.002 n.d. neds 
ZrO O2002e=e n.d. n.d. 0.022 0.000 0.005 0.005 hd n.d. 
BaO O00100 Snead n.d 0.024 “0.029 0.035 0.014 n.d. n.d: 
S (total) Oml08s- n.d: n.d n.d. neds n.d. Oms7 neds n.d. 
Total 100.363. 100.0 100.58 100.334 99.771 99.820 100.838 100.12 100.56 


la. Hypersthene-bearing olivine basalt (][c) (HK 35101901). Lava (?) of the Okata Basalt 
Group from Okata. Analyst, Iwasaki. Iwasaki (1935). 

1b. Calculated groundmass composition of la. Kuno (1936). 

2. Hypersthene-olivine basalt (][c) (HK 36092301 b). Porphyritic outer portion of a lava 
showing composite autointrusion of the Okata Basalt Group from Okata. Analyst, 
Nagashima. Nagashima (1953). 

3a. Aphyric basalt (c) (HK 36092301b). Margin of autointrusion in 2. Analyst, Nagashima. 
Nagashima (1953). 

3b. Olivine-hypersthene basalt (Ic) (HK 36092301 d). Porphyritic interior of autointrusion 
in 2. Analyst, Nagashima. Nagashima (1953). 

3c. -Aphyric basalt (c) (HK 36092301d). Iron-rich schliere in 3b. Analyst, Nagashima. 
Nagashima (1953). 

4, Aphyric basalt (bc) (HK 33060701). Margin of a composite dike of the Okata Basalt 
Group from Okata. Analyst, Iwasaki. Iwasaki (1935). 

A. Aphyric ferrobasalt (c) (HK 51092202b). Schliere in olivine basalt lava from western 
caldera wall of Kilauea, Hawaii. Analyst, Katsura. Kuno, Yamasaki, lida, and 
Nagashima (1957). 

5. Olivine basalt (IIc). Dike of the Hude-sima Basalt Group from sea-cliff near Hude-sima. 
Analyst, Haramura. Ikuma (1955). 
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WEAICBGL, CORRMAILG LOC LA YRBAO 001 HIG ERIEGO exsolution 
lamellae を 信 む . —AIR7ET SBMA 4b RARER exsolution lamellae を 合 む . “KREME 


ABA fibrous amphiole た に 変化 し て 了 つ て いる . この よう な inverted pigeonite を 含む 
(LAT a BRARBILY V4 74 RBS (Cost VIR ERY St) の 深成岩 相 に 特 
長 的 な も の で (久野 , 1958), 湯 が 島 層 群 中 た に は 貫入 岩 体 と し て し ば し ば 存在 する こと が 予想 
され る が , BAL CCR COMMAS NCR. FRO RIK SRE ( 新 期中 新 
tt) 中 の 岩 塊 と し て inverted pigeonite を 含む 石英 は ん れい 旦 が 沢山 た 発見 ざれ て いる が ) 
ZWD ESE ORDA BIRD DRI MBE. 

Mi Sa RRS SS + BIRILS AN CHR RDA DARKER CHS. 斑 品 と し て 灰 
長石 は 殆 ん ど 常 に 多量 に 存在 し , BAC LOTILREOD 32% (wt.) に 達する こと が ある (第 


= Ary Z 7 =i RSs 
1 表 1a). か ん らん 石 班 曲 も RICE Table 2. Compositions of subcalcic augite from 
HEF AD, その 量 は 2 へ ~3 CH basalt groundmass of O-sima. 
る . (bic eM « MET EE 4 6 a - 2 
少量 存在 する. 石 基 は 終 長 石 ・ 普 通 SiO, 48.55 49.98 49.72 49.68 
P eae 5 ae Al, O3 2.35 0.04 0.59 0.78 
HE ED ob OR se oo VR Fe, 0; 1.99 1.64 > 4 OHS 
EE€jH MUG (subcalcic augite) - + # FeO 16.05 22/2922) = eee iacts 
i MgO 19.72 WAST} 16.44 16.19 
Y BEERS ご ] an ° y 
BEGEGK + DV ARAL + 7 CaO 10.20 1011 9.56 9.90 
FARSI ORD, MIC MRC Naz0 0.35 0.29 0.42 0.65 
る K,0 0.12 0.16 0.07 0.15 
: H,O+ n.d. n.d. 0.17 0.10 
CUA VHA A ema ls Baik O H,0- n.d. 0.12 0.00 0.00 
ae Be sien TiO, 0.33 OZT 0.73 0.56 
ARE Hs AIAG OB UICIEL, nT HE P, 05 n.d. n.d. n.d. n.d. 
人造 が 著しい . MAAS (4) 2V MnO 0.23 0.27 0.78 0.59 
SrO n.d. 0.16 n.d, n.d. 


=10° で 屈折 率 が 低く , 外部 は ( 十 ) 
2V=40° (O.P. (kd NT 010 CF 


Total 99.89 99 .99 100.34 100.04 


6. Groundmass pyroxene of 3a, Table 1. Analyst, 


fT) : で 屈折 率 が 高い . 内 部 か ら 外 部 Nagashima. A new analysis. 
= om 7. Groundmass pyroxene of 3c, Table 1. Analyst, 
まで 2V は 連続 的 に 変化 ゆる -( 久 Nagashima. Kuno (1955). The analysis corrected 
Hy, 1955). for 0.5 % ilmenite impurity. 
8. Groundmass pyroxene of 1778 lava (HK 38031201) 
COFFE ODMH 2 OX B 2 KO, from approximately the same locality as that of 
os 13, Table 3. Analyst, Ossaka. Kuno (1955). 
7 に 示す . CORP MEL EMO Riv 9. .Groundmass pyroxene of September, 1950, lava 
> z EB DE (HK 50100803). Analyst, Ossaka. Kuno (1955). 
HEED 2 Lisi DF RA eR The analysis corrected for 0.5 % ilmenite impu- 


する . PHOKRAaAT7T VOOR rity. 


feO THE 


HE DHE da > FPSICILERALEYA(KO solvus surface よう り 低い 温度 で 結晶 する の で , 
MG LE LA VME QDS SO CH SOA, MB OMALE Da Va bMS 
へ と 連続 的 成分 変化 を 示す 相 と し て 結 唱 し て いる . COM BODHI SRFLLAAS S 


と 結 琴 構 造 上 の Si の 位置 に 可 な り の Fe が 入 つ て いる こと と が 判る . 久野 1955) は Si っ Fe 


の 置換 と よ ょ つて solvus surface OJEEDMET L, 従 つ て surface k 0 LOWE CHEERS 
行わ れ て 1 MOMMMALERLECMR Lic. 同様 な 解釈 は 中 央 火 日 兵 燈 岩 の 右 基 輝 右 (第 
2.2% 8,9) に も 成立 つ . 一 方 岡田 や 三原 山 の 記 武内 の 温 謀 が 一 般 の 亡 武 岩 マ グマ の それ より を も 
多少 高い た め と し て も 解釈 出来 る が , この 解釈 を 支持 する 事実 は 今 ま で の 所 で は 発見 され て い 
な い . チタ ン 磁 鉄鉱 の 分 析 も る 3 つ 行 われ て いる (岩崎 , 桂 ,1950). どれ る TiO. 約 17 (wt.), 
V203 #4) 1.0% を 含む : 

岡田 玄武 岩 類 の 岩石 は その 斑 品 鉱物 及び 右 基 鉱物 の 組合 せ た に よ ょ つて , か ん らん 石 玄武 岩 ( ブ 
CH), RikKHianA CAA ie (Ic 型 ), RADA DAG KR (Vc 型 ), SR 
ARMADA OLAS (Vc 型 ) 等 が 区 別 され る . RRR BIE CHA 
Allg (Composite dike) OFM EL UCLILMRIC AIRE LCHL, MEU OMS KBEHO 
Segregation vein と し て も 産 す る . HRA + RMAC CBRN CEL AYEBE 
岩 系 の も の で ある . 

斑 状 内 の 化学 分 析 値 を 第 1 表 の 1a, 2, 3b に 示し , 無 夷 高岩 の それ を 同 表 3a, 3c』 4 に 示 
す . DE aL AREE ec SEL CAL, O3, CaO た 富む が , BRE la OGPKORMA HALT 
見 る と (AR 1b) CHUEMMRBOMAICMY TEV (1b と 3a, 4 を 比較 ). BND EET, 


Early porphyritic basalt 


4 


Aphyric basalt 


e { 


Fig. 3. Composite autointrusion in a basalt flow at Okata. 
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内 は マグ マ の 成分 を 代表 し , この 中 に 多量 の 灰 長 石 結 品 と 若干 の 有色 鉱物 結晶 と が 機械 的 に 集 
積 し た も の が 斑 状 内 で ある と 解釈 され る . 


岡田 港 に た 面 す る 崖 に は 第 3 図 に 示す よう な composite autointrusion の 現象 が 見 られ る . 
地点 は 岡田 か ら 崖 ぞい こ 向 つて 行き , BWOReE CA 6b 200m 程 は な れ た 所 の 崖 の 最 


下部 で ちる. JK WERE (lapilli-tuff) の 下 に 可 な り 多 孔 質 で 且つ autobrecciated structure 
was Ie (MO early porphyritic basalt と し た も の , 分 析 値 は 第 1 表 2) が あり , その 基 
RRR Zine, 厚 さ は 数 米 以 上 ある らし い . この 店 岩 の 中 に 断面 の だ 円 形 な tube OMS] 
に aphyric basalt (分 析 値 は 第 1 表 の 3a) の 帯 が 入 つ て いる . 「 帯 の 幅 は 2 一 3cm, tube の 上 


SS 


下 の 径 は 1m 位 で あぁ ある. この tube の 中 を 充 し て や や ち み つた な late porphyritic basalt (分 
Aili 3b) 存在 する . TORI 1cm の 黒い segregation vein (分 析 値 は 3c) BA 
つて 有 居り, 細い 枝 を 出し て いる . Segregation vein の 部 分 は 周囲 た と 比 し て 気孔 が 多く , vein 
形成 の 際 に 揮発 性 物質 が が 濃 集 し た こと を 示し て いる . Aphyric basalt の 帯 は その 上 下 の early 
TxO late porphyritic basalts に 対し て 急冷 周 線 相 を 作ら ず , ある 部 分 で は porphyritic bas- 
alts た 対し て 画 然 と し た 境 を 示し , 他 の 部 分 で は 狭い 幅 の 中 で 閣 移 する . Porphyritic basalts 
4 aphyric basalt に 対し て 急冷 周縁 相 を 作ら な い . 

Early porphyritic basalt IXKE AEH EOP TEV PDA DABRERBAK BRAC, 右 其 は 
HESS, 所 々 に マグ マ の 晩期 分 化物 と 考 を られ る 鉄 た 富ん だ 分 泌 物 が 殆 点 状 (E Imm 
位 ) に 存在 する . この 斑点 は その 鉱物 組成 及び 組織 の 点 で segregation vein に 類似 する . 

Late porphyritic basalt は early porphyritic basalt と 同一 鉱物 組成 の 玄 Re Cb oA, 
後者 と 異な る 点 は 石 基 が 極め て 粗 粒 で , 長径 0.5mm EV REKO e ya VHA ee 
店 が 沢山 に 存在 する こと , 及び 鉄 た 富ん だ 分 泌 物 を 欠く こと と で ある . COMARREE NE 
無色 に 近く , ophitic texture を 示さ な い . 化学 分 析 値 を 見 る と late porphyritic basalt (3 b) 
は early porphyritic basalt (2) より る も fractionation の 早期 を 代表 する . 


Aphyric basalt は late porphyritic basalt か ら 斑 唱 を 取 去 つた 如き 性 質 の 府 石 で ある . KR 


POR RKRWEE (EK 0.5mm, 分 析 値 は 第 2 表 の 6) が 多数 に 存在 し , ophitic texture を 


示さ な い 。 化学 分 析 表 を 見 て も ; late porphyritic basalt (3b) か ら 多 量 の 灰 長 石 及び 少量 の 
Meare «aA ABEMBIUE aphyric basalt Ga) の 成分 が 得 ら れる こ LMABICRE b 
4. 

Segregation vein は 無 斑 品 粗 粒 で , AIRISIEREOE YT VER EE CATE A 
2 天 の 7) と チタ ン 磁 鉄人 然 を 多量 に 含む . HGH LW ophitic texture を 示す 点 と その 色 
OAL -~S aphyric basalt 中 の も の と 著しく 相違 する . 結晶 の 間際 に は 隊 褐 色 の ガラ ス が 


10 Ke SBE A 


存在 する . RBOPWMMH(Bc)XA SL FeO+Fe.0;: MgO0 が 高く , 3a 及び 3b より も は る か 
に fractionation の 進ん だ 時 期 を 代表 する こと が 判る . KRABI 3c の よう な 鉄 た に 富 


ん だ segregation vein が 存在 する 例 は 最近 ヘ へ ワイ キラ ウェ ア 火 山 か ら 報告 さき れ て いる (久野 ・ 
山崎 ・ 飯 田 ・ 長 島 , 1957). キラ ウェ ア の segregation vein の 分 析 値 を 第 1 表 の A に 示す . 
A と 3c と は 可 な り 度 く 似 て いる . 3c kM Skaergaard の 第 2 の 液 (Wager and Deer, 1939) 
の 成分 と も 近似 する . 

以上 の 事実 か ら こ の 和 話 岩 流 の 形成 機構 は 次 の 如く で ある と 老 
か ら early porphyritic basalt が 流出 し 地表 た 流れ た . この 冷却 の 途中 で 燈 岩 流 の 内 部 が 外 


D0 


ZONA. 即ち 最初 に ちる vent 


year LT tube Kom e ee) PW RAM, I ン ネ ル の 壁 を 作 つ て いた 部 分 が 未だ 充分 高 
温 な 時 に 第 2 の マグ マ が 同じ vent か ら 上 圧し , トン ネル の 中 に 流れ 込ん で 之 を 完全 に 充 し 


te. この マグ マ は aphyric な 部 分 と pporphyritic) な 部 分 名 か ら 成 立つ て いて , japhyric) な 部 
分 が 先 た に 上 和 暑 し て トン ネル 内 を 完全 に 充 し , これ が トン ネル の 壁 に 接し た 所 だ け や や 速 か に 固 
結 し て 幅 2 一 3cm の 吉 を 生じ 内 部 は まだ 流動 性 を 保つ て いる 間 に porphyritic な 部 分 (late 
porphyritic basalt) が 上 昇 し て aphyric な 部 分 の 内 部 を お し の け て そこ を 充 じ た. 第 2 の マ 
グマ が トン ネル 内 を 充 し た 機構 は 複合 岩 脈 の 形成 機構 と 全く 同じ で あぁ る (和久 又 , 1950; 1953 b) . 
さら に late porphyritic basalt は 比較 的 除 々 に 冷却 し , fractionation の 晩期 た 至 つ て 揮発 性 
物質 ど 鉄 た 富ん だ 残 液 を 生じ , 之 が 半分 以上 固 結 し た 母 娠 中 の 割 目 た 分 泌 し て i segregation 
vein を 形成 し た . 


§4. 筆 島 玄武 岩 類 

iy D FR WEEE SER: O Xt OYE HEI Ba I FS MBUA O BIBRA RE (1955) 1c LOCMIESH, 
筆 島 玄武 岩 類 と 名 付け られ た . 第 2 図 に 示す ご とく 同一 岩層 は この 北方 の 海 崖 に も 2 HACE 
出し て いる . 大 島 の 東海 早 は 1 つの 断層 崖 と 考 を られ る が , 等 島 記 武内 類 は この 了 断層 に よ ょ つて 
上 算 し た 地 塊 を 構成 し , 後に 流下 し た 大 島 火 山 外 輪 山 燈 岩 や 中 央 火 日 丘 燈 岩 の た め に 所 々 覆 わ 
ict, その 牙 出 も 断片 的 と な つた . こと の 和 断層 運動 は 外輪 山 炊 岩 流出 の 末期 より は は る か に 
前 に た 起 つ た こと こと は , 断層 崖 が 侵 触 され て 原 位置 か ら 後 退 し , ZOLEAHUGEOR SOR 
燈 岩 涯 布 と な つて 流下 し て いる こと と か ら 判 る . この 関係 は 筆 鳥 対 和 峡 の 海 崖 の 南端 で 見 られ る . 
Sls KEARSE & LC f—_ IR OA PURI GER (essential tuff breccia) Ruse 
Bae EBD, COMCDROCRE ROLE RAIMEL, HOSHOKRE ERIC & 
OTHMUTWS. 筆 島 その も の は autobrecciated structure 477+ SZRAOBMG = 
は vent-filling mass MIME VWA CHS}. MBSE Ek DDFLOR HICSS. FB 
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隊 岩 は 硫 気 作用 を 受け , 
' 無 斑 語 内 部 が 斑 状 の 複合 岩 脈 が 可 な うり 多 

その 噴出 中 心 は 現在 の 
ORR Cit 1 OD BADS 見 られ , 


Pa 


~ Ry 


ES. 


Ne CWS RUOCBASWMADb, i 
VEST HO KERRI MIG AT EDS 


そえ 方 を し て , 筆 島 玄武 岩 類 の 厚 さ 
代 関 係 は 現在 の jp 
玄武 岩 類 の 上 に 崖 鑑 が の り , その 
HOLA EET 4. 上 の 互層 ! 


i 


= 


VA 


7S HAG BS Ne KG 


(ha 


上 に 全 


CHS. COHBHOBRIBE 
CHW EWS CE OBR Mev. 


SEE LYE Ds bX BIT 


Le MO 4 AE ES OKWIRIC BEN CV CHE CORES 
(736.7m) か ら 東 南東 に かけ て 高 
oa 
PBROT ACW DTD EPR ENS. 以上 の こと を 考慮 し て 第 2 図 の 断面 
本 岩層 中 の 燈 岩 岩 脈 た は か ん らん 石 玄武 岩 (TLc 型 ・ 


eR LC AAI MACE 


s+ (IVe 型 ・IVbc 型 )・ 

- aE Se ELL 
く , BEBMR MILE <D 
基 は 一 般 に た 粗 粒 で , 特 
甚 の ぞ れ と 大 幸い が 
記し は し ば 見 られ る 点 が こと な る . 
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wo 
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つ で いる の を 記載 LTS. PA DAAKRBO 1 つた つい て 化学 分 析 を 行 つ た 結果 (4 
1955) を 第 1 表 の 5 に 示す . ABIRESH BI 
点 で も 岡田 玄武 岩 類 の 斑 状 玄武 岩 に 似る . 
Hf) に 産 す る る の で ある が , 生態 


な お 検討 を 要する . 


TSE D Uh FE % 
西方 に 向 つ て を も 分 
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出来 る . RE と 同じ 考 
で あぁ あつ た で を ろう . 岡田 玄武 岩 類 と の 時 
SE NRORC, 硫 気 作用 を 受け た 筆 島 
を 受け て いな い 薄 い ぃ 玄武岩 燈 岩 と 赤褐色 岩 
MLC EBD 
Li D PALO 4 © 
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布 し て いる に 相違 な い が , この 地域 は 外輪 

HH は 見 られ な い . ALT 7 BERR 
北方 の 地域 は 他 の 外輪 山 倖 面 に 
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LP MICS E CRA b ie SHOT SKU 
図 が 作ら れ て いる . 
bc 型 ) MAD A bABKEK 
» EA Hh a Ba (Vc 


° ie 


(Vc #) 


a (Ve 型 ) 等 が 区 別 さ れる . 


無 斑 an MEA I 
脈 を 作る も の で 


生態 


HE A 


富む た め に Al,O3-CaO に 富ん で いて , 


KIC REA DEEIK BAB aS 
LET Ope HH CH AIK O ARR AEO TW 
LHCII. RMR RIOR 


BROCBAIULPADAG GEE ORIBRCHY TENS) が 
VAR ODS SRR ASAE LE LCF VG bee 


CD 
See & LC HRALEB OBE (FTE REBT 


XC OMIEO REAL HOPS ORR RICML TAH 
ERED CHACERWALUCW 46, 真 た 筆 島 至 武 岩 類 た と 属す る も の か どう か に つい て は 
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§5. AB KW 
i ICED + SER ARENA LOW Ae ED, 之 等 を 直接 の 基盤 と し て 大 島 火 


> 


山 が 噴出 し た . 大 島 は 現在 13 km 一 9km OF POR CHS¢M, COMAMHEORONMKL 


り は る か 外側 の 海 旗 た に まで 分 布 し て いる と は 老 を られ な い . 
大 島 火 山 の 主体 を な す も の は RHC ORI KIC, 傾斜 一般に 5°—15° Ch SM 
所 に よ つ て は 25° に 達する 。 EMAAR Sb OLURICH - RIK GEE (一 部 は 泥 流 堆積 物 )・ 
符 と 薄い か ん らん 石 玄武 岩 燈 岩 で その 最上 部 に は 全然 固 結 し て いな い 火 山 灰 層 が 存在 する . 

之 等 を 一 括 し て 外輪 山 燈 岩 と 呼ん で い 

こと の 成層 火山 の 項 上 は 径 3 一 4km の カル デラ で た ち 切 られ て お り , カル デラ 内 に 現在 活動 
中 の 中 央 火口 丘 三原 出 が 存在 する . 中 央 大 日 兵 も 成層 火山 で , その 有史 前 並び に 有史 時 代 に 流 
出し た 疾 岩 (中 央 区 吾 丘 粘 岩 ) は すべ て か ん らん 右 を 含ま な い 煙 石 去 武 岩 で ある . ZEOMA 
は カル デラ 度 を 完全 に うず め , 一 部 は カル デラ 壁 の 低 所 を の りこ と を て 外側 た 流下 し , 末端 は 海 
午 に まで 到達 し て いる 所 が ある 、 カル デラ ヲ 度 は この 様 に 燈 岩 で うず め ら れ て 了 つ て いる の で , 
カル デラ 忌 は 急 険 で ご く 新しい 地形 を 呈す る に も か か わら ず 高 さ は 100m 以下 に すぎ な い . 

主 火 山体 の 東側 は 筆 島 玄武 岩 類 の 項 で 述べ た 断層 で 切ら れ て 海 に 没 し て いる . この 断層 の 北 
方 延長 は 西 に 盗 曲 し て 島 の 北東 海 か ら ご どく 僅か 陸 側 に 入 つ た 所 に 低い 断層 崖 を 作 つ て いる 
こと の 東海 才 沿 い の 了 断層 の 運動 に よ つ て 大 島 全 体 と し て は 東側 が 上 昇 し 西側 が 沈下 する 如き 傾動 
参 受 けり で いる らら しい. 

SKIL TAC IE 20 個 以 上 の 寄生 火山 ・ 側 火口 が 存在 する (第 2 図 ). Ae lee BY 
か spatter cone (driblet agglutinate より 成る ) で , その ある も の (例え を ば 元町 北方 の 赤 は 
げ ) Vila eH LCS. 側 火 口 は 島 の 南東 端 に 見 られ る も の で , phreatic explosion に よ 
る 火 日 か 或いは 陥没 に よる pit crater CHAD. 之 等 寄生 火山 ・ 側 火 日 は 火山 体 の 中 心から 
北 北西 ・ 北 東 ・ 南 南東 の 3 方 向 に 派出 する rift zone 上 に 配列 し て いる ,. この よう な 3 方 向 の 
rift zone は ハワイ の 諸 火 山 や 富 主 火山 で も 認め られ て お り , Macdonald (1956) の 述べ た 如 
く 火山 体 下部 に 存在 する マグ マ の 注 り が その 上 部 を 持上げ よう と する 力 と よ つ て 生じ た も の で 
A). 

三原 出 は カル デラ 底 か ら 120m 高く ) FOMMLMLAcHH C 20° に 達する . 頂上 に は 径 
500m 程 の 火 日 が あり , 有史 時 代 の 活動 は すべ て ここ と で 起 つ て いる . 1930 一 1935 年 頃 の 活動 
の 欧 絡 な 時 期 に は 火 日 の 深き は 400—500m も あつ た が , 活動 の 起 つ た 1940 年 に は 極 く 浅く 
な つて 了 つ た . 現在 で は 火 日 は 一 度 1950 一 1951 年 の 族 岩 で 充 さ れ た 部 分 が 後に 多少 陥没 し て 
MAETFOTWS. KAOMRRC(Z 1950 一 1951 年 の 噴火 で 形成 され た 噴 大 丘 が 存在 し , 火 


eye LG es lg a 
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DH OMAEICHEOTCLEOBMARESUA CT OR. 
大 鳥 火山 の 発達 史 は 次 の 如く 要約 する こと が 出来 る . 


外輪 山 央 輸 の 噴出 は 多分 更新 世 後 期 双 は 完 新 世 初期 た 始ま つた で あろ う . 外輪 山 燈 岩 活動 其 
ce ems, ho 
物 の 表面 は 著しく 風化 され , BCAA LBRO LEC LM bok. この 時 期 に 中 
HAMRSCES ( 約 4500 年 前 ) の 人 類 も 住居 を か まえ た (AB, 1957). COR sMMLI AO 
GOBASE LY KIURE LIM Lim, この 期間 内 に も 現在 の 日 本 人 の 祖先 1000 年 よ 

り は 古い 時 期 ) が 住ん で いた . この よう な 外輪 山 類 岩 活 動 期 の 聞こ と 寄生 火山 や 側 火 日 も 出現 し 
た し , 島 の 東側 の 断層 も この 期間 内 に も 多少 動い た . 叉 大 島 南 西 の 新島 の 噴火 に よ つ て 投 紅 さ 
TTC RE Fr vt 大 島 に も 飛来 し て , THRILLS © Fe ETI RE NC EV IK BB 7s KILI © Fae 
は きま つて 堆積 し た (大島 開発 奏 員 会 の 片山 信夫 ・ 伊藤 和 明 ・ 中 村 一 明 ・ 大 串 融 等 の 調査 に よ 
る 個人 談話 ,。 1958). 外輪 山 類 岩 の 活 動 が 終る と すぐ に 頂上 が 陥没 し て カル デラ が 生じ た . 
こと の 時 期 を 久野 (1957) は 今 か ら 2000 年 位 前 か 或 い 、 は る もう 少し 後 で あろ うと 推定 し た . 最近 
OK BREAROMROMEMR CL, 頂上 に ヵ ル デラ の 形成 され た 時 期 は 予想 外 に 新 し 
<。 今 が ら 1000 年 以内 らし いと いう (ABER). 

カル デラ 形成 後に 中 央 火 日 兵 三原 山 が 出現 し , 有史 時 代 に 何 回 も 活動 し た が , この 活動 に 関 
し て は 本 誌 掲載 の 森本 良平 の 論 交 に 詳 述 し て ある か ら こ こ に は 省略 する . 

Spam LL + PR Sk RARE BICRNEE OF VIERA ROMER Ch OM, 外輪 由 
EDO CDEO b OWKRMG BE ROLEKE Ch ®. 

PBL (ARK LUPE ee Bite) は 一 ric eEt ICE <, Meee emer — TC 
ある . DEO REA Lk DICDRODA DABBLE RATS. MILE CZs 
BREST bObdS. MAMMAL DEEL LOLbS. 石 其 は ラブ ラド フイ ト ・ HG 
toh VIG  VRRGR PV AP AVREDBLD, 時 だ ガラ ス を 合 む : 化学 分 析 値 3 TA 


pi 392.10, 11,。 12 に 示す . どれ も 殆 ん ど 無 区 曲 に 近い 岩石 で ちる が , 岡田 玄武 許 類 の 無 殖 
EN 


rae kK EE eS & GR PL ・ 化 学 成分 が ほぼ 均一 で ある . 分 析 値 (第 3 表 13, 14, 15)= を 
見 る と 外輪 山崎 岩 よ り い ぐら か FeO, TiO: に 富 mI, MgO に 乏しい. sha LORIE 
LEED, DADAAEESKWTU SROF LOE CH 4. 

REE O RACE RICT SHAN LOMAS 6. 1778 PHERA BERD 量 が ご く 
pve, HICGUER RAMMED Cb BBE L RURMIC & POEM OFT CH BE oD 2 
AAILIHRINE k DNF AO ROS VDSS, 1778 AHA RO 1950 HO AAI 
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Table 3. Compositions of Somma lava and Central Cone lava of O-sima. 


Somma lava Central Cone lava 


10 11 12 13 14 15 
SiO, Biles. 51.80 53.01 52.45 51.67 52.45 
Al, Os fans 15.00 14.73 13.48 16.52 15.41 
Fe, O3 4.18 3.68 3.38 4.60 i 者) 3.38 
FeO 8.99 10.14 9.42 10.02 10.87 10.03 
MgO 85 5.36 4.97 4.78 4.49 4.62 
CaO 11.14 9.77 9.09 10.23 10.72 9.73 
Naz: O 2.19 1.76 2.09 1.99 1.36 1.64 
K20 0.54 0.32 0.44 0.52 0.38 0.34 
H,O0+ n.d. 0.62 18 n.d. we 0.51 
H20— n.d. n.d. n.d. Oris 
TiO, 0.83 0.60 1.03 1.39 1.16 1.47 
P205; 0.03 0.31 0.11 0.33 0.29 0.12 
MnO (033 0.20 0.34 0.31 0.20 0.11 
(Ce, Y)203 0.003 n.d. n.d. nad n.d. nd 
ZrO, 0.002 n.d. 0.04 n.d: ds va vec 際 
BaO 0.025 ped ned. nade nade ne de 
S (total) 0.100 n.d. nid: n.d. n.d. ned. 
Total 99.680 99.56 99.87 100.10 100.11 99.96 


10. Olivine-bearing basalt (Jc) (HK 35101903) from the western caldera wall. 
Analyst, Iwasaki. Iwasaki (1935). 

11. Basalt from Motomati. Analyst, an analyst in Electricity Research La- 
boratory. Knai: Proc. Imp. Acad., Vol. 10, 1934, p. 79. 

12. Basalt from Sasikizi. Analyst, Ohashi. Tsuboi (1920). 

13. Hypersthene basalt (] c) (HK 35101904). 1778 lava from the northwestern 
caldera floor. Analyst, Iwasaki. Iwasaki (1935). 


14. Average of five analyses of 1912 lava (hypersthene basalt [c). One anal- 
ysis given by Iwasaki (1935) and four by Tsuboi (1920). 

15. Average of seven analyses of 1950—51 lava (hypersthene-augite basalt Vc). 
One analysis given by Sawamura (1950) and six by Tsuya, Morimoto, and 
Ossaka (1954, 55). 


MAL CE YA VR Aa e ats (第 2 表 8, 9). ABRIL RHAERSLi¢otyve 
Bids Fie an & HR MIC Me BIEL TUS, 

久野 (1953 a) の 計算 た に と よれ ば HRA ALS RH OAR <= LL CRBS HES 
7TPORRE > 25 AA + ERG + REI - RECRGKO 結晶 が 合計 45% (AR) BE 
られ る こと と に よ つ て 生じ た . MRMAVF TB RAAMA LIZ < (RIEL TW Site, 結 品 作用 
は さら に 進行 し て , 中 央 火口 丘 燈 内 の 成分 に た 達し た . 中 央 火 日 丘 央 内 は な 本源 マグ マ の 50 2° 
結 量 と し て 取 去 られ た 結果 と し て 生じ た . 赦 に 外輪 山 燈 岩 活 動 期中 に 地下 の マグ マ の 演 り を 充 


大 島 火 山 の 地質 と 岩石 15 


し て いた マグ ダマ (液体 ) の 容積 は な 本源 マ グマ の 55% Ch り , 中 央 火 百 丘 活 動 中 た 演 り に 残 つ 


て いた マグ マ は 同じ 量 の 本 源 マ グマ の 50 又は それ より や や 少 い 量 で ある と 想像 され る . 一 


TRE KIUD ABR ORAE ds 5 SHR LAS & し て 地表 に 実際 に 噴出 し kw BORK 19 km}, 


HAKOEMAD Chik km? と 推定 され , BRIM AC HLCM ie DDE CHS. 


OZR LIETT<OSK REC MHRICMND SLBA, マグ マ の 容積 の 割合 に 関す 


る 推定 に た 大 し た 誤 が な く , 従 つ て 地下 の 演 り に は まだ 相当 量 の マグ マ が 残 つ て いる と 想像 され 
る か ら , 三原 山 は 今後 も さら に 大 ぎく 成長 する で あろ る う 5 (AMF 1953 a). 
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Recorded volcanic “Re of O-sima volcano in the historic age 


684: 


1112: | 


1416: 
1421: 


1600- 


1601: _ 


Noe, 29 It is said Phat he end | 
increased on the western and_ 
northern sides of the island. | 


From Nov. 18 till the end of the | 
| next month, detonations were | 
| heard repeatedly in Kyoto. 


| Sept. 2. An eruption took place. 


| May 14. An eruption occurred, | 
noises were heard in Kamakura. | 
Sea water became hot. 


| 1914: 


Minor eruption. 


1612= 


1613: 


1636- 


1637: 


1684- 


1690: 


1777- 


1778: 


1803: 


1822: 
1846: 
1870: 


1876- 
1877: 


On Nov. 14, eruption took place, | 


Minor eruption. 


| 

| Minor eruption. 

On March 31, a violent eruption 
began and continued for 7 years. | 
It is said that a crater, ca. 1 km | 

| in dia., was formed on the | 

summit of Mt. Mihara. On Apr. 

22, lava flowed down toward NE. 

and poured into the sea. 


1919; 


Most violent eruption ever recor- | 
ded in the history of the volcano. 


and ashes fell in Tokyo on the 1922: 


next day. 


Ashes fell in Tokyo. 


Eruption. 
Minor activity. 1938: 
From the end of Dec. 1876 to Feb. 
6, 1877. Lava poured out in the | 
crater of Mihara but it did not | 1939: 


tun over the brim of the crater. | 
A minor spatter cone was 
formed at the bottom of the 
crater, 


1912- | | 


E915 


O24 


March-June 10 in 1912, welling 
out of lava at the bottom of the 
crater. July 27-29, depression 
of solid lava due to its own 
weight accompanied with break- 
ing up of spatter cone and 
squeezing out of lava. Sept. 16- 
Oct. 29, 1912, extrusion of lava 
at the crater bottom and forma- 
tion of a spatter cone. Jan. 14, 
1913, depression of lava layer 
accompanied with extrusion of 
lava. Lava emission lasted for 
12 days. During May 15-21, 
1914, paroxysmal lava extrusion 
occurred, followed by _ inter- 
mittent emission of lava for a 
few days. 


Minor activity from Oct. 10 to the 
end of the month. Roarings and 
air-quakes were felt and ash fell 
in the southwestern part of the 
island. No lava porued out. 


Explosions intermittently at the 
northwestern portion of the 
crater from May to Dec. to form 
cinder cone which collapsed in 
half owing to central depression 
of the crater floor. 


From Dec. 1921 to Jan. 1922, 
Reconstruction of  1919-cone, 
emission of lave covering carter 
floor with 16 m in thickness, and 
central sink after eruption. 


Aug. 11, the bottom of the pit 
turned into an incandescent lava 
pool and scoria fell around the 
mouth of the pit. 


Minor activities in Sept. 2-3, and 
Sept. 16. Incandescent lava 
appeared at the bottom of the 
crater. Quantities of bombs and 
scoria were thrown up, though 


18 


they did not reach above the 
rim of the pit. 


1940: | Minor activity in Aug. 18-19. 


Ejection of incandescent bombs 


and emission of gas from the | 


fissure opened in the solidified 


lava at the bottom of the pit on | 


Apr. 18. Incandescent bombs 
and lapilli were ejected in 


quantity up to 500 m in height | 


above the summit of the central 
cone, and were deposited thickly 


on the 1912-1914 lava fiele on || 


Apr. 19. 


1950: | July 16 Sept. 23, Continuous 


Strombolian eruption 50 millon || 


tons of lava emitted. 


1951: 


Feb. 4 Apr. 1, Large scaled lava 


emission, spattering fountaining, 
continuous Strombolian scria 
ejection at cinder cone, followed 
by intermittent explosive erup- 
GON, ADL 2s1o Ooo ZOO 
-19, 20, 30-May iG May oF 6- bs 
9-10, 14-15, 17-18, 21-23, 97-28, 


‘Oct. (5-12, Dec. 1-18, Minor 


explosions. 


Dec. 29, 1953-Jan. 16, Jan. 27, Jan. 


31. Feb. 8, 1954, Explosions and 
lava emissions. 


Jan. 3-5, 17 18, 23: Explosions. 


: | Aug. 5-13, e Explosions intermi- 


ttently. 


§1 まえ が き 
CORR ACES DRESS GAT AED Cis, 声 記 録 及 び 噴 火 調 査 報 廊 に と よ つ で 知ら 
れ た 活動 経過 の 概要 を 述べ る こと に する . 筆者 が , こ の 項目 を 執筆 する と こと に 決 つ た の は , こ の 


特集 号 が 企画 され て か ら 
る 余裕 は な か 


§2. 古 記 録 に よ つ て 知ら れる 活動 


1) 684 年 ABOWE 


68442 11 月 29 日 (天武 天皇 12 年 10 月 14 日 ) の 土佐 地震 の 記事 に 引 続 い て 「 基 夕 有 鳴 声 , 


目 時 の 経つ た 比較 的 最近 の こと で あつ た か ら , あら た に 古文 献 を 調べ 
Dic. 従来 の 多く の 研究 者 が 集め られ た 資料 に と も と づい て 総括 し た だ け で ある . 


VO Cale tre & Rbn る 最 吉 の 記事 【 は 日 本 書 紀 に ある . 


如 誤 聞 二 東方 , 有 人 百 伊 互 島 西 比 二 面 自然 増益 三 百 余 丈 更 為 一 島 , 則 如 喜 音 者 神 造 基 島 響 也 | と 
いう 記録 が ある . 土佐 地震 と 時 を 同じ くし て 京都 で 開 % た 音響 を , 伊豆 大 島 の 大 噴火 で 新しい 
島 が 出来 た , その きき の 音響 で ある うと 述べ た 炎 が いる , と いう こと で ある が 果て し そう で あ 


る か どう か, 


する 説 も ある . 


確か か る わけ に は いか な い . また この と き に 今 の 新島 村 ・ 野 増 村 な ど が 出来 た と 


この 記録 が 大 島 の も の で ある と する と , か な り 大 き な 噴 火 が あつ た こと と に な る . 


LaeL, これ は 日 本 書記 と いう 古 記 録 の 考証 の 題 問 で あつ て , 確実 だい % る ご こ ご ど で は な い . 


838 年 8 月 ( 承 和 5 年 7 月 5 日) 神津 島 に 大 爆発 が 起り , 著しい 降灰 の あつ た 記事 が 続 日 本 後記 に あ 
る . それ に よる と 「 河 内 参 河 遠江 駿河 伊豆 甲斐 武蔵 上 総 美 渡 憧 信濃 越前 加 項 越 中 播 麻紀 伊 等 」 の 諸国 に 


降灰 が あつ た と いう ・ 


大 島 と する 理由 は わか らら ない. 


三代 実録 た ょ る と , 


日 本 災 異 喝 で は これ に つい て 「 伊 豆 大 島 山 噴火 雨 灰 」 と 信 べ て いる が , その 起源 を 


886 年 6 月 (仁和 2 年 5 月 24 日 ), 安房 、 上 総 南方 で 黒 桂 が 起こ り , 電光 雷鳴 が 


あつ で , 夜 通 じ 地震 が 続き , 同 29 日 に は 砂 土 粉 士 が 降り 所 た に ょ つて 2, 3 寸 積 つた と いう . ERR 
記 中 に その 翌年 の 記事 と し て 「 仁 和 三 年 丁 未 十 一 月 二 日 伊豆 国 工 新 生島 図 一 張 , 見 基 画 中 神明 放火 以 潮 所 


焼 則 始 銀 岳 , 基 頂 有 緑 雲 之 気 細 事 在 


図 中 不 更 記 之 」 と いう 記録 が あり , 新島 の 噴火 を 示す も の と 思わ れ 
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る 銀 岳 と いう の は お そら く 」』 新島 が 白色 の 噴出 物 た 被 わ れ た こと と を 指し て いる と 考え られ る . 同じ 記録 
は 日 本 記 略 に も 見 られ る . 


2) 1112 年 日 本 書 紀 に 見 られ る 684 年 に 次 ぐ 大 島 の 噴火 記録 と 思わ れる も の は 中 臣 宗 叫 
朝臣 の 上 日記 「 中 右記 」 に ある . 

1112 年 11 月 20 日 ( 天 永 3 年 10 月 22 日 ) か ら 同 月 30 日 まで , 京都 に おい て, 東方 に 
大 鳴動 が あり , 地震 が あつ て 大 肛 ぎ と な つた 記事 が ある . その 原因 に つい て 「 伊 豆 国 解 云 去 十 
AP AZ EKER NBS, 去 月 天下 鳴動 声 大 略 比 枚 王 希 有吉 怪 第 一 之 事 也 .」 と 
述べ て ある . 伊豆 の 海上 と いう だ け で 詳細 は 不明 で ある が , 伊豆 大 島 の 噴火 で は な いか と 考 を た 
られ て いる . 

3) 1416, 1421 年 1416 年 9 月 2 日 (応永 23 年 8 月 2 日 ). Be PRKOFHEA AL 
日 伊豆 大 島 発火 , BNI | の 記事 が ある . 応永 23 年 9 AO 日 大 島 焼 と 神明 鏡 た に ある . 

1421 年 5 A 14 A eK 28 年 4 月 4 日 )。「 応 永 号 十 八 年 四 月 四 日 , PAB, HA 
, WGKA, BSH) の 記事 が 鎌倉 大 日 記 に 見 られ る . 分 類 年 代 記 に は 全く 同じ 記録 が 
DSK VED ADE LNT ある が ChHILBD CHAZLERbONTAWS. 

4) 1600~1601, 1612~1613, 1636~1637 年 伊豆 七島 明細 記 に よる と , 「 島 々 焼 申 候 」 と 
し て 1600~1601 年 (慶長 5, 6 年 ), 1612~1613 (EE 17, 18 年 ), 1636~1637( 害 永 13, 
14 年 用 を 列記 じ て あ る お そら さく 伊 巨大 島 が この 頃 小 活 動 を し た も の で あろ 3 う 5. 

5) 1684~1690 年 貞享 の 噴火 と いわ れる も の で , 次 の 安永 噴火 に 匹敵 する 活動 で ある . 

1684 #3531 8 (ASTM 2 A 16 A) か らら 4 月 21 上 日頃 まで の 犬 噴火 の 記録 
ぱぁ あちこち に 見 られ る . 近世 東西 略 史 に は , [PEA SKE ny, Webs ) = Be 
LY seme = Ay T= Re) | と ある . 叉 慶安 元禄 間 記 に は 「 上 真 享 元 年 三 月 八 日 豆 州 大 
NS SY KE, MO PCR kR YR, Bee RRS SY NY 7 EY 
如 ク 海 へ 焼 流 レ , BELA < RRR BW = RY, BRL AS SRA 
| の 記録 が み ら れ る . これ に よる と , 燈 岩 流 が 海 に 流入 し た 様子 が 述べ て ある の み で ある . 
一 娘 安 氷 噴 火 の 記録 で ある 大 島 山 火 記 に は 。 

天 和 四 年 子 二 月 十 六 

—, = JRL BEER ECE REM aE + Bi 
REF H ANE 

—, SRSA Ss) -BE PR AEDS) YEE eT. 当時 宇 新築 出 下 申 

伝 候 . 
tee a eS 原山 の 火 日 と , DBWeEW 5M (三原 出 か ら 
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東北 東 1 時 と いう LRKIAADUEITA CRAIC EA 5) ODT CHARM EWS こ 
と に な る . 同じ く 大 鳥山 火 記 に は 「 天 和 四 子 年 ヨリ 元禄 三 午 年 迄 セ ヶ 年 フ 間 山 焼 候 節 山上 = ル 
AN UAE RW KSUERAS, BMRA) と 述べ られ て いて , この 
上 頁 享 噴火 の 時 た 現在 の 三原 出 の 火 唱 が 出現 し た こと に な る が , 大 島 山 火 記 は 貞享 噴火 後 約 100 
年 を 経て か ら 書 が れ た も の で , 果して その 通り か どう か 疑わ し い 点 も ある . 

同年 7 月 ・8 月 に も か な り の 活動 が あつ で て 降灰 の 著 しか つ た こと と が 伊豆 七島 明細 記 に 見 られ 
る .「 大 島 列 ヶ村 共 = 砂 降 積 , 山中 へ 三 , ORA NBIHoOAR, SROATRZ>\AToD 
積 申 候 」 の 記事 が ある . 

be OK BULK AO AHO EDU, この 活動 は , 1690 年 ( 元 徹三 年 ) まで , 約 7 年 間 続い 
て 終止 し た らし い . お そら く , 次 に 述べ る 安永 大 吐 火 の 小 規模 の も の を 考え て 差 ee oe 
い . 三原 山頂 火 日 が 生じ た の が , COLAOMMCLSALIVVONEWELTS, は つき り 
山頂 の 火 日 に つい て 書い て ある , は じ め の 記録 で ある . この 頃 か ら , 現地 で 位置 を 判断 し て 記 
録 で きる ほど , 人 跡 も 多く な つた た めか も 知れ な い . 

6) 1777~1778 1777 年 8 年 月 が か がら 1778 年 1 月 まで 了 年 4 ヶ月 た に ね た る つた 洛 動 は 
永 の 大 噴火 と 呼ば れ , KOWAL, その 先端 が 海 に まで 達し た , PRA Ci Em 
犬 の 噴火 で ある . 初め は 著しい 爆発 的 活動 を 続け た が 燈 岩 の 流出 は 少な く BI, COR 
第 I 期 活動 開始 後 8 ヶ月 を 経て 三原 山大 日 か ら 泉 津 の 方 向 に た 向 つ て 燈 岩 を 流し (AIL), 更 
に 7 ヶ月 後に は 西南 方 曽 伏 の 方 向 に と , 又 そ の 数 日 後に た 東北東 に 三原 火 唱 か ら 燈 岩 の 流 出 が 起 つ 
て いる (BTL). 特に 最後 の 燈 岩 流 は 島 の 東部 を 広く 被 い , その 先端 が 遂 と は 海 に まで 達 す 
る と いう 大 流出 で あつ た . その 後に は 燈 岩 の 流出 は 見 られ ず , 27 ABORENHWSE LV} 
地点 で の 観察 の 記録 が ある 以外 に 噴火 の 記事 が な く , 次 第 に 静穏 に な つて 活動 が 終 つ っ た. この 
噴火 を 公式 た 記録 し た も の が 大 島 山 記 で , 詳細 な 記事 が ある . 以下 に た, 大島 山 火 記 の 重要 な 
部 分 を 抜 歴 し て 噴火 活動 を 記述 す る. 

a 1 1777 年 8 月 31 日 (安永 6 年 7 月 29 日 ) 夕方 か ら , 貞享 噴火 の 際 に 大 きく 開 ロ 
し た と いわ れ て いる 三原 山頂 上 の 火 晶 から 噴火 が 始 り , TORRE KA SIS 
し く , 時 々 地震 が あつ た . 同時 に 黒白 の 色 を し た 長 さ 1 へ 3 SORE, カナ クツ 様 の 火山 際 
が 全島 た 降下 し た . 8 月 25 日 ( 旧 ) まで は 格別 の 変化 な く 活動 が 続い た が , TA 27・28 日 
に は 活動 な く , 次 いで 29 日 及び 9 月 2 日 か ら 12 HECHOURAL OR. 末期 た は 爆発 力 
が 著 じ く 強 く な り , ひん ば ん に 爆発 し て 大 活動 と な つた が , 著しい 降灰 は 見 られ な が か つた と い 
5. この 活動 の 火 が 江戸 で 見 られ た 様 で 「 品 川 沖 = テ 夜々 火 光 天 = 映 スル ラ 見 ん 」 と いう 記事 
が 武 江 年 表 に み ら れ る . BABAR [RKAPBCALTIA SIRE 
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ケ所 」 と ある か ら , 火 日 か ら 燈 岩 の 流出 も あつ た よう で ある . 

第 WH 1778 年 4 月 27 日 (安永 7 年 3 月 22 日) SIRI E OMB OU BOR. 大 
島 円 火 記 に 「 当 友 三 月 二 十 一 日 三原 山 御 洞 成 玄 ノ 方 焼 月 レ 夫 ミリ 中 ノ 沢 へ 焼 下り 泉 津 村 ョ リ 
豆 ノ 方 右 村 ョ リ 平 日 百姓 稼 山 へ 参 候 道 下 ニ = テ 焼 止 申 候 九 人 家 ョ ミリ 道 法 ル ル 十 八 九 町 程 相 隔 申 候 」 
また 安永 年 皮 三 月 二 十 二 日 三原 山 御 洞 ョ リ 宇 中 野沢 Bee 但 シ 長 一 里程 幅 十 間 程 党 
TBAT | の 記録 が ある . 燈 岩 流出 後 は 爆発 も 弱まり , 時 々 爆発 し て 火口 か ら 黒 煙 を 上 げ る 


程度 で , VOC WEL TO kD CHS. 
第 I 期 1778 年 11 月 6 日 (安永 7 年 9 月 18 日 ) お よび 11 月 15 ASR 


i 


BO MED BOR. [FLAP A Bias ) AR? TT RERIR =) NSE RHA 7 IORI OB 
沢 へ 焼 下り 申 候 右 赤 沢 ノ ARIE RBACHN 2 0B Me] SRS Ye 
赤沢 但 シ 長 一 里 半 程 性 七 作 間 深 サ 三 十 間 程 ] の 記事 が ある . すなわち 火口 か ら 南 西方 に 流れ た 


燈 岩 が 野 増 村 差 木 地 村 間 の 赤沢 た 流れ 込ん で 停 つ た と いう . 次 いで 9 日後 の 11 月 15 日 (9 
月 27 日 ) 火口 か ら 北 東 の 方 向 に 著しい 燈 娠 の 流出 が あり , 外輪 山 と の 間 の 火 日 原 の 北 半 を 埋 
め , 東 に 向 つ て 流下 し て 遂に は 海 に 達し た . 大 鳥山 火 記 た に 「 二 十 七 日 御 洞 コ リ 笠 寅 ノ 方 夫 ョ リ 
字 え ミ 沢 下 申 沢 へ 焼 下 リ 大 へ 海辺 へ 焼 出 テ 磯 コ = リ 海 へ 所 長 一 町 程 横 十 町 余 モ 有 之 焼 出 高 サ ノ 儀 
へ 海中 水上 = テル 均 太 間 程 そ 高々 相 見 申 修 此 所 波 打 際 = テ 未 黒 煙 立 巻 申 候 」「 三 原山 御 洞 ミリ 
字 ゴ コミ 沢 壱 ヶ 所 但 シ 長 二 里程 幅 三 町 程 深 サ 三間 程 ] の 記事 が 見 られ る . 

SIV $f] 1778 年 12 月 14 ACEKT 11 月 17 日) Amo ERMRANBRILL, 12 月 
218 1 A 21 日 ) 尽 に 至 つ て , REN FHS, (4A TA BRS S YL 
Hela REN 7 AHEM b AAT SY Re KAR] L ERE IVC ORBAMBOTWS. 
実生 火 日 を 出 じ た と 解す る ほど の 事実 は 確か あら れ て いな い . 燈 岩 流 の 一 部 か ら 二 次 的 流出 が 
あつ た の を , その よう に 記録 し た の か も 知れ な い . 1779 年 に た 入 つ て 活動 は 弱まり 終結 し た . 


1941 HOMBORE YH OMICS, 南 后 山腹 の 側 火 日 か ら 噴 出し た 族 岩 流 の 先端 付近 に 見 ら 
れ た , 燈 岩 流 の 進行 に 伴 な うぅ 現象 や 燈 媒 か ら 放 出さ れる 噴気 を , MAA ACH CRA LE 


0 APAEHOABMH Cie で な かつ た! 
この あと 1783 年 か ら 1786 年 (天明 3 へ ~6 年 ) た に かけ て も , し ば し ば 降灰 が あり , 1792 年 


(BAB) CBO, MMICIAL 16 年 間 に ち た つた 安永 大 噴火 が 終了 し た . 
7) 安永 大 噴火 以降 , 明治 以前 の 小 活動 実 永 の 大 噴火 以後 の 著しい 噴火 は 1876 年 (明治 
9 年 ) の も の で ある が , それ まで の 約 100 年 間 に も , し ば し ば 降灰 その 他 の 活動 の あつ た こと 


が 記録 た 散見 さき れる. 
1803 年 11 月 9 日 ( 享 和 3 年 9 月 26 日) 頃 か ら 導 日 間 小 活動 が ぁ ちり, 降灰 が あつ た . I 
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AO+tKAENABA TAL ARSE AIR (ARER-H) I. また 秦 平 年 表 に も 
[+AMASRABBEY, MOAT ARB | の 記事 が ある . 
1822 へ ~24 年 (aco 5 へ ~7 年 ). ABW Me [sce SY AEC ELEM DER AL 


の 記録 が ある . 
1837 へ 38 年 頃 この 頃 に は 著しい 活動 の 記録 は な い が , PAYER (天保 9 年 4 月 …1838 年 に 


大 島 に 渡 つ た 紀行 六 ) 中 に 当時 の 三原 山 の 様子 が うか が を る 六 が ある .「 島 中 最高 所 為 三 原山 , 


FEMS, BPC RR |. また 三原 山 た 巻 つ て , (ERE, 毎 硫 罰 下 覆 , KORE, + 
AIBA, BAK, 周 里 余 , 硫 和 藩 出 . BAKE, KOWARATAM:---] と あ 
る よう に 噴煙 が か な り 多 か つた こと が 宮 わ れる . LOL, 東照宮 保全 の た め に , 地震 の 記録 が 
報告 され て いた 日光 の 例 な ど と は ち が つ て , 噴火 の 記録 が 義務 づけ られ て は いな か つた の だ ろ 
うか ら , 記録 され た 活動 が , 必ず し を 著しい も の だ つた と は 限ら な い . た また ま 記 録 た の つた 
eh) tT ない 

その 後 , 1846 年 , 1870 年 に も 降灰 が 見 られ た が , 一 般 に は 水 燕 気 を 上 げ る 程度 で あつ た よ 
う で ある . 安永 噴火 た 際 し て , か な り の 噴石 丘 が 火 日 内 た 出来 た こと が 想像 で きる の に , 1876 
年 の 観察 で は , それ らし い 噴 石 丘 が 全く 見 られ ず 火 日 底 が 平坦 で , 中 央 部 に 中 央 火 孔 が あぁ つ た 
と いわ れ て いる . 安永 の 噴火 後 100 年 間 に 火 日 族 中 央 に 陥没 が あつ た と 考え て よい . 


§ 3. 明治 以後 の 活動 

明治 に な つて 最初 の 活動 記録 は , 1870 年 (明治 3 年 ) た “大島 4 日 間 噴 出 ” と ある が , 自然 
科学 者 の 観察 の 対象 と な つた 最初 は , 1876 年 (明治 9 年 ) で ある . その 意味 で , これ まで の 記 
録 と 区 別して 概要 を 伝え る こと に し と た . 

1) 1876~77 年 明治 9 年 か ら 10 年 に た にかけて の 活動 は , KONCEY EDIE, 
内 の 頭 位 を 高め, 噴 大 丘 を 形成 し た . Naumann 丘 が これ で ある . 当時 の 状況 は , Naumann, 
Milne, 和田 維 四 郎 ら にょ り 詳 し く 記 載 さ れ て いる . 活動 経過 だ たろ ついては, 上 泉 津村 の 小田 井 雄 
波 の 日 記 が だが ある. それ に よれ ば 


明治 涼 年 十 二 月 二 十 七 日 午後 三 時 地 心 ョ ミリ 震 落 シ 恭 灯 騰 発 シ 夜間 山上 = 火 光 映 射 スル ラ ヲ 見 


Vier 


同 二 十 八 日 WE7IB-HaAvL Sy Hiiae Ryo x. 


同 肪 士 九 目 激烈 チル 地震 スス, MAT TB berm, 
明治 十 年 一 月 四 日 WKB RY RKB, 
AFSR Re he, 
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同士 四 日 徴 シ クタ 克 弱 セリ 、 

AT+AA eR p pr. 

同 十 六 日 地 大 = 震 フ . 

Art, tla Bowes. 

ll+7t A Ay 2 ok We 7 Le 

MIt—-Hh ABET, 

ASTaaen:. 

Ss eee S| BARBRA = Fey Fu x. 

ASTOR we. 

AI +AA ABA eS. 

Bina =A ao 

RS +A, 2+7H Bik. 

AS+H KeRY 7TH. 

同 二 月 一 日 山上 = 磯 声 ヲ 聞 ク . 

同 二 日 me. ‘ 

RISA Mee Bly 7K Ln we, 

A, AA MARAT TN HRSG So x, 

AA, t, \A 甚 ダ 静 穏 噴 火 全 2 ク 減 煽 セ シナ ル さ ペン. 

1 20 8, Naumann 5—# AKL, SPL BBeTOR. その 時 に は , 噴火 前 平坦 
で あぁ つた 三原 山頂 の 旧 叶 火口 ( 径 600m, 深き 130m) の 西南 部 に 新しい 噴出 防 (ERY 15 m) 
MCE, 北 内 た は 赤熱 し た 燈 岩 が 沸騰 し , 約 2 秒 毎 に 噴石 活動 を 行 つ て , FROME Re 
作 つ て いた .」 COMB KAKOSdS ObICKRAOMH ARON. 

2 月 9 日, Naumann- ら が 再び 訪れ た と き に は , 時 々 白 還 が 上 が る 程度 で , 活動 は お さま 
つて いた . と の と き 新 噴出 孔 も 1 月 20 日 に と 比 し て や や 大 きく な り , 噴石 丘 は は る か に 高く 
KARO 1/3 に まで 達し て いた . その 容積 は お そら くま ぁ の 観察 時 に 比 し て 10 倍 程 る あつ た 
ろう と いう こと で ある . 噴出 孔 周辺 の 巨大 な 噴石 か ら み る と , 1 月 20 日 以後 の 爆発 活動 が 区 


DID Li Gow Ew ji. 
1879~77 年 の 活動 時 に , FI <YRLAGIEFE CH ORANERI, CORE KFICH 
SS OAS TSMBeAC IS. すなわち 1896 年 に は 火 日 度 の 中 央 近く に 凹部 が 出来 始め 。 そこ 
(CORRE LTC VARIA OMA OSB HE Le. 1907 年 に は 火 孔 壁 の 陥没 に よ つ て 孔 は 大 きく な り , 
直径 160m た に 達し た . 


N 


= POTS Be 


2) 1912~14 WICH ATK EWS OMCH CHS. 1876, 77 SUR, SIRs 


LIZ’ ¢ BIH ZR eR OKLMBMRB CHO. し か し 1906 年 頃 か ら 再 び 活 動 期 た 入 つ た と 過 


に か な り 強 い 地震 


わせ る よう な 徴候 が 見 え % え 始め た . 1905 年 6 月 5 日 及び 1909 年 1 月 16 


が あつ た が , この 地震 の 震源 は 極め て 大 島 に 接近 し , その 島 礼 た に あつ た 1907 47 AEA 


野 増 村 海 早 の 海水 が 白色 に 変じ た と 云う 記録 も ある . 
1910 年 (明治 43 年 ), 従来 常 た 噴煙 が 見 られ た の が 7 月 頃 か ら 次 第 に 見 られ な くく なり — 
時 は ほとん ど 全 く 活 動 が な く な つた . し か し 同時 に 時 々 小 鳴動 が あつ て , 火 百 内 の 噴気 の 状況 


も 従来 と 変 つ て 来 た . 同年 12 月 17 日 に 中 村 消 二 が 観察 し た と き に は , 火 孔 底 に 直径 約 60 m 
の 噴石 丘 が あつ て , 赤熱 し た 燈 替 の 露出 が 見 られ た と いう . し か し これ を も 1911 年 に は 火 孔 壁 


Diz AAD DICE L, FOBILS ぐ 噴 気 W SR 

第 工期 1912 年 (明治 45 年 ) 2 月 23 日 の 夜 よ り , 中 央 火 孔 の 南西 部 か ら 多 少 の 燈 加 の 
噴出 が 始 り , 引 続 い て 噴石 活動 と 共に 燈 岩 の 流出 が 起 つ た . 3 月 21 日 に は 中 央 火 孔 は 流出 す 
S\8a OBI kOCTHE< Hb, 3A 31 ACBOCTKBIAKARCSSHHL, KAE 
DKW MO. 4 月 2 日 に は , AASB MeNKSL<S, 赤熱 し た 燈 岩 の 噴出 孔 が 多数 
REAR LCRA Lic. WNL 4 AICADTCHLS, 3, 4, 50ERRLBATC, 45 
7 AIM LRA BIC EOCKHROR LAL SHO RbNSACSE YO, BRE ERMAREZOR 
きり 約 40m や 高く 成長 てい た. 

4 月 10 日 に は 噴石 丘 の 上 に 南北 方 向 に 二 つ の 噴出 孔 が 開 晶 し, この 直径 は 50m に 達し た . 
噴 紅 孔 族 た に は 小 噴 右 丘 が で きた が こと ご れ は 4 月 121 日 に 消失 た . Ek, HRA RL SU TYE 
と の 間 に , 長 さ 約 50m の 細長 い 燈 岩 池 が 見 られ た . 

4 月 10 日 以後 , 活動 は 少し づつ 弱 ま つ た が 燈 岩 の 流出 は 続き , 4 月 25 日 に は 叉 大 量 の 流 
出 が あつ た . KAR OM AKI SSL, 5 月 5 日 まで に 約 30m の 厚 さ と な り ,。 6 月 
1 日 に は 約 35 m に 達し た . 噴石 丘 も 活動 を 続け , 6 月 1 日頃 に は , KO KAO 94m OF 
き に まで 達し た . し か し この 頃 か ら 活 動 は 非常 た 弱まり , 6 月 10 理 前 後に は 全く 活動 を 停 目 
En 

第 革 期 活動 の 際 に で きた 噴石 丘 が 邊 村山 で ある . 1876 年 の ナッ マン 丘 は 噴火 前 に は その 南 
西部 が 残 つ て いた が , 流出 し た 燈 岩 と 噴石 の た め た に ほとん ど 埋 め ら れ , お わずか に 頭 部 が 見 呈 れ 
る だ け に な つた . この 活動 の 閉じ い 特 徴 は 火山 微動 が 著 し か つ た が 地震 が 少 か つた こと と で 」 TE 
煙 も 少 ぐ 爆発 性 活動 が な か つた . 

1912 年 7 月 27 日 か ら 小 活動 が 始 り , 29 日 に 競 穏 に 帰し た . 新 燈 岩 に ょ つて 埋め られ た 火 
ARORA, 中 央 火 孔 の 位置 に 陥没 が 起 つ た あと の , 第 工期 活動 の 残余 活動 と みる こと が 
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で る . 7 月 27 日 か ら 活 動 を 開始 し , KAO 10 ヶ所 に 噴出 が 開口 し て 運 続 的 た 赤熱 し 


ies 


To Mie & BH Lic: 28 日 に は 爆発 音 が 強く , 29 目 公 つ て 終 つ た が , MFO BMC) 


BERASN, 付近 た に は 燈 岩 が 流出 し た . 流 軸 し た 燈 岩 は 小 量 で あつ た が , 第 期 活動 の 燈 


召 の 表面 が アア 燈 岩 型 で ある の に 反し , こ とこ れ は 滑ら か で 灰色 の 光沢 が あつ た . 三 日 間 の 活動 で , 
火 理 の ほぼ 中 央 を 東北 東 一 西南 西 に 横切る 線 を 境 に し て その 東南 部 が 著しく 陥没 し て 全 円 紅 形 
OMI, その 最深 部 は 火 唱 底 よ り 約 35m, 平均 約 27m 低く な つた . YEH Lace 
多く この 陥没 部 に 流れ た . 陥没 の た め に 第 工期 噴石 丘 中 村山 は , その 東南 部 が 破壊 る され て 約 
20m 低下 し , 陥没 前 の 面 か ら 73m の 高き さ に な つた . 

a Ui 第 I 期 活動 終了 の 約 3 ヶ 月 後 の 9 月 16 日 方 か ら 再 び 活動 が 始 つ て 第 IL 期 に 
Act. 第 Tl 期 の 噴出 孔 も 火 日 南西 部 に 位置 し て , 噴石 丘 を 形成 し , RICA OMEH Se 
し か つた . 10 月 7 AICIRRILOMH DER ICM LX, その 爆音 が 元 村 に まで 聞え た と いう 
活動 は その 後 次 第 に た おさまり , 10 月 30 日 彰 頃 まで に 大 体 静 竹 と な つた が , 30 日 に は 時 に 黒 
煙 と 共に 噴石 を 行う の が 見 られ た . 


この 活動 で 流出 し た 燈 岩 は 1912 年 7 月 の 陥没 部 を 全く 埋め , HICH 1 MECH RC 
いる 上 を 約 30m OB SICKO. WL KKAAO RI I Wow 1.5 倍 と 見 積 ら れ て いる . 
噴石 兵 も 第 期 に と 比 し て は る か に 大 きく , 容積 に と し て 約 10 FC, その 底面 の 直 経 約 155 m, 
Mea Oba 5k 41m の 高 さ に 及び , KAROMRERL OW lm 高く な つた . きれ いな 円 
SEB Tcl, 側面 の 傾斜 は 約 34° で , 頂部 た 直径 51m の スリ バチ 形 の 噴出 孔 が ある , この 
MARDARUCS 6. 第 工期 噴 右 丘 の 中 村山 る, ほとん ど 新 噴石 丘 と 燈 岩 層 の 下 に 理 没 し , 
@ 豆 部 が わずか に 残 つ て いる だ け に な つた 

1913 年 1 月 14 日 か ら 25 日 まで の 10 日 間 , BI MOL SL ARC KO ROMBICES 
第 二 期 の 残余 活動 が あつ た . 活動 は 1 月 14 日 鳴動 と 共に 始 り , 4 5 ARORA OMA 
四 る だ も の と 居れ る 和 テ 1 月 19 FRAKARORLASHPRBCHAHIAR Ce, APS 
LRICHALKBBA EBL CREW). tii, 1A 25 FE COMMCARUSH DL 
TSKAIEGH 15m の 陥没 を 起 し , 段違い を 生じ た . 

1913 年 9 月 頃 に は , 第 I 期 噴石 丘 大 森山 と ナウ マン 上 丘 の 位置 と の 間 の 陥没 部 が 著しく 深く 
な り , KKOED 6H 90m に な つて いて , その 族 は 1910 年 頃 の 中 央 火 孔 底 と ほぼ 同じ 位 の 位 
置 ぁ る と 思わ れ だ ! この 陥没 の た め に 大 森山 の 南東 部 が 崩壊 し て その 半分 が 欠け た . 陥没 区 
域 の 北 縁 は 第 工期 の と き と ほ と ん ど 同 位置 に ちあ つた. 

第 IL 3 第 3 期 活 動 は その 爆発 力 が 強く , BAM we KO RICE CEIEL, 火 出 灰 や 
KU OM FE LAO. この 活動 で 生じ た 噴石 丘 は 従来 の も の に 比 し て は る か に 大 きさく, 


a 
14} 
int 


26 a 


WM LREA4LEGECHOL. 
1914 年 (大 正 3 年) 54159 RPDS KAR PRS ep OCHO. 16, 17, 18 Hic 
は 連続 的 た 噴火 が 続き , VERDE LBA CHO. 18 日 に は 火 日 底 中 央 より 北西 た よ つ た 部 


分 に 4 OMB EACH, 」 そ の 頂部 の 巨大 な 噴出 孔 か ら 噴 石 を 続け , KOH Lickel 
4: < Bibi CAAA HBL Clore. 21 日 以後 た は 噴火 は 断続 的 で 爆発 力 が 増し , JK A RIC 
ECKL CHAAR OBA RMB A 飛来 する よう に な つた . 26 卓 正 午 か な から 数 回 の 爆音 と 
FEC Ea SELIG, その 後 は 活動 を 止め 静穏 に 帰し た . 

COMME CRI Lick lt, 1913 年 9 月 頃 存 在 し た 深き 約 90m の 火 孔 を 埋め , KAIRIC 
あぁ れ て , 第 Il 期 に 噴出 し た 燈 岩 層 の 上 を 約 29m の 厚 さ に 被 い , 火 日 弘 北 側 の 川尻 付近 で 
は , PABHILAD RD obTHI 14m OM ECLALK. 相 接 し て 発達 し た 4 ケ の 新 噴石 
Eli, ナウ マン ソン 丘 , BI 期中 村山 第 II 期 大 森山 な ど を 全く 埋め て じまい , RBRILKOR 
の 最低 点 よ り 約 lm 高く な り , MARA OMBML DH Om 高く な つた . その 容積 は お そら 
<AAUO 3~4 BC4AZLERBHNSZBCH OK LWS. 

5 月 29 ACKRBHMBUWLKL SCIBICARILKRILL ORD, KO RRB LAL RS 
(LOCK FIBA ORM L CO SMILDROR. Leb RS CHHIAA HAMEL, 
A RILCOBRORY Cis), な お 崩壊 が 間断 な く 起 つて 黒褐色 の 鹿 灯 を 上 げ て で いた と い 
9.5 月 22 日 に 人 が 送 山 し た 時 た に は こと の 陥没 は な か つた と いう こと で お る か ら それ か ら 129 
日 まで の 間 に 燈 岩 の 噴 出 活動 に 引 続 い て 起 つ た も の と 思わ れる . 

1912 年 か ら 1914 年 に わた つた 活動 と た ょ つて, 火 日 底 は 計 約 100m OB XOKF BRIO 
て 彼 わ れ , 中 央 火 孔 は 埋め られ た が , 各 期 の 活動 終止 後 そ の 都度 それ と 思わ れる 付近 た 陥没 が 
HOT, PROBRAKILGMOBMARR SNS. その と と は , 明治 大 正 噴 火 の あ と , 1950 
年 の 噴火 まで の , 三原 出火 戸 の 状況 か ら も , は つき ぎ きり と 読む こと が で きる . 

3) 1915 年 か ら 1949 年 まで の 三原 火口 

1915 年 大 正 4 年 の 10 月 10 日 頃 か ら 10 月 末 頃 まで 弱い 活動 が あつ た . 10 A 10 A, 
夜間 山頂 た に 光 が み ら れ , 14 日 午前 9 RR > RAMS LY SAO. 活動 は 16 日 
頃 最盛 に 達し , その 爆発 音 が 元 村 に まで 達し た . その 後 は 次 第 に 弱 ま つ た が 10K E CER 
が 続き , ODHMLEO. この 活動 で は 燈 岩 の 噴出 は 見 られ な か つと た 。 

1919 年 大 正 8 年 5 月 か ら 12 月 に わた る 8 ヶ月 の 間 , 間 歌 的 た 爆発 が 起 つ て , 1912 へ ~1914 
年 噴石 丘 大 森山 の 北東 に 開口 し た 新 噴出 孔 か ら 噴 石 活動 を 行 つ て , BLE OC Oe 
が , これ は 噴火 終了 後 直 ち に その 南 半 部 が 崩壊 を 起 し , 中 央 火 孔 を 元 の 位置 に 開 日 する に 至 つ 
1S 
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1921~22 年 大 正 10 年 12 月 か ら 11 年 1 月 に か け て 燈 血 流出 を 伴 5 活動 が あぁ つた. こ 


の 活動 で は , 1919 年 活動 の 直後 た で きた 中 央 火 孔 か ら 噴 石 活動 を 行い , その た め 1919 年 の 


噴石 丘 は 再び 完全 な 形 に 発達 し た 噴石 丘 に な つた . URC HEH) LR EIS LOCK Oe 


約 16m の 厚 さ に 被 ち われ た . し か し 活動 が 終る と 直ちに 火 日 度 は 沈下 を 始 る , その 中 央 部 は 新 
じい 申 炭 火 孔 を つく り 始 め た . 1924 年 7 月 に 測量 を 行 つ た 結果 , KOI 10m ほど 沈降 
し , その 中 央 部 に 直径 約 100m, 深き 100m 以上 の 中 央 火 孔 が で きた こと と が か か つた . 1921 
へ 22 年 の 噴石 丘 は その た め に その 東南 部 を 失 つ た . 


その 後 大 き な 活 動 が な いま ま に , 中 央 火 孔 は 急速 に 大 き さ と 深 さ を 増し , 1933 年 に は 直径 


250m, 深き 400m 以上 た 達し た . これ は 火 孔 壁 の 崩壊 と 共に , 火 孔 底 が 下 と に ある 火 道 米 央 
UPC LOCMENRLERDE Mba. 

次 いで 1936 年 測量 の 時 に は 中 央 火 孔 は 直径 約 300m に 達し , VES 4H 300M あつ た が , 
KALE EO RBIS LAL CH < ie, 1939 年 に は 約 218m に な り , 1950 年 の 活動 開始 


前 た は 約 150m た まで な つて いた . COM, その 直径 は 変ら ず 約 300m で あぁ つた か ら , KGL 
が 涼 く な つた の は 火 防 壁 の 崩 壇 に よ つ て 埋め られ た た め ば か り で は な く て , PHO TIRADE D 
KEE COSOREALKKS CHSLEDNAS. 

1938 年 昭和 13 年 8 月 11 日 , 中 央 堅実 火 孔 庶 に 赤熱 燈 岩 が 現われ , 岩 砕 を 火 孔 周囲 に 
ein. 


1939 年 昭和 14 年 9 月 2 へ ~3 A, 16 日 に 小 活動 を し た . Pl DRMOMAA KILI 
BLL, “Nin Ok GH + Ae a Hh LCDS KILO RE CHL Ok. 

1940 年 昭和 15 年 8 月 18~19 両日 に 小 活動 を 行 つ た . 8 月 18 日 , KILROMMMLEM 
内 の 表面 に 割れ目 を 生じ ガス を 逸 出さ せ , 19 Bice L eK KLE ale kD 500m 
の 高 さ きま で 打ち ぢ 冒 げ , 明 治夫 正 燈 内 の 上 に 岩 砕 を 堆積 し た . この 一 連 の 活動 は ) い づれ も 中 天 
BRK CDN S. 

4) 1950~51 年 (第 1 へ ~2 図 ) 1940 年 8 19 日 の 小 噴火 以来 活動 を 止め , 静穏 で あつ た 
三原 出 は , 1950 年 (昭和 25 年 ) 7 月 16 日 中 央 火 孔 か ら の 南 線 壁 突然 噴火 を 始め , WATE 
MUAH AAO 月 末 に 至 つ て 活動 を 止め た (1M). この 間 流 出し た 燈 岩 は 火 日 を 埋 
め , 更に た 火 日 原 に まで 拡 つ た . 次 いで 1951 年 2 月 4 日 , 再び 噴火 を 始め , 流動 性 の 大 きい 話 
内 を 流し , BKM eefect (AIM). 4 月 に 入る と 活動 は 断続 的 と な つた が , 6 月 に 
入 つ て 始 る て 活動 が 弱まり , SS RRICHLiolt 1951 年 6 月 28 日 以後 で あつ た (第 II 
期 ). IDK RAM L CAKOICHER LEOIt, 有史 以来 1684~1690 年 の 上 真 享 噴火 , 
1777~78 年 容 氷 噴火 と , この 1950~51 年 の 噴火 の 三 回 で ある . 


1950 年 


1951 年 3 A 16~18 日 1951 42 3 A 28 
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1951 年 6 月 10 日 1951 年 6 月 14 日 
第 2 図 
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HTH) 1950 年 (昭和 25 年 ) 7 16 日 午前 9 時 15 分 頃 , 中 央 火 孔 南 縁 部 の 弧状 の 殖 
7 目 か ら 突 然 噴火 が 始 始 つ た . 爆発 は 4~10 秒 お き に 起り , TAL KAR R&I EV, 同時 
に 火 孔 壁 は くず れ 落 ち て 火 孔 庶 CHER L CAP Ofe. 正午 頃 , 火 孔 壁 中 腹 の 崩 壊し た 所 か 噴出 し 
た 燈 岩 が この 崖 氏 状 の 堆積 の 上 を 流れ 下り 始 D7. 火 孔 壁 南 縁 部 の 崩壊 は この 日 の 午後 に と 一 選 
FLA, 18 日 に な る と , 火 孔 族 に 岩 片 や 火山 灰 が 著しく 堆積 し た た め に 火 孔 玄 か きら の 誠 
岩 流出 は 止ん だ が , 下 石 活動 は 毎時 間 数 同 の 割 で くり 返さ れ た . 7 月 20 日 に は 火 孔 責 緑 部 が 
ASH 30m, HS 20m, hE m cde OCMML CU SOMM DMEM, SOME 
FAROE Ls 7s. TEPER ILE BIH OVE HI ATO 0, FIFA L Ree A EOS K FL HE 
CHO THOR. HKALE BO MEH oI ICED, BAICEL EBL Rae 100~ 
200m も 上 空 に 打ち 上 げ , HE RRRMCREL CHO. 7A UM ABC, —oomAN 
ML CAS ML LOR. 7 ARE CI, この 第 一 噴出 孔 は 。 HIeKTLOML 
約 20m 高い 噴石 丘 を 形成 する た 至 つ た 。. 

7 月 末 に た なると, 火 孔 底 か ら の 燈 岩 流出 量 が 急 に CHIL, 噴水 の よ ょ うに 湧出 を 始 る , 7 月 21 
HICK RD ORS 140m で あぁ つた 中 央 火 孔 庶 底 は 8 月 1 日 に は 52m に まで 埋め られ だ . 8 
AS 日 の 朝 に は 噴石 丘 の 頂上 が 火口 度 の 高 さ に まで 達し た 。 燈 媒 の 流出 は 引 続 い て 著しく , ok 
内 燈 央 の 頭 倍 は 乱 速 高く な つた , 8 A 12 ICH TUOT RRR OUER ROH MIC BN 
TERS OORHILD DBO MDOT, BERL HPN m OM SIC ECE Lith 
れ , JK FUERIC YS th HBL, 燈 岩 の 頭 位 は , AOE L DR 20m 低い だけ に な つた . Key 
HORE LIC EAE KOT. 8 月 13 日 に は 活動 が 著しく な り , MIT 
OM LORSCHDETFSN, MARIO KORE DW 2m 佐 い だ け に 成長 らち た = 
OAR TEST LS, MAL Lm Ek る 上 ば, Ie 1.5m Bown » por 
AABERS CHO. M4 BIRR LC, GIL bILISRMLREA 3m DLE bee 
SEP Davi. KFURHM LEME CS We Sh, ORE CLES Lacie A ORMD, Ik FL 
DRE Im 8 <zrOz#. 

S12 MCRAE THE D, 2~6 Bis SCM LH 50~60m bee LigtOm 
と な つた が , 燈 岩 の 流出 は 著しく , 遂に 午前 中 た に 火 日 度 に 流れ だ し た 17 gel 
MIA OKA EL ORR 30m の 所 に 噴出 孔 が 開 日 し , そこ か OCR ADBHDIED, こと これら の 
ReaD ieOie 18 日 に な る と 火 日 底 の 半分 以上 が 披 わ れ た を | 
HS SHANE LOT, 火 唱 西南 部 に 直径 約 15m の 燈 岩 池 が 出現 し た . 21 目 た に 友 つ で も この 
燈 岩 池 は 活動 を 続け , TAKAO ED bMS SMO bE Dic, 火 百 北東 部 が 埋め られ 
で TS ABER AR RORAHACRLCRL AY RDC Eon, 
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8 月 21 日 の 夕方 に , 2-3 秒 お き に 噴石 活動 を 続け る 第 一 噴出 孔 の 東 斜 面 の , 火 日 度 か ら 
約 30m EAE, 新しい 第 二 噴 出 孔 が 出来 , こと か ら 噴 石 が 約 200m の 高 さ に まで 飛ば され 
始め た . すなわち , 活動 は 火 孔 南 縁 部 に 開口 し た 第 一 噴出 孔 と , その 東南 部 に 開 日 し た 第 二 噴 
申 孔 と で 同時 に 行わ れ た . 第 二 噴 出 孔 は 第 一 と 異 り 姓 岩 の 流出 も 行 つ た come tos 
SES, KRIS E OMDB, アア 型 の 塊状 論 岩 と な つて 火 品 北東 部 に 拡 つて 行 つ 
た . その 後 第 一 噴出 孔 た 活動 が 急激 に おとろ, {LOCH FLAAS 70 MLS eO 
た . 23 FCBOCH AM FLOWMAILOEM, この 時 まで に 噴石 丘 は 旧 火 日 度 か ら 約 80m 
の 高き に な つて いた . KARR ROMAMORMLAGIL ROM CHDNEDM, ERE 
IC 2 UE L, SPH FL OOK FLIL RAED OVE > SIE CSIC KORY EC BOTH 
OR. COME CCAR Bt 1912~14 HOKBBe 40~50m OB SCHOO. 

第 二 噴 出 孔 及び 各所 に 開 日 し た 燈 岩 の 流出 孔 は その 後 も 激しい 活動 を 続け , 旧 火 日 は 次 第 に 
ate LO Cire SCHOO. 8 月 25 日 に は 燈 岩 面 は 1912~14 年 活動 の 燈 岩 が 達し た 最 
高位 を 越し , 28 AICIEMO KOGA 20m 下 , 30 日 た は 10m FKECEAL, Rieg 

月 13- 旧 た に 至 つて 火 唱 茶屋 東北 方 200m, YE 660m の 火口 縁 た 達し , 9 月 14 Aus 
m OCS A RO MTC HEH Lie. 次 いで 15 日 朝 に は 炎 唱 茶屋 南東 者 で 巾 20m of 
流 が 火 日 原 た 流下 を 始め た 一 方 , 噴石 丘 は 8 月 31 日 に は 海抜 730m, 9 月 7 日 に は 739m 
に な り そ の 後 も 高 さ を 増 じ 9 A 23 日 に その 活動 を 止め た . 


Ht 


Lay LI ARIL IB Crh 5~10m, BS 2~3m の 狭い 流れ と な つて 流下 し 続け , KOR 
に 拡がり 25 日 頃 た その 流動 を 止め た . 9 A 20 PAPO PREKACY SRM, koe 
に そつ た 区 域 の 族 岩 面 が 沈降 を 始め る てい た. 7 月 16 日 より 9 月 23 日 た 至る 約 70 日 間 の 第 
I 期 動 が 終了 し , oI 期 滞 動 の 再開 まで 約 130 日 間 , 三原 山 は 静止 状態 に あつ た . COM 
圭 る し い 地形 変化 は な か つた が , た だ 燈 岩 で 潮 た され た 火 日 度 が 僅か づつ 沈降 する の が 認め ら 
Rute, 

se I ji) 1951 年 (昭和 26 4E) CA DKA AHIR LAOMMICSOL=UIt, 2 月 4 日 
屋 過 ぎ , 1950 ele ROFL AIC BAA Lic MAM Ld bb AE t SRICARAL ER Mea OMe 
始め , WHAM 100m の 高き さ に まで 達し た . 2 月 6 日 まで に , MRMOMMF (a2) の 南 及 び 
南西 に 二 つ の 噴出 孔 (も b, c) が 開 白 し , スペ ッ タ ー コ ー ン を 作 つ た . 2 月 13 日 に は 新 噴出 孔 
(d が 1950 FRB ROB ACH LCRA OIE >, KA KOM MICH. 15 日 に 
ILC OMMALEEM 40m, Bx 10m の スペ パッ y ッ タ ー コ ュー ン に 発達 し た . COR, HUB 
HAL (e, f) が 開口 し て , 計 5 ケ の スペ ッ タ ー コ ー ン が , 20 日 頃 ま で 同時 に 活動 を 行 つた . 21 
に 導 る be を 除い て スペ パッ ター コー シン は , その 活動 を 止め た , 


oa PE ARATE & BRE 


2 月 13 AB, 1950 EM ROM CMA CEM, 20 IIRC Cas Sa LI RLM 
と 黒 煙 と を 噴出 し 始め た . 23 AICIRZOMUH FLO PIC OREO FLO L, JR LLIB 
と を 噴出 する 爆発 的 活動 が 同 了 時 に 起 つ た . 

AM RCE TL 期 活動 の 開始 以来 次 第 た 上 笑 を 始め , 特に 火 日 の 西側 で 著 し か つ た . 25 
25 日 に 至 つ て , 始め の スペ ッ タ ー コ ー ン 群 か ら 北西 に 向 つ て 500m ほど 続く 隆起 部 の 割れ 目 
DI a b EIB LC TAYL OME MRA D, 次 いで 同様 の 噴出 孔 が 庄 所 に 開 日 し て , 3 月 2 日 に 
は 6 ケ の 新しい スパ ペッ タ ー コ ー ン (g~ へ 1) が で きた . 

2 月 28 日 , 火 日 緑 北西 端 付近 の 1950 年 の 燈 岩 原 中 に 開 日 し た 噴出 孔 か ら 流 出し た 話 岩 流 
が , 火 日 丘 を 流れ 下り , 翌 3 月 1 日 に は 1950 年 の 燈 岩 流 の 発端 を 越 じ で 砂漠 た 拡がり 始 あ た . 
3 月 の 前 半 に は 噴火 は 最 廊 と な り , スペ ッ タ ー コ ー ン 群 の 活動 と 共に , MARMOL 
D&M Om AiO, 3 月 20 日 頃 は 爆発 力 が 強く , 径 1m UM LOwAMe 100m 以上 
の 高度 た 打ち 上 げ , 活動 は 3 月 25 AAS CHL CHE. 

THK AR HE LOTR HICH Dh, "3 月 18 ACI ARO FIT KO Ras 
2km 離れ た 御 神 火 茶 屋 の 近く に 達し た が , 3 月 末 に は 新しい 供給 を 失い 流動 速度 が 急 に 落ち 
始め た . 

3 月 28 日 に は 火 日 壁 北東 部 か ら 燈 岩 流出 が 起り , JERI KORA L CRIB LIZZ A 
ど 同 じ ラ ー ス を 通 つ て 北東 絆 面 に 流れ 下 つ た . と の 燈 岩 流 は 3 月 30 日 まで に 北東 部 の 安永 央 
岩上 を 約 3km ほど 前 進 し て 停止 し , 3 月 31 日 に は 同じ 個所 か ら 燈 岩 流 が , 1950 om 
岩 流 の 東側 を 北 に 向 つ て 約 1km 流れ た 、 

この 第 M 期 の 活動 は 1950 KOMBO MRI, 三原 火 日 の 西南 部 を 北西 へ 南東 た 走る 邊 
線 た に 治 つ た 噴火 活動 で あつ た . 

第 TII 期 4 ACA DBA IRL, 噴石 丘 で は 時 に 噴石 活動 が み ら れ た が , 流出 し 
Telia} 45 日 まで に は 全く 流動 を 止め た . 同時 に 火 日 部 の 沈下 が 起り , UTC LOD 
割れ 目 を 生じ た . 沈下 は 特に 以前 の 中 央 火 孔 付近 お よび 火 日 西南 部 の スペ ッッ ター コー ン 列 付近 
CHL, お そら く 中 英 火 孔 中 の 妊娠 頭 位 下 除 に よる 沈降 と 考え られ る 4A 5 8 9 12 
日 に は 2~3 分 間 続 くだ け の 小 爆発 が 噴石 兵 で 起 つ て いる 。 と れ ら の 活動 は 短期 間 で は ある 
が 爆発 力 が 強く , 噴出 孔 か ら も 500m 離れ た 地点 に まで 人 頭 大 の 火山 護 を 飛散 さ きせ た 、 

4 月 16 BL, BG AAR Y SRC AVE 300~400 m の 高き に 吹き 上 げ , 数 分 後に は 赤 
熱し た 燈 岩 片 の 噴出 が 始 り , 150m の 高き まで 打上 げた 午後 に は 火口 の 中 央 部 か ら 橋 帳 が 通 
出 を 始め , 上 述 の 沈降 部 を 埋め て 行 つ た . TCR CORAM SRA CHO. 18 HICK 
ECE LRH MD HE Lica, 19 AO CHE DY CRAIC RO. 


— 
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4 月 30 日 早朝 , 噴石 丘 で 噴石 活動 が 起 る と 共に , JK eR Ey © NOLAN FLOS 
LEAR yA-2-veRBR LE. CHERAMCEELT, AME 15m, 高き 10m ch 
ん だ . COBMAD SBS SAAORBICM AWE MBL Lea, 5 月 1 AICS 
205%, 30, MRAREL KEG CHB LOK. 

5 月 6 日 午前 1 時 頃 , 噴石 丘 で の 烈 し い 爆 発 が 始 り , 夕方 に は 弱 ま つ た が , focK APR 
DOD BWLD FRR ROMA RH DH, SMOKER 2~30m の 高 さ に 吹き 上 げ ら れ 
て 落下 し , 火 日 内 を 流れ た , 7 日 に た も その 苗 い は 衰え を た が 同様 な 活動 が 続き , VHA BKA 
ROR Be RO. この 活動 は 8 日 中 に 静止 し た . 

その 後 の 約 一 ヶ月 間 は 全く 静穏 で あつ た が , 6 月 6, 7 AAD SIDER ALOMEBNEOW 
下 が 目 だ ち , _8 日 に は 火 日 中 央 が 円形 と 40m DESMEL, た め に 噴石 丘 の 北部 は 崩壊 し 
ie 

6 月 9 日 昼 頃 か ら 噴 石 丘 に 強い 爆発 が 起り 噴 灯 は 約 1000m LAL, BALERS 300m 
も 打ち ぁ あげ られ た . この た め あめ 著しい 火山 灰 や 岩澤 の 降下 が あつ て , KAOIKC 15cm に 
達し た . この 日 の 夜 に は 火 日 中 央 の 沈降 部 が 元 の 通 り に 上 昇 を 起 し て 小 丘 を つく り , EARL 

WLOBikOSMPOMBORNMASHE. 10 日 午後 た は 爆発 は 止 つ た が , Ko 
部 の 上 時 は な お 続い た . この 活動 で , 崩壊 し か けた 噴 在 丘 は 元 の 完全 な 円 氏 形 に 念 復 し た . 

6 月 13 日 早朝 か ら , 火 唱 中 央 部 は 再び 急速 な 沈降 を 始め , 午前 11 時 に は 既に 深き & 約 40m 
に な り , 14 日 属 ま で に は 直径 約 350m, RS 80m に 達する 円 形 の 凹 地 が 形成 きれ た . 14 日 
夜 た は 元 村 か ら , 噴煙 と 爆音 が 観測 され た . 15 日 の 早朝 た にゃ 大 爆発 が 起り , その 噴 灯 は 5000 
m の 高 所 に 達し た と 判断 され た . この 時 の 爆発 は 1950 年 活動 開始 以来 最大 の も の で あつ た が 
1b-BA HE Cee ak vie. 

6 月 17 日 た に は 火 日 中 央 の 陥没 部 は 径 350m OFBL YO, その 上 部 は 崩壊 し て 崖 鑑 を 形 
BL. CORDS 19 引 頃 ま で 著 レ い 噴 石 活動 が 見 られ 大 量 の 噴煙 を 伴 つ た . 

6 月 21 日 午前 中 , BRE C4 回 の 強い 爆発 が 大 量 の 噴 灯 を 伴 つ て 行わ れ た . 爆発 は 1 へ ~2 時 
間 背 きた 起り , それ ぞ れ 5~10 分 間 続 き , 強い 爆発 の 間 に は や や 弱い が 著しい 噴石 を 伴う YF 
動 が 続い た 」 午後 か ら は や や 静 ま つ た が , 22 目 夜 明け に 百 熱 し た 燈 岩 を 連続 的 た 噴出 する 活 
動 が 起り , その 後に 静 まつ た . COMM CNN, 噴石 丘 上 に 著しく 堆積 し た . 

6 月 23 下 午 前 4 時 か ら 5 時 まで の 聞こ に , Week 3000m CE CKE Hf SIRES 4 [Elite 
り , その た め 6 月 21~22 日 に 高度 を 増し た 噴石 丘 は 再び 低く な つた . 

65 27 HERS, それ まで 特別 変化 の な か つた 噴 太 丘 か ら 火 出 灰 を 含ん だ 濃い 噴煙 が 立 上 
DED, 3 時 50 分 に 元 村 か ら , KOREA EC UD OIE SOMA, 数 分 後に 雷 の 
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よう な 大 音響 が 開 え , 元 村 に 著しい 降灰 が 始 つ た . 爆発 は 午後 6 時 30 分 頃 最盛 に 達し , AE 
SAMS AE LY MIR Ot. この 爆発 は 1950~51 年 の 爆発 活動 の 最大 の も の で , KAT 


WILE Wy Cdn, KAROMMNCILESH 2m に 達し , RAE 5m CRS KAS 
IBA ES KARR L, PRKAEOMMOP MC LBL. 

6 月 28 日 以後 , 数 日 中 た に 火 日 中 央 部 の 陥没 は 50m に 達し , 旧来 の 中 央 火 孔 が 再現 され , 
噴石 丘 も 北 半 は 崩壊 し た 

昭和 の この 大 噴火 は , AE, 安永 の 噴火 た 匹敵 する 規模 の も の で , KILKD5S KARE CH 
ROW LAR RCMB GEM (1950 年 7 月 16 日 ~9 月 23 日 ), KOE, 特に , 
1950 年 の 第 2 次 噴石 丘 の 頂上 付近 か ら KAPILRICBS, 南東 一 北西 の 裂 線 た 沿 つ て 演じ ら 
れ た 連続 噴火 最 太 期 (1951 年 2 月 4 日 ~ 4451 A), と 断続 的 噴火 活動 期 と か ら 成 つて いる 
(第 1 表 ). KILWA RANA Cit, 噴火 が 爆発 的 た な る 傾向 を 示し て いる . 1950~51 
年 の 活動 たよ る 噴出 物 は , 5X107 tH, 1951 年 の 噴火 た よる 噴出 物 の 増量 は , 2x107 HH, 1950 
~1951 年 の 総 噴出 物 の 量 は 7x107 tons. 三原 山 の 大 規模 な 活動 時 の 噴出 物 の 量 
ik, (EE の ER 

5) 1951 年 の 噴火 後 の 小 活動 

第 1 表 で 明らか な よう に , 1951 年 の 4 月 2 日 以後 , 連続 的 な 噴火 は 中 止 ざ れ て , PWC 
な うり, 爆発 が 大 きく な つて き て いた . それ に 伴い , も と の 中 央 火 孔 の 位置 が 陥没 し て 60m ほ 
どの 深き さき となり, その た め 噴 石 丘 の 北 半 は 崩壊 し て , 噴石 丘 頂 上 の 噴出 孔 は 馬 忠 型 に ひろ ば げ ら 
WC STE, 

1953~54 年 1953 年 10 月 5 A, CORPMOMM FLO PRI CHAR KYO. 爆発 
(LPR dD b RUM Is SUCHIN BOD, 暗黒 色 の 噴煙 と 共に 高 る さき 50 へ ~60m, Fiat 150m 
(bw k CRBs Lik LR. この 活動 は 一 応 10 月 12 日 た 終了 し た . 

次 いで 11 月 11 日 に 再 び 活動 が 起り , 10 月 の 噴火 地点 より 約 40m 南 に 噴出 孔 が 開口 し 
て 爆発 が 始 つ た . 噴火 は より 連続 人 的 で 噴石 活動 も より 著 し か つ た . 12 日 方 た に は この 噴出 孔 
POMAOMM AHO (th 8m, 長 さ 72m). 13 日 た は 噴気 の みな で, 14 日 に は 静 穏 た 帰し 
た . これ ら の 活動 の 噴出 北 の 位置 は , THE 1950 ED ATIC ARTE Lic KILO RIS EO 
分 で ある 

1953 年 12 月 1 日 か ら 18 日 まで , 10 月 11 月 の 活動 と 同じ 位置 の 噴出 孔 か ら 多 量 の 噴気 と 
FIC RE~KEOMMe HL, と きど き 噴 石 活動 が あぁ つた. RRMA 900m OFX 
に 上 り , 噴石 が 200m の 高 さ に た 打上げ られ た . M12 月 29 日 か ら 1954 年 1 月 16 邊 まで 
よう な 活動 が あつ た . WDA LV FHC LARA LEIA A SIRE Le, 1 A 15 Bt 


dada iss th cedene ieee eee 


歴史 時 代 に お ける 伊豆 大 島 の 噴火 活動 の 概観 35 
1% SPA 1951 年 4-6 月 の 活 和 
日 時 活動 の 種類 | rat a Some 継続 時 間 
4 月 2 日 10 時 継続 前 爆発 活動 の 休止 | AMT | 
2 日 19 時 KBE HIRE paren te 1 ER 
3 日 10 時 50 分 | 爆発 |? 5 aT 
5 A PE TIEUEA © PE | =RiodL ko eee 
5H 6 時 爆発 WUE 1 FEE 
5 日 14 時 15 分 | 爆発 pose 2 へ 3 分 間 
8 日 5 時 5 (Hob 2 分 間 
8 時 30 分 | 爆発 ae 2 分 間 
9 日 0 時 30 分 | “NEESER 届 | 
12 108% 小 爆発 的 噴火 
13 日 10 時 ik FE? ? 
4 月 16 日 8 時 爆発 的 噴 炎 IE Ree 
~19 51785 FREAD, HEEB | THEA AL LOM LE »  Aepibas & OPED 
4 月 20 日 14 時 58 aad 5 分間 
WENNER 主 噴石 丘 
4 月 30 日 0 時 30 分 ; > ies 
へ 5 月 119K | RUELEITIMI, PNR KNGAM NI 
5 月 3 日 0 時 40 分 | 5 Ene | 5 分 間 
1 時 40 分 | 爆発 a ke 「 30 分間 
爆発 的 噴火 3: IOE A 
5H oe 0 時 25 分 < ihe BEE ) OACHICA Cc | 30 時 間 
上 7 日 7 時 | PERE ROLR IB | ee EE) OAGHE じ た 噴 i 
6 月 9 日 12 時 35 分 | WAFER 22 NOG EF: om 
2 OH Ist PAI, 燈 岩 濁 出 | 旧 中 央 火 孔 上 底 上 り の 東 お よび 側 西 < 時 間 
月 14 日 22 時 30 分 | 爆発 的 噴火 主 噴石 丘 15 時 
8B aR | ean 7K. EVER FS WA BEER ses HORE Snails 
17 日 11 時 15 分 爆発 的 噴火 | SERRA Ee é 19 #4 RS 
Oise on 座 崎 々 滴 投 軸 燈 岩 濁 出 。 中 央 陶 設 部 西南 態 お よび 東 評 Eve 
6 AHIOR 26308 Meco nee, , 14 時 間 
li 爆発 的 叶 炎 主 噴石 丘 時 
6 月 21 日 7 時 35 分 |, ba pate 21 時 間 
ee 4 時 30 分 爆発 的 噴火 圭 噴石 丘 PFT 
6 月 22 日 21 時 30 分 | 爆発 主 噴 石上 
23 日 4 時 爆発 と 40 分 間 
27 日 12 時 30 分 | al 24 時 間 
~28H 128305 | 爆発 同上 
は 燈 府 を 濁 出 し た . 


1954 年 1954 年 1 月 27 日 に も 活動 が あり , MSHA 1000m OF SCE CRE LYS 
れ , 同時 に 約 6X105 m3 OME ASHE LOAFER EO. 同年 1 月 31 日 か ら 2 月 8 HE 
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で 噴石 ・ 噴 困 活 動 が あぁ つた. 2 月 日 に は 噴石 は 100~150m の 高き た に まで 打上 げ ら れ た . 
1956 年 1956 年 1 月 3~5 A, 17, 18 日 , 23 HLCM RRM D, を その つぶ 噴 
煙 が 数 百 m に あぁ が つた . 

1957 年 8 月 5 日 以後 , 爆 人 光 活 動 を くり 返し , 8 月 13 目 か ら ま た 爆発 を 間 若 的 に 行 つた . 
爆発 点 の 位置 は , 1953~54 年 と は 反対 側 の , 馬 忠 型 噴 出 孔 の 東側 線 に つく られ た を も の で , 
1956 年 の 爆発 孔 の 北東 た 隣接 し て いる . 現在 の 地形 の 大 要 を 知る た め に 1952 年 の 簡単 な 火 


測量 図 を 示す (第 3 図 ). 
wes ee ee 


® SAIL OR tei 


Jo BRO At Rl > eee 
1952%2A78 MASK Wl 図 に 紀 入 1953 年 1) 月 1953 年 10 月 pion tips 
iB RS AAI 保 所 設定 ee tes = ele 


第 3 1952 A#o=hkna 


§4. む FU 

以上 で , HAE LORIED IARI LOCH Dh SHAE O BEEP ORK EB) BEB Le 
が , KOAMWaOR it ( 燈 岩 原 の 海 水面 上 の 高 さ ) が 高く な り , BRILLAB LD OBS aRe 
な る と , スト ョ ン ボ リ 叶 0 火 を 継続 し , 燈 府 の 高 さ が 低く な り 火 日 内 で 陥没 が 起 る に つれ て 噴火 
は 間 歌 的 爆発 的 と な る . 火 唱 内 の 地形 変化 は めまぐるしい が , 信頼 で きる 資料 が 得 ら れる 明治 
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以降 の 噴火 記録 た つい て , まとめ て みる と , つぎ の よう に な る . 

三原 火 昌 と , KA PROBFLK ASL (Central pit) OIE, ほとん ど 決 つて いて , BE 
EMH FLIL, 大 体 , 中 央 火 孔 の 緑 に 沿 つ て 生じ て いる (第 4 図 ) 三原 火口 の 断面 図 に つい 
て 見 る に, Ke eVLHR AK FLEE OIA OH AICO TC LAL KIL OR & DHE 300m 内 外 
以上 に 達し た と き に 噴火 活動 が 起 つ て いる こと と が 解る (第 5 へ 6 図 ). 中 炭火 孔 を 埋め 火口 底 を 
平坦 に する 程度 に 燈 岩 を 滋 出 する 規模 の 大 きい 噴火 , 例え ば , KK, 明治 > 大正, 昭和 25~ 


1896 1907 1912.2~6 1912・10 


: SS 
a 19'13°5 1919-23 1924 1933-50:7 1950-9-1951-6 1951-7-1955 


第 4 1876 年 来 の 三原 火口 内 噴出 孔 及 び 噴 石 丘 の 位置 の 変 枯 (津屋 ・ 岡 田 ・ 渡 辺 , 
1956 に よ ょ よる). A WERKADR, B は 中 央 火 孔 の 縁 (Central pit) (点線 で 示 
し た と き は 噴出 崎 た に お お われ て 実際 に 見 えな か つた と き ), Nm は ナウ マン 和 丘 , 
NH は 中 村山 , O+:-4。 は 大 森山 , V は 活動 中 の 噴出 孔 , Vn 香 は 中 村 孔 , S)-2 は 
1950~1951 年 の 噴石 丘 ・ 


| 


第 5 図 三原 火口 断面 図 , BAUMORAORM (海水 面 か ら の 高 さ ) を 入れ た も の 
(EE + MAAR + WEW, 1956) 


第 5 図 明治 以降 の 三原 火口 内 の 中 央 火 孔 底 (@), KAIK (x), Bak (A) Of 
面 よ り の 高き (mm) の 変遷 上 段 の 印 は 噴火 , (津屋 ・ 了 岡田 ・ 渡 辺 ,1956) . 


26 年 , の ぁ あと で は , 小 爆発 活動 を 伴い つつ 中 央 火 孔 の 位置 に 陥没 沈降 が 起り , 中 央 火 孔 を 再 
現す る 傾向 を 示し て いる . 

終り に , この 項目 の 執筆 に 当 つ て は , 当初 の 執筆 担当 予定 者 で あぁ つた 地 居 研 究 所 の 津屋 弘 達 
教授 か ら 紀 料 の 一 部 を 提出 し て いた だ いた, 


x Pa 
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(昭和 33 年 5 月 10 日 受理 ) 


Review of Geophysical Researches on Volcano O-sima. 


Izumi YOKOYAMA, 
Geophysical Institute, Hokkaido University 


The results of geophysical researches on Volcano O-sima by pioneers and active inves- 
tigaters are reviewed in the general discussion from the standpoint of the following items: 

§ 1. Earthquakes and volcanic tremors. 

§ 2. Geomagnetism. 

§ 3. Gravity. 

§ 4. Physical properties of rocks. 

§ 5. Topography and geothermotics. 

In the special discussion, the reviewer describes energetics in Volcano Mihara during 
1950—54 summarizing the results of various observations and the internal constitution of 
the central part of that volcano which has a caldera of Glen Coe type: 

§ 6. Energetics. 


§ 7. Caldera formation. 


§1 地震 活動 

大 島 附 近 の 群生 地震 大 島 及 びそ の 周辺 で は 数 年 毎 に 群生 地震 が お こつ て いる . 現在 まで の 
観測 例 で は 三原 山 の 表 面 活動 が 活発 な 時 に 群生 地震 が お こつ た 例 は 非常 た 少 い . ABO GM 
粘性 の 小さ きい 玄 武 岩 質 で ある 故に た , その 火山 活動 に 際 し て 地震 活動 が を それ 程 激 し く な いこ と は 
当然 考え を られ る が , 三原 山 の 平 竹 時 に その 地下 及び 周辺 地域 の 活動 推移 を 知る 手 掛 り と し て , 
特に この 妊 生地 幸 は 重視 され る べき も の と 考え る . 

Fk (1936) に よ ょ れ ば 1906 年 8 月 の 群生 地震 の 震央 は 大 島 の 北西 海 旗 で あつ た . 高橋 , x 
FA (1937, 1939) は 1936 年 か ら 大 島 に お いて 地震 観測 を 開始 し て , 1938 年 6 月 の 群生 地震 
の 震源 を 4 点 観 測 ( 差 木 地 , RE, TN, ARBAB, 御 神火 茶屋 ) に よ つ て 決定 し て いる . 第 
1 図 は その 分 布 を 示す . そし て こと の 観測 結果 か ら Poisson 比 を 0.27 と し て 縦 波 の 速度 vp, 
横 波 の 速度 vs を 次 の よう に 求め た . 

Vp = 2.0(1 + 0.38 9) km/sec. 
ves =1.1114+0.38d) » 
但し 9 は 深き (km) 


(1) 


40 横 山 ae 


N 
Mee 
7) 100 
kn Sea. level 19 47 


; ut — 
1950 = 
+hm 
Fig. 1. Position of foci of the earthquakes a i 
which took place beneath O-sima 19 ; : 
Island during June, 1936 (after Ta- 
kahasi and Nagata). | 
1952 
そし て 高橋 , 永田 は これ ら の 速度 の 値 は 火山 es 2 x. 
IR, 88, 燈 岩 流 筆 の 混 つ て いる 山体 と し て は Ts 3 


BRE SLWEL, 速度 が 深 さ と 共に 急増 レ 
する で と を 特に 指摘 代 て いる . he ee ee 
1938 年 10 月 大 島 測 候 所 が 設置 され て 以 | 


来 , Wiechert 式 地 震 計 に ょ つて 連続 観測 が 1955 eh ax 
行わ れ て いる . 1939 £9 月 及び 12 月 の 群生 
地震 に 関し て は 竹 花 (1940) の 論文 が ある ig56 


が , COPMREIL—-AGBWICLALOCE 
り 不 充分 で ある . 以上 の 総 て の 群生 地震 に 際 1957 | 


し て 三原 山 の 表 面 活動 に た は 全く 異常 が 認め ら a kd ge NR 
Fig. 2. Monthly frequency distribution of 


れ な か つた . earthquakes observed at the O-sima 
1947~57 年 の 間 に お いて A EMER OR Weather Station during 1947-1957 
including distant, near and volcanic 
測 し た 地震 の 回 数 を 月 別に た 示し た も の が 第 2 earthquakes. 
: : 3 : Black columns show numbers of 
図 で ある. この 中 に は 火山 性 局 発 地 震 , 群生 felt earthquakes (after the Ooshi- 
ME I-Ch RE, 近 震 等 の すべ て が 含ま Rg. 


れ て お り , 黒い 柱 は 有 感 地震 を 示す . 1950 4 7-9 月 と に ち た つて 三原 山 は 激しい 噴火 活動 を 
7x Liaw) 4000 万 ton を 噴出 し て いる が , この 期間 中 に 火山 性 地震 が お とり 8 月 4 へ 5 日 た 
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は 有 感 地震 5 (うち 初期 微動 継続 時 間 の 明瞭 な る も の は 0.9sec. が 2), 8 月 25 日 に は 有 感 


地震 1 (0.7sec.) が 観測 され て いる . 大 島 だ け の 観測 で ある が , 測候所 が 火口 から 約 4.8 km 
の 位置 に ちあ る こと を 考慮 する と , これ は 月 ら か に 三原 山 の 火 山 活動 た 直接 関係 が ある と 考え ら 


れる . これ に 対し て 1951 年 2 へ 4 月 の 燈 岩 約 3000 万 ton を 流出 し た 犬 活動 に 際 し て は 区 ん 


ど 地 震 が お こつ て いな い . この よう に 火山 活動 の 初期 歌い は 第 1 期 だ け に 火山 性 地震 (いわ ゆ 
る 人 A 型 ) が 発生 し て いる 事実 は 噴火 機構 と 関連 が あり そう で ある . 第 2 図 に お いて 1956 年 12 
月 の 地震 活動 は その 大 部 分 が 神津 島 , 新島 地方 に 震源 を 有する も の で ある . 1957 HUBS 
の 娠 生地 震 の 数 例 に つい て , その 初期 微動 継続 時 間 の 判明 し て いる も の の 頻度 分 布 を 示す の が 
第 3 図 で ちあ ちる. この 中 で は 4 点 観 測 と に と ょ つて 精 矯 に 震源 の 決定 され て いる も の は 前 述 の よう に 高 


Ht 


iG, 水田 に よ ょ る 1938 年 6 月 の 群生 地震 だ け で ある . 田沢 (1957) は 大 島 温 候 所 の 1 点 観 測 だ 
け で は ある が , 1939 へ 57 HOMO 44 の 火山 性 地震 に つい て 初動 の 射出 角 を 考慮 し て , 初期 
BMWS MALL LC, その 震源 位置 を 浪 候 所 に 関し て 相対 的 に 求め て いる . (LLL DS 


0 1 2 3 4 5 Sec. BACH SEMEL USA, Chik ks 
7 4 
| 域 で は 特に 無理 な も の で あろ る ろう . そこ で 初期 
20 微動 継続 時 間 の 割合 長い も の を 含ん で いる 
} き = = ih SE y - s \He 
1936 May s 1957 415 OR#WEYt USOT, BUR 
th で 用 い 得 る 最善 の 策 と し て 大 島 周 辺 の 網代 , 
1938 June Sos is ee eal ay oe 
Keg 三島 , Wi, BG, 横浜 等 の 験 測 結 果 を 用 い 
Sept. 
1939 ーー 
35°N 
1955 Sept. WANE 
pee Aer eo 
: % Oo 
0 \ 2 3 4 5 Sec. 


Fig. 3. Frequency distribution of duration of 
preliminary tremors of the swarm ear- 
thquakes observed at O-sima Island. 
1936, 1938: Observed by Takahasi 

and Nagata at Gojinka-Chaya 
(outer somma). : 
1939-1957: Observed by the Ooshima Fig. 4. Epicentres of the swarm 
W.S. earthquakes in Jan. 1957. 
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て , それ ら の 主 な る も の の 震源 を 求め る と , WSWIERICR< CRRMAHANMOLI CAS 
TUS: 

CO CHE, 永田 の 求め た (1) な る 結果 が 大 島 附 近 で 近似 的 た 成立 つと し て , 上 に 求め た 
震源 位置 か ら 逆 た 初期 微動 継続 時 間 を 逆算 し て みた . GRE DSRS d と 共に 増す 場合 の 走 時 T 
(LERBOUE KA と すれ ば , 」 田 治 米 り に よ つ て 次 の よう に ゃ られ る . 


sinh kT/2 = keV 1 + h?/x? [2 vo vn (2) 
但し v=vo+kd 
いま h=5km と し て , 大 島 温 候 所 か ら の 震央 距離 z=20 及び 10km に 対し て 初期 微動 継続 
時 間 を 求め る と , 夫々 3.4 及び 2.0sec. となり 和 観測 結果 を ほぼ 説明 で きる わけ で ある . 以上 
DLS, 大 島 で 観測 され る 群生 地震 の 中 に は 大 島 直 下 に 震源 を 有する も の が ある こと は 勿論 
で ある が , 大 鳥 北西 注 た 震源 を も つも の も ある こと と は 事実 で ある . そし て 震 源 は 何れ も 10 km 
より 浅い 所 に ある と 推定 され る . 地震 動 の 最大 振幅 と その 頻度 と の 関係 を 1956, 57 年 の 415 
ヶ の 群生 地震 に つい て 調べ て みる と , いわ あゆ ある 石本 , 飯田 の 式 
N(a)da=ka-™da (3) 
但し g は 最大 振幅 

が 成立 ち , 係数 m の 値 は 約 1.8 と な り , この 限り で は 人 A 型 火 山 性 地震 に 属す る も の で ある . 
前 述 の よう に 大 島 附 近 た に お こる 和 群生 地震 の ある も の は 大 島 の 北西 , 川奈 と の 間 の 海底 に 震 内 
を 有 し て いる . 1930 年 の 伊東 群生 地震 の 震源 が 伊東 沖 に 中 心 を も つた 漏斗 状 の 中 に 分 布 し て 
いて で て ~FFOLABACKES KUMAR ChOKCLEXRE RTH, AS, 川奈 間 に た お こと る 
群生 地震 を 調べ る こと は 大 島 或 い は 大 島 に 連 つ た 大 きい 火山 性 構造 を 論ずる に 役立つ で あろ う 
と 考え られ る . 相模 湾 一 帯 の 海底 地形 に 関し て は 水路 部 の 詳細 な る 海図 が ある が , 第 5 図 は そ 
の 概略 を 示す も の で ある . 

更に 今後 の 問題 と し て は , Gorshkov? の いう よう に , 大 島 の 下 を 通過 し て くる 地震 波 の 観 
測 か ら マ グマ の 溜り の 存在 を 論ずる こと は 非常 に 興味 ある こと で あろ う . 

活動 時 の 火山 性 脈動 三原 出 の 噴火 型式 は ハッ ワイ 式 噴 火 と ヴ ル ヵ ノ 式 噴 火 と の 中 間 怒 ちえ スト 
ョ ン ボ リ 式 噴火 の 代表 的 な も の で る. ZOMKCRL Chh- 9 — DO MBHEEOLMEER 
が 連続 じ て 到 達する の で 脈動 型 の 連続 し た 波 が 観測 され る . 叉 火 日 表面 に た お いて 噴火 が な く と 
も 小 振 幅 の 脈動 が 観測 され る こと が ある . これ ら は 共に 震源 の 江 い 地震 の 連続 し た も の で あ 
り , その 振幅 は 火 日 に お ける 表面 活動 の 強弱 に 従 つ て 消長 を 示す . 第 6 図 は 1950 年 の 噴火 た 
際 し て 大 島 測 候 所 で 観測 され た 脈動 の 振幅 の 推移 で ある . 後述 ($ 6) する よう に , 三原 山 の 活 
動 程 度 は 火 日 の 表面 的 状態 に よる より は 寧ろ 火山 性 脈動 に ょ よ つ て 判断 すべ き で ある . 
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Fig. 5 Bathymetric chart near O-sima Island after Hydrographic 
Department of Japan. The unit is meter. 


1912 一 14 年 の 噴火 た に際し て 大 森 (1914) KA 
JR ROOK OBE Lic CEI kL SBME OK. 
20 | 1937 年 高橋 , 永田 , 平 能 (1938) は 倍率 2000 

] fe OME MONEE 持ち 廻 つ て 大 鳥 全島 に 分 布 
し た 19 点 で 脈動 の 観測 を 行 つ た . CORR, IK 
RS Bee a ee Ra ea 動 の 振幅 は 中 央 火 日 丘 か ら 離 れる に 従 つて 小さく 
Fig. 6. Rise and fall in total amplitude 45735), その 減り 方 か ら 考 えて 脈動 は 火 日 底 
of voclanic tremors in the 1950 
eruption (after Kizawa). 或いは その 直下 100m 以内 の 点 か ら 発 生 し て いる 
周期 0.3 sec. の 衝 激 に ょ つて お こと され て い る 地表 の 二 次 的 振動 で ある と し た . 

1950—51 年 の 噴火 た に際し て 水上 , 宮崎 , 高橋 (1951) は 島内 6 ヶ所 に 地震 計 を 設置 し て 火 

山 性 脈動 の 計測 学 的 研究 を 行 つ た . 脈動 の 周期 は 0.2 へ 0.8 sec。 の も の が 卓越 し て お り , TM 
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Eig. 7. Relation between the maximum ampli- 

tude at each station and its distance 

from the origin (after Minakami et al.). 
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Fig. 8. Amplitudes and vibration-periods 
of the tremors during 2 minutes 
from 16h 55m on September 16, 
1950 at Kako-Chaya. 
(Comp. I. Component towards the 
origin.) 
(after Minakami et al.) 


と 周期 と の 関係 を 例示 する と 第 7 図 の よう で ある . 火 百 か らい ろ い ろ な 距離 で 観測 し た 振幅 と 
距離 と の 関係 (第 8 図 ) か ら . 脈動 の 震動 源 は 火口 の 下 200~300m ょ り 深 く な いと し た . Ik 


HR, 震源 か ら 球 面 波 と な つて 伝わる 波 の 振 | 


嘱 と 距離 と の 関係 が 


A(T, 4) =As(T) “eHDL. A-n. einle-F) (4) 

(AL, A(T,4) は 下 離 4 た お ける 周期 の 振動 振幅 , 4。() は 震源 に お ける 振幅 , R(T) は 
山体 の 内 部 摩擦 等 た にょ る 振幅 の 減衰 係数 , ヵ は 振動 数 , V は 波 の 伝播 速度 で , は 表面 波 で あ 
Dm PAY Ch SOIC LOT 0.5 又は 1 で ある こと を 考慮 し , 6 点 の 観測 活 果 を 解析 し て 脈 
動 の 主要 な 部 分 は 火 日 か ら 表 面 波 と し て 伝播 する と 結論 し た . MRM ORR DS RAPT 
火山 体 を 構成 する 物質 内 部 の 粘性 た に よる も の と し て その 係数 を 求め あめ た. それ に よれ ば , 周期 
0.5 へ 0.6 sec. の 脈動 の 減衰 か ら 粘 性 係数 の 値 と し て 2.2 へ ~2.7x109 C.G.S., 0.3~0.4sec. の 
脈動 か ら は 1.0~1.6x10°C.G.S. Bk. 長 周 期 脈動 の 方 が 地表 下 深 部 まで 影響 を も つこ と と 
を 考え れ ば , 大 島 火 山 は 地表 面 か ら ゃ や 深い 部 分 を 構成 する 火山 堆積 物 の 方 が 極め て 地表 近く 
WH BRT SL OICHN TE-PCHPMERBA SWC ERRTEULE. 

佐久 間 (1956) (2 EVO ES OBE KUERMOF ICR SABRE n が 周期 た ょ 
つて 変る と で 解析 レレ て , JAMIOGVACILEREMS <, RVOACMARMROMSWL-Lkk. 
叉 脈動 の 周期 が 震央 距離 と 共に の びる こと は , た と を 短 周期 部 分 の 減衰 が より 急速 で ある こと 


= 
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ZBL, 短 周 期 部 分 に 元 来 小 振 幅 の 波 が 多い a ee 
佐久 間 , 永田 (1957) は 一 般 に 火山 性 脈動 の 原因 と し て , Kor DORA LOL LUCHHC 


いる . 即ち , BAOMAIRE, 深 発 地震 と 同じ で , HARBOR DOENMMO LI hoe 


あつ て , BHO mode も 波 の 減衰 も 深き た ょ っ て で 異 る . (hO DIRE OW 0 OME, BV 
a SNA en ae ania 
6 図 に お いて , RS 木沢 (1951) Wk, これ は 
新しく 火 日 が 開 孔 し て 爆発 が 激化 する の と 同時 で あつ た . この よう な 例 は な 1951 年 噴火 た 際 し 
て も 観測 され て い に いる. 


$2. 地 磁 気 

大 島 の よう な 刻 武 岩 質 火 山 に お いて は 局 地 的 地磁気 異常 が 非常 た 大 きい の で , MRO PE 
に よっ つて 火山 の 構造 を 論ずる と と が 考え られ る 叉 火 還 活動 に 伴う 地磁気 の 変化 を 追跡 し て 火 
帳 内 部 の 状態 変化 を 推論 する こと も 考え られ る . COMNLARORM (§ 4 た 関す る 基礎 前 
研究 を 無 終 で は あり 得 な い . 

局 地 的 地磁気 異 常 大鳥 全島 た わた る 地球 磁場 三成 分 の 測 窪 は 1936 年 高 橋 , 永田 (1937) 
に ょ つて 始 な て 行わ れ , その 後 力 武 , 横山 (1951, 1957) に よ ょ つて 拡 去 され て 第 9 図 の ょ うに 
RSENS. これ は 鳥 全体 の 傾向 を あら わす も の で あつ て , MCMELALEKDOREOKES 
CHAD. 第 10 図 は 旦 本 中 部 で 地下 d の 深 さ た 磁気 双極 子 (例え ば 帯 磁 し た 球 ) が 存在 し た 
と き の 地 表 で の 地磁気 異常 の 分 布 を 示す も の で ある が , これ ら と 大 島 に お ける 測定 結果 と を 比 
RSTOL, 容易 な その 近似 が 認め られ , そし て 例え ば 偏 角 分 布 図 か ら , 双極 子 の 深き は 約 2.7 
km な る こと を 知る この よう な 双極 子 ど ま よる 近似 は 第 1 近似 で ある が 従来 は 直ちに 近似 
高 た 種 々 の モデ ル 即 ち 幾 つか の 回 転 橋 円 体 歌 い は 円 鈴 を 用 いて いた . それ ら の 方 法 で は 火 
画 体 の 均一 帯 磁 , 山体 の 有効 な 大 きき 即ち 火山 の 構造 を 仮 填 し て , 観測 され た 地磁気 異常 を 説 
有明 する た め に は 山体 の 平均 帯 磁 が 栗 何 の 強 さ で ある べき か を 求め た の で ある . そし て 求 ま つ た 


MMOS LHEOMARANORMOMS LKIMLKOCH OM, 磁気 異常 は 平均 帯 磁 に 線 


型 に 比例 する も の で あり , HO, MGR OMMORSIL, 大 島 を 例 た に と る と , In=1.2~6.7 
x10-? emu/cc な る 範囲 と 分 布 す る も の で ある . 横山 は 地磁気 異常 の 解析 に よ ょ つて 火山 体 の 構 
35, 磁気 物質 の 分 布 を 求め る 手 掛 り を 得 べ き で ある と 考え る の で , 敢 て 上 記 の 第 1 近似 た 止め 
た 。 こ と の 双極 子 近 似 は 双極 子 の 深 さ と モー メン ト と を 未知 数 と し て 含ん で いる . 大 島 の 場合 深 
の CI の の ささ の NE bik 7.1xl0%emu LAS. 

Tee, eRe ORM), Ae RPE CRE Ah LOMA EE 
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Fig. 10. Distribution of magnetic 
anomaly due to a underground 
dipole (d denotes the depth of 
dipole). 


島 た お いて は 中 村 (1934) が 元 村 北 部 で 始 


因 す する どど 考 られる. KH (1953) に は よれ ば , ABO 


Is Ly 


谷 大 に つい て は £Pp=0.35~2.5x10-%emu/cc CH 
り , TBO Qn=Jn/ePo は 40~135 CHS. 一 般 
に 火山 体 は N.R.M. の 強い AA L, 誘導 磁化 だ け 
を 有する 砕 層 物 の 集合 だ と すれ ば 山体 の 平均 帯 磁 は 両 
者 の 間 に 落 ちる の が 妥当 で あろ うぅ う . いま 三原 山 の 地 下 
に 球 を 考え 々 て, COBMER AVES d と 等 し い 及 び d 
の 1/2 で ある と いう 条件 で 球 の 帯 磁 の 強 & を 求め る 
&, KX 9.8x10-? RU 7.8x1.0-2%emu/cc £7. 
CML UMNBAOMERBEDZSCHSZ°LeAMD), 
R=d=2.7km を 得る が この 場合 の モデ ル を 図示 す 
る と 第 11 図 の ょ う で ある . 以上 の よう に 大 島 の 地 磁 
異常 は その 大 部 分 が 海面 以下 に 原因 を 有する も の と 
BAZGNOEM, COCLILBHOFS-7F-REODA 
(8 19M) Po&WASTECHS. 


Sea level 


5 km 


Fig. 11. Magnetic material for producing the 
geomagnetic anomaly. 


HERES AR FAIL ZO WEDS LEAS ARM CH Sikle, FE 
来 た お いて る も 火山 地域 で 数 多く 測定 され て きた が , 大 
め て 数 点 測定 し , 1950 年 の 噴火 た に際し て 力武 (1951) 


が 詳細 と 測定 し , 更に その後 横山 (1957) が 寄生 火山 等 の 測定 を 追加 し た . その 結果 の 傾向 を 
高 諾 対し て 示し た の が 第 12 図 で ある . 図 中 の 実線 は 大 島 全 般 の 力武 の 結果 を 示す も の で 
論 る 大島 が 平均 し て 底 角 約 9 の 平ら な 円 鑑 で ある と と を 考慮 すれ ば , この 図 か ら 大 和 島 の 


magnetic profile が 容易 に 想像 され る . 
PPS IVA ABER ITC eh OL BROOM 


®, 寄生 火山 等 の 示す 波長 の 短い 異 
妥当 で あろ 5 


と これ より 実線 の 示す 異常 は むし ろ 深 い 所 に その 源 を 求 


= CHAK (& CENER) 上 の 磁気 肛 AMPS SiC, BRURO EFI I KA 
eT eee れる 磁気 異常 は その 傾斜 が 大 きい た め に 地球 磁場 
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| に よる 誘導 だ け で る も 説明 で きる こと を 知る 。 この 
と と は 重力 測定 の 結果 か ら 推 論 き れる , 寄生 火山 
体 が 密 席 の 小さ いも の か ら 成 つて いる と いう 事実 
と 一 致す る も の で ある . 
永田 (1938) は 三原 山 火 日 周辺 の 地磁気 偏 角 の 
異常 分 布 を 解析 する こと に ょ つ に て, PARKA EA 
地球 磁場 の 方 向 に 5.8x10-3 emu/cc OFFA CH 
ーー に 帯 和 滋 し て いる と し だ : に の 強 さ は 前 述 の In 
Fb. 2) Dipenadaals 04.0 ehhd と Ky EOMICHS. そ レ て 水田 は 三原 出 は 運 
A: Parasitic cone Mt. Atago. 続 的 な 縄 状 座 骨 だ け か ら 成 る る の で は な く , 火山 
B: Parasitic cone Mt. Takenohira. 
C: 604m triangulation point on the 弾 , 火山 際 , KIUK EO (hor Bad bb KS 
D: Mt, Shiraishi on the outer omnia, OCH, BE (¢=6.5x10 emu) KE 
(after Rikitake and Yokoyama) SPILLING pps RR BOK A ee NLR.M. 
(In=2.5X107% emu) を も つ 6~7m OBS OKBAEMK 40 CHAD LeRLE. 
KUSH DH RROBIE 大 島 の 玄武 岩 質 燈 岩 は 熱 残 留 磁気 の 強 さ が 著しい . FEOTK 
山内 部 の 温度 変化 が 地表 面 の 地球 磁場 の 変化 と し て 直 
達 的 と ちら われ る 可能 性 が 期待 され る . 1940 年 の 三 
宅 島 噴火 た 際 Bp て 高橋 , KH, KE, 加藤 だ ょ つて 各 
々 測 立た 著しい 地球 磁場 の 変化 が 始め て 観測 さき れ た 
が , と これ に 対す る 決定 的 に し て 完全 な 説明 は 未だ な さ 
れ て いな いま ま に , 1950-51 年 の 三原 山 噴 火 が 起 つ 


0 100 200 300 400 500 600 700 8oom h 


1950 年 7 月 の 噴火 開始 直後 , 力武 (1951) は 前 述 
DEE 36 点 に 及ぶ 地磁気 伏 角 を 測定 し , 更に 9 月 下 
旬 第 1 期 の 表面 活動 の 終息 と 殆 ん ど 同 時 に 再 測 窒 を 行 
Vs. 第 13 図 に 示す よう に 最大 30^" に 達する 伏 角 の 減 
少 を 観測 し た . この 分 布 は 1940 年 の 三宅 島 噴 火 の 際 
ole oe oe DEGELSMELOCH ), HRC ORR RM 
Pe Ti airipaion of chenees する と と にょ っ つて) CORLORMAI MORES 

with the 1950 eruption (Unit: wy Fi) 5 km の 深 さ に ほぼ 地球 磁場 と 逆 向 き の 磁 気 能 


minute of arc) 


(after Rikitake), 率 (6.3x10emu) を も つ 磁 気 双極 子 を 考え る と 説明 
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Fig. 14. The hypothetical dipole } ‘, 
corresponding to the geo- Ke 2 a 
magnetic changes in 1950 € 2° 
(after Rikitake). o 3 g 
%, 5 i 
で きる と 結論 し た 。 更に これ を J t ry 
% 
ERE LC, KLE BIC o 2 : 
伴 つ て 地下 の ある 部 分 が 高温 に 3 : 
° “e s 
な つて Curie 点 を 越え 岩石 が 3 t a 
® “ = 
磁性 を 失 つ た と 考え, その 範囲 3 ‘ 2 
% é 
は 平均 の 帯 磁 の 強 さ を 0.03 ‘ ; 
emu と する と 半径 約 2km で eon 3 ‘ 
3 “0 @ 
ある と し た . (第 14 図 ) OF + 5 
e ®° Oy 
CORMVGNCKS HERM SO 5 
ee © be © © ! 
の 変化 を 始め か ら 終 り ま で より © *o 
lJ 
忠実 に 追跡 する た め に , Hea, 3 3 3 8 
SG 52) it) 
横山 (1951) は 1951 年 か ら 西 A 4 に = 
oO x a WwW 
Yet DEPTH (No. 37) で 地磁気 Fig. 15. The semi-monthly means of the westerly 
偏 角 の 連続 観測 を 開始 し た 、 偏 declination and activities of Volcano Mihara. 


角 の 連続 観測 は 三成 分 の うち で 最も 信頼 度 が 高く , 且つ , 第 9 図 か ら も 理解 で きる よう に , 野 
増 は 偏 角 の 変化 た 敏感 で あろ うと 考え られ た わけ で ある , 1951 一 56 年 の 偏 角 の 連続 観測 の 結 
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AE 15 図 に 示す が , 図 中 の 二 重 丸 は 絶対 観測 (精度 0.1) に ょ つて 変化 計 の 基線 値 を 較正 
し た も の で ある . 野 増 の 偏 角 が 西 へ 偏 伏 する こと は 大 島 全 体 の 帯 磁 が 弱まる こと こと に 対応 する る も 
の で あり , 火山 内 部 の 活発 化 た 原因 する と 考え られ る . 

1953—54 年 の 三原 山 小 噴火 た に際して, 横山 1954) は 山頂 周辺 の 数 点 た つい て 地理 調 型 磁 


MIC L ORAO RBM e TW, これ を 1953 年 8 月 の 測定 結果 と 比較 し て 第 16 図 た 未 す 
N "よう な 伏 角 の 減少 を 確認 し た . そ じ て 第 15 図 に 同 ら れる まう 
| に 偏 角 の 連続 観測 に お いて る も 軸 常 変化 を 観測 じ た の で ある . 著 

し , 小 噴火 で は ある が 噴火 た 伴う 地磁気 の 変化 を 始 る か ら 終 り 
まで 連続 観測 し た の は これ が 最初 で ちる . 横山 (1956) は 偏 角 
及び 伏 角 の 両 変化 を 解析 し て , と この 異常 変化 は 地下 約 1.6 km 
に 位置 する 磁気 双極 子 (モー ヌン ト 1.2x1013 emu) OER 
び ひび 復活 に < つ で 説明 きれ る と し た . そ じ で この 変化 は 前 後 約 5 
ヶ 月 の 間 に 行 われ た の で ある が , CHM FORHO BE LA 
及び 冷却 に よる 消 磁 及 び 帯 磁 に 原因 する と し て , あり 得 べ き 熱 
Wife eam. その 結果 , 地下 の 燈 岩 に 相当 量 の 人 鯉 裂 が 存在 し 
て これ が 和 熱 伝 導 を 助け , 叉 火口 を 通じ て 噴出 する 多量 の 水 恭 気 


Fig. 16. The distribution of ore 
changes in geomagnetic な いと 結論 し た . 


dip associated with the 三原 出 の 東西 両側 に お いて は , 火山 活動 に 伴う 地磁気 偏 角 の 

1953 eruption 

(Unit: minute of arc). 変化 が 相互 に 逆 向 き で あろ うと 予想 され る の で , 1955 年 末 か 
っ, 理想 的 な 場所 と は いえ な い が , 東側 の 大 島 公 園 (No.43) で 新た に 観測 を 開始 し た . 第 15 
Pe BRS SIC, 大 島 に お いて 地磁気 の 異常 変化 が 観測 され た と と は その 精度 か らい つて も 確 
ACHES. 一 見 1 年 周期 の 変化 を 認め る が , HAMMAM BT OB LL CAC EMS 
DE, この よう な 変化 は 外部 源 の も の で は な く , 火山 活動 に 関係 する も の で ある . そし て そら の 
変化 は 理論 か ら 予 想 さ れる よう な 推移 を 示し て いる と 認め て よい で あろ る う . 1951 年 以来 火山 
DNA RARE LOOK ICRA RL CSM, これ に 伴う 地磁気 の 異常 変化 の 振 信 る 次 
第 に 減衰 し て 或 る 状態 た に 河 近 する か の よう で ある . 


BPSK, 大 島 に お ける 局 地 的 地磁気 異常 の 研究 は その 構成 岩 店 の 磁性 の 研究 と 相 供 っ で, 
三原 田 の 構造 を 論ずる 端緒 を 与え , 重力 異常 の 研究 と 共に その 定量 的 な 取扱 い を 可能 た し た 
答 し 更に 詳細 な 調査 及び 議論 は 今後 に 多く 残さ れ て いる 火山 清 動 に 伴う HERRERO Be ILIC 
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いて は , 現在 迄 その 観測 例 は 多く な い が , 害 性 的 に は 勿論 定量 的 に も 必ず し る 説明 不可 能 な 現 
象 で は な い . た と を 現在 その 説明 が 完璧 で な く て も , B, それ 砂 に こそ 和 観測 事実 の 集積 が や が 
て 新しい 理論 を 斎 す で あろ う 、17 世紀 の 地磁気 観測 が 。 現在 , 地球 主 磁場 の 解明 に 役立つ て 


WHE 


§3. 重 A 
大 島 に た お ける 重力 の 値 は 測地 委員 会 に よる 日 本 全国 の 重力 測定 計画 の 一点 と し て , 1915 年 
元 村 に お いて 振子 に よ ょ つて 始め て 測定 され , その ブー ゲー 異常 は 151 mgal た 達する と と が 知 
られ た . 1938 年 永田 , 武井 実 川 HER (1938) は 火山 活動 に 伴う 重力 の 変化 の 有無 を 永 め 
る に に と を も その 目的 と し て 計 振 子 に ょ つて 元 村 , BR, ABA 3 点 の 測定 Se TOR. 
1937 年 陸地 測量 部 は 波 浮 , 岡田 で 鉛直 線 偏 科 を 観測 し , 両側 点 た お いて 南北 成分 が 共に 同 符 
号 で ある こと と を 見 出し た . そし て 武藤 (1938) は 大 島 及 びそ の 南方 海域 に お ける 重力 異常 分 布 
か ら 決 足 さ れる 地殻 内 の 過剰 質量 分 布 と よ つ て この 鈴 直 線 偏 傘 の 異常 が 説明 で きる こと と を 示し 
hs 
1938 年 永田 (1939) は Torsion bal- 
ance に より 重力 偏差 を 全島 18 ACHE 
し た 火山 活動 に 際 し て 大 量 の 燈 岩 を 流 
Htot, WROBDRFYY,~NOe 
が 変化 する こと が 予想 えさ れる が , CO 
の 観測 は 桜島 , F7 , Bl CRICR 
み ら れ て いた 永田 は 又 地 下 構 造 特 に ヵ 
WFTFIOWWCHNSCLER ABEL 
. 第 17 図 の 重力 偏差 の 分 布 は 三原 山 
下 に か な り の 過大 質量 の ある こと を 示し 
て いる が , その 他 に 北東 方 向 に 向 つ て 一 
様 に 重力 の 増す 傾向 が 重 時 し て いる よう 
に 見 える . 永田 は これ を 続 計 的 に 処理 し 
て て, 中 央 火 日 丘 に お いて Og/Os=29 x 10-9 
C.G.S., その 方 向 は N 47°E に 傾い て い 
こと を 見 出 じ た ご れ は 重力 測定 (第 


Fig. 17. Graphical representation of Edtvés 
19 図 ) か ら 与 えら れる 値 と 大 体 一 致し quantities (after Nagata), 
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DE 

火山 活動 に 伴 つ て 果して 重力 場 が 変化 する か 否 か を 確 め , 又 も し 変化 する と すれ ば その 量 は 
どの 程度 の も の か を 求め て , 1950 一 51 年 の 三原 山大 噴火 た 際 し て 飯田 , 早川 , 片 寄 (1952) は 
48, 61 点 た わた つて North American Gravimeter を 用 いて 前 後 4 AAW  % HULL 


te. 重力 計 の 精度 は 0.01 mgal CHO, 一 般 と 重力 は 測 点 の 高 る 10 cm の 変動 で 約 0.02 


mgal 変る の で , この 重力 測定 に 附 随 し て 外輪 山 , 内 輪 山 た お いて 水準 測量 が 3 回 繰 返 さ れ 
た . 尚 , この 重力 測定 の 主たる 目的 は 宣 
力 の 変化 を 検出 する ご と に あぁ つて 測 点 の 
分 布 が 火 日 周辺 に 偏 つて いた の で , 大 
全体 の 地下 構造 を 論ずる に は 不 充 分 で あ 
つた . いま 一 例 と し て 第 1 回 (1950 年 9 
A) £20 (同年 11 A) どの 間 の 重 
力 変 化 の 分 布 を 示す と 第 18 図 の よう で 
HS. 即ち この 期間 に は 全体 と し て 重力 
が 増加 し て お り , AAR SE db Te 
山 , 沙 民 と 進む に つれ て その 量 が 増大 し 
C 0.30 meal “Veit CBS so. SC 
れ を 説明 する 1 つの 例 と し て 地下 2km 
の 深き さ の と ころ に 半径 150~200m ORR 
状 の 物質 (o=2.0~2.2) が 増加 すれ ば 
LWELTW4S. LOWS 62H T— 
般 に いる を る こと は , 活動 休止 期 た は 重力 
が 増加 し , 活動 央 に は 減少 する と いう 頒 
向 で ある . た だ 局部 的 で は ある が 変化 量 


at 


Fig. 18. Changes in gravity between Sept. and 
Noy. 1950. (Unit: 0.01 mgal) の ば ら つ き が 不安 を い だ か せる . SHO 


after lida et al. 
DEC he 2 CN RO Hae SES LCE 


力 及 び 水 人 準 測量 を 繰返し て お くべ き で ある と 考え る . 

1956 年 横山 , 田島 (1957) は 大 島 全 域 に わた る 地下 構造 を 調べ る 目的 で , AMER 18 +S 
み 並 遍 的 に 分 布 す る よう に 努め た 約 100 の 測 点 で Worden Gravimeter に よる 重力 測定 を 行 
つた . 高度 の 決定 に は 一 対 の Askania 微 気 圧計 を 用 いて その 精 慶 を 最悪 3m 以内 た 止め た . 
叉 測 窪 結果 は 東京 の 基点 に 準拠 し て 整理 し た の で , 坪井 等 に よる 日 本 全国 の 重力 測定 結果 と 結 
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び ひつ くも の で ある . 第 19 図 は ブー ゲー 
KEATS A, 勿論 飯田 等 の 得 た 結果 る 
大 体 の 傾向 た お いて は 一 致す る も の で あ 
る これ を 概観 し て 次 の こと を 知る . 即 
ち 

"伊豆 半島 の 川奈 附近 の ブー ゲー 異 
常 が 約 80 mgal で ある が , 約 30 km Hf 


れ た 大 島 で 約 140 mgal た に 増加 し て い 
る . 勿論 この 大 きい 異常 は 単に 三原 山 の 
量 過 大 の 影響 だ けた に よる を も の で は な 

く < 大島 附 近 一 帯 の 過剰 質量 た よる も の 
CH), この 異常 は 伊豆 七島 と 沿 つ て 更 
に 南 へ 続く る の で あろ 5. 

2) カル デラ か ら 東 海 早 た 至る 地域 に 
約 15 mgal た 及ぶ 大 きい 異常 と , Ree 
南方 に 位置 する 約 10mgal の 異常 と が 
存在 する . これら は 共に 第 9 図 ど 示し た 
地磁気 鉛直 分 力 の 正 異 常 地域 と 正 に 合致 
TECDCHS. WAILANFIO FE 
洪 ん で いる 過剰 質量 の 存在 を 示し , それ 


Fig. 19. Distribution of the Bouguer anomaly in 
mgal (after Yokoyama and Tajima). 


LRH OV dO BEBE (第 27 図 ) の 志 頭 た 続く も の の よう で ある . 異常 の 後者 は 新 
し い 噴 出 物 で 完全 に 蔽 われ て いる が , ゆる や か な 傾 倖 は 多分 に 暗示 的 で ある . そし て これら 両 
地域 の 綾部 に 湯 場 な る 噴気 孔 が 存在 する こと は 興味 深い . 

3) カル デラ 壁 の 東側 が 欠損 し て いる の は , 爆発 と た よる も の と 考え る より は 寧ろ カル デラ の 
生成 機巧 た に 関連 する も の で あろ うと 考え られ る (§ 7). 

4) Ball, 岳 平 の 寄生 火山 は 誤差 の 範囲 を 避 か に 越し て 低い 異常 を 示す . この 傾向 は 中 央 
火口 丘 附 近 た お いて を も 人 然 り で あぁ る. これ は 寄生 火山 体 等 が 主として 替 津 か ら 成 る こと を 証明 す 


る も の で あろ 5. 


こと の 大 島 の 陸上 だ け の 重力 測定 の 結果 か らい を ば , 三原 山 の 和 形成 た 大 きく 関係 し た の は 岡田 
SES LE OUILEARIGRIC TORR SH bpHTESRBKRA CHS. 
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§ 3. BHOUEBHHEA 

PISBO MELEE 火山 の 噴火 形 い は 強度 と 密接 な 関係 を も つて いる も の に 噴出 時 の 
新 燈 岩 の 粘 性 が ある こと は 周知 で ある . か は 約 1070 
°C で 10$ poises, 小間 山 , 桜島 で は 1050 ~ 1100°C で 107 poises 以上 , 又 昭 和 新 山 で は 約 
1000°C で 10! poises 位 と 考え られ て いる .- ご れ ら の 温度 範囲 で は 族 岩 の 粘性 は 約 40°C O 
差 に よ ょ つて 粘性 係数 は 10 倍 の 差 を 示す の で , 粘性 の 測定 た 際 し て は 同時 に 精 鐘 に 温度 を 計る 
NELOCHS. 

SRUOMMBOWE cM CICAIL Cit 1937 年 の 高橋 , KH (937) CLSKAWO DP 
URI OV COWES S. MEME imate EDU L, BO Rice ORC 
波状 の 変形 が 現われ る の を 観測 し て , CHER MIC RI SHAK CHSELTHRBOTME 
を 求め た も の で ある . 1950 一 51 年 の 噴火 た 際 し て は 水上 (1951), 村内 (1950) 及び 村井 , 奈 
A EN, REDARAMORS, 幅 , 流速 及び 傾斜 角 を 測定 し て 粘性 を 求め た . 第 1 表 は これ 
ら の 結果 を 示す も の で ある . 


Table 1. re and viscosity of the fresh lavas observed in the field. 


Date | Temp. Wistostty Temp. Instr. | — Observer 
Aug. 1937 | 1060°C 5x 10' poises; Optical pyrometer Be Takahasi, Nagata 
Sept. 1950 | 1125 5 x 108 1 | lava flow Murai et al. 

1063 が x 105 ” ” Murauchi 
1048 3.3 x 107 ” 2 V4 
1040 1.3 x105 ” ” Murai et al. 
Pt-Pt. Rh thermo- : epee 
Sept 195i) 1425 5.6 x 103 junction Minakami 
1108 1.8 x 104 ” along the same ” 
1083 | 7.110! ” fis ” 
7 


1038 2.3 x 105 ” 


Pea eRe LEELMO BIEN LT, 可児 (1934) (RICA EIRENE b ROA 
に つい て , 佐久 間 (1952, 53, 54) は 1950 IO RIC OV CRREA CEO HEA 
Lic. 可児 の 実験 は 1400~1150°C w BRC ARIE GE の 岩石 を 円 筒 回 転 法 に ょ つて 測定 し た も 
DCHS. この 方 法 は 103 poises 以上 に なる と 誤差 が 大 きく な る の で 他 の 方 法 が 必要 と な つ 


た . 佐久 間 は 粘 弾 性 論 を 適用 し て , 静 的 な 携 み 法 に よ ょ つて 1150~700°C MO KER WISE LC 


の 困難 を 克服 し た . し か し その 結果 は 新た な 困難 を も た らし た . その 一 つ は 加熱 の rate ct 
つて 値 が 異 る こと で ある . 即ち 温度 を 早く 上 げ る 程 同じ 温度 で も 粘性 は 小さ きさく, 一定 温度 に 保 
つて 加熱 すれ ば , 時 間 と 共に 粘性 が 増加 する . この こと は 燈 岩 中 た ある 過 冷 却 非 品質 部 分 が 加 
熱 に よ つ て 結晶 化 を 起す と 考え る と 説明 で きそう で ある が , 未だ 直接 的 な 証明 は な い . 
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ァ ー つ の 難点 は 1150~1000°C の 第 囲 で は 野外 で 直接 姓 岩 流 か ら 得 た 値 の 約 108 BEM fe 


eC 


し か し 佐久 間 は 前 述 の 加熱 速度 に ょ つて 粘性 が 異 る 
こと 月 ガラ ズ 質 が 多い も の 程 粘 性 が 小さ いこ と, 及 


び 人 冷却 速度 を 考慮 し て , 1950 ABA 自然 で 冷却 
し て きた 途中 で の 粘性 を も 或 る 程度 推定 で きる こと 


を 示 じ た. 粘性 た 関す る 以上 の 野外 実測 値 , 
等 を 図示 する と 第 20 図 の よう に な る . 
最初 に 述 \ べ だ よう な , 例え は 三原 山 と 阿 和 新 山 と 
eRe 
れ な い . 最近 , 村瀬 3 は 昭和 新山 の 新 燈 岩 片 の 粘性 
を 実験 室 で 測定 し た が , それ に よれ ば 一 定 温 度 に 保 
つて 加熱 する と 時 間 と 共に 粘性 が 増大 する こと こと は 同 
UCSSa, SRUKBACHA TE ORS BAT 
4. COCHSRUOPMB SA 10-1~10-2°C/sec. の 
制 合 で 冷却 し た の に 対し て , BMMUOMAA BO 
BAICILHE C 4 800°C 近い 赤熱 部 分 が 見 られ る こ 
と を 考慮 する と , この 実験 結果 は 粘性 の 差 を 説明 す 
る に 役立つ も の で ある ろ る う . RM, 普通 の Silicate melt 
で は SiOz が 20% 7% 5 と 約 10? 倍 の 粘性 の 差 を 示す 
も の で ある が , 三原 山 と 昭和 新山 と の 燈 岩 は 同じ く 
20% 異 つ て いて , 野外 の 実測 値 で は 約 10° Huet 5 
に る 拘ら ず , 再 加 熱 た と よる 実験 で は 殆 ん ど 異 ら な い 
と と を 村瀬 は 指摘 し た . と は 多 結 晶 物質 の 
viscous manner の 機巧 と い ぅ 根本 的 問題 の 解決 を 
要求 する も の で あろ う . 


電気 伝導 度 , 帯 磁率 及び 熱 残 留 磁 気 


実験 値 


OE 


永田 (1937) 


, 電気 伝導 度 の 温 度 に ょ る 変化 を 調べ て , 1130°C 附近 た に 変異 点 が 存在 し て , 


この 相違 に 対し て 支配 的 要素 と 考え られ る も の に 揮発 性 成分 の 
これ に つい て は 未だ 定量 的 な 議論 が な い の で 噴出 当時 の 状態 に 


600 


影響 が ある が , 


BROT AT LIC Ee. 


[000 1400 °C 


Fig. 20. Comparison of viscosity-coef- 
ficients obtained in the field and 
in the laboratory (after Sakuma). 


Closed circles 


: Kani’s experiments, 


Open circles: observed viscosity in the 


Broken line 


Line a 


Line b 


Line c 


field after Minakami and 
Murauchi, 


: calculated viscosity for 


an assumed cooling rate, 


: experiment at the heating 


rate 30°C/hour, 


: experiment at the heating 


rate 100°C/hour, 


: experiment at the heating 


rate 600°C/hour. 


は 三原 山 の 1913 RHO Bie OW 


CHSLEOR 


ECLESREHERMAMICMmtSCLeARLE (Fig. 21). M amorphous な 状態 を 保 た せ 


Sie, 7 は 絶対 温度 , 4, 万 は 常 数 ) の 関 


=3 


10 


Fig. 


6 


Pale 


12x10 * 


+ 
Relation between o and T in 
heating process (after Nagata). 


山 wh 


係 が 適用 され る こと を 未 し た . KHAN, KAA’ 
ED IR ARC LOT, KA RRA CRU Leah ht 
差 が 変る べき こと を 論じ た . そし て 高橋 , KH (1937) 
は 実際 に た 火 日 と た お いて 地 電 位 差 の 観測 を 試み た 

殆 ん ど 半 世紀 前 た , HRN, 菊地 (1912) は 始め て 珠 
函数 展開 を 応用 し て , 大 島 の 火山 弾 等 の 帯 磁 を 測定 し 
it. 大 島 燈 媒 の 磁性 の 研究 端 参 発 た だ た ともい を る 
GBR EE CO 20 年 間 に 異 常 な 進歩 を 示し た ーー 
永田 (1953) —. ここ とこ で は 火山 学 に 直接 の 関連 を 有 す 
る こと こと だ け に つい て 記述 する . 一 般 に 火山 内 の 磁化 の 
ae S (10-2~10-4 emu/gr.) Ik{hO BROTH (103~ 
10-5 emu/gr.) より 大 きい の で , 火山 地域 に は 地磁気 


か ら 


異常 が 存在 する こと が 期待 さき れる. そし て 大 山内 の 磁化 は その 中 に 含ま れ て いる 強 磁 性 鉄 物 の 


熱 残 留 磁気 た 大 


気 変態 点 (Curie | 


部 分 が , 


a 


一 部 が 誘導 磁気 た 由来 する . 火成岩 の 温度 を 高 あ て いく と , 磁 


mi) 約 600°C で 実際 上 磁性 が 消 減 する と 考え て よい . 


Table 2. RNS properties of lavas from 0- -sima (after Nagata). 


Chemical composition of 
abe sud ey —— ne Lge ferromagnetic minerals (wt.) 
emulgr. vee higher Fe, O3 PeOre ijt TIO 
Okata lava 0.38 x 10-3 -ー—- | 580°C Pe 137% 7.05%! 0.78% 
Somma lava | 1.86 7 600 4.18 8.99 0.83 
| | 
1777—78 lava 6 390°C 595 4.60 | 10.08 | 1.39 
1912—14 lava 1.06 7 420 590 2.69 ] TOSS i ale Oars. 
1950 lava 0.43 7 410 580 2.96 10.26 | 1.49 
Table 3. Susceptibility and thermal remanent magnetization of lavas from 
O-sima (after Nagata). 
a Specific uity eas Qn= InhXF 
1777-78 lava 0.52 x 10-2 emulgr. 2.31 x 10-2emu/gr. : 99 
0.48 ” 2200 2 116 
(Ht 
ee a) 0.56 ” 8.25 ” 118 
1912—14 lava © 0.34 " 1.62 ” 106 
Cia * XIE) 0.31 : 1.89 2 135 
0.34 ” 1.79 ” 115 
1940 ejecta 0 37 1 1.63 ” 99 
0.68 ” 1741 ” 46 
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ee 
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Fig. 22. Thermal changes of specific susceptibility (after Nagata). 
a). Okata lava b). 1912-14 lava c). 1950 lava 


—2 
WKH] (1943, 53) ABORKBORE Ro BUBE 8xlO emu/ce 


DUC tr RAE ORE ERS ORR ME Oil 
TEL, 2, 3 RCATHREB CS. 第 6 | 


22 VA A D Het RES & REL OB Re aT. 
第 23「 図 は 1950 BIANCO, 磁気 変 熊 点 以 ly 
EO Tame 6 55 BE (地球 磁場 の 程度 ) ACR Jie 
々 に 冷却 する 際 に , ABS HS AAT ARE LI BR 
残留 磁気 の 強 さ を 温度 の 画 炒 と し て 示し た も の で 
あぁ る. BC § 2 CMEKEL CAO RRMA 


EN 
cine 


異状 の 解析 や , 火山 活動 に 伴う 地磁気 変化 の 議論 O 200. 40  600T 
は これ ら 岩 石 の 磁性 の 研究 成果 に その 基礎 を お く Rd 


m4 ul mys 分 ES, re ee Weg Fig. ae Development of thermo-remanent 
SE 7 r EBS, s \ iy : 
も の “€ あ る « IF K |= の = に お \ UE 出 magnetization of the 1950 lava in 


に 対す る geothermometer + UCBARAXIA cooling (after Nagata). 


いる こと が 考え 々 られ る が , 大 島 と た お いて は まだ その 例 は な い . 


§5. そ の th 
聞 形 変化 火山 の 活動 に 際 し て 火口 の 地形 変化 の 観測 , 噴出 物 の 分 布 及 び 量 の 調査 , 爆発 の 
届 力 及 び エ ネル ギー の 算定 等 堪能 な る 地球 物理 学者 に し て 始 あ て 可能 な こと で あろ 3 う . 1874 
年 尺 来 の 噴火 活動 に 伴う 三原 山 の 火 日 地形 の 変化 と 関し て は 津屋 , 岡田 , 渡辺 (1956) の 総括 
が ある 1950 一 51 年 の 噴火 た に際し て は 高橋 , FH, 平 能 及び 村内 は 噴火 の 推移 と と も に 地形 測 
量 を 繰返し て 多く の 地形 図 を 作り , 地形 の 変化 或いは 燈 岩 の 噴出 量 を 朋 か に し た . 村内 1951, 
1953) は 外輪 山 御 神火 茶屋 附近 か ら ト ラン シン ッ ト に より 内 輪 山内 の 噴石 丘 そ の 他 の 諸 目 標 の 之 
続 観測 を 実施 し て , 噴石 丘 の 成長 速度 等 を 測定 し た . 噴火 来期 に お いて は 噴火 の 数 日 前 に 通称 
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‘agLl’ & LigNCWAZMAOREAM 
ずい て 噴火 機巧 の モテ 
Mme 大 島 に お い 


つっ ある 地殻 変動 が カル デラ の 存在 と 如何 


Py wage LK. 


て 現在 進行 し つ 


HJ 


Fe 


な る 関係 に ある か は 


EAU SAAT 
深い こと で ある . 
輪 山 御 神火 茶屋 か ら 


と れ が 数 少 い グレ 
で ある こと か ら も 興味 
1940 年 高橋 (1942) は 外 
内 輪 出火 日 茶屋 に 至 


る 間 に 約 300m MICHA RRR , 
HR KA LIK RRO KA Ab 
た つて 10 点 か ら な る 三角 水準 測量 網 を 
oe . 61 Bite 1940 £25, 
2k 1941 #8 AKRbS Hn, 4 O fil 
1940 年 8 月 19 目 に た に 小 噴火 が 起 つ た . 2 
HOWBORIC, カル デラ 内 の 沙漠 に お 
いて は 束 下 り の 約 1.8" の 傾 倖 運動 を な 
し た の に 反し , PRA RI NW 方 向 
 16~17”" DORA ee LBOSKE し て 
外輪 山 た 対し 20~30 mm の 隆起 を な し 
た . 又 旧 火 日 底 の 大 正 燈 岩 は 同じ 向き に 
10" 程 度 の 傾斜 を な し , BORRKAE 
に 対し て 40~50mm 沈降 し た . 


1950 一 51 年 の 噴火 に 際 し て , 
(1951) は 元 村 三 角 点 一 鏡 端 三角 点 一 銀 ヶ 
Be = skew CHvCER, KES 
体 が 50cm 程 公称 標高 より 低い が , = 
角 点 間 相 互 の 比 高 は 殆 ん ど 変 化し て いな 
WokERRM LK. £OR 1954 HIKE 
等 に よ ょ つて 大 島 全島 に 12 点 の 水準 点 が 
新設 きれ た . 

地 中 温度 既に 1908 年 8 月 中 村 , Se 


i fs 


著しく 低下 する こと こと を 観測 し た . そ レ て この 事実 た も と 
tf 
ee a と て] 
= a 33a 
200 . | 


1953 Eruption 


(a) 


(b) 
Fig. 24. B-type and C-type temperature changes 
of the lava in the crater (after Suwa et 


alee 


a) 1953—54, b) 1955—56, 
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Hie ER 1908) (LAREDO FY ~ VILLE CHIR EGE Cus. 1952 年 9 ADEE. 
Bul Bit, HR (1955, 1957) は 195051 -e O-AWLK OME NEO EER. B roan, 
BASIS SAKA PK 70 へ 18 7 OW BUT REN BU CERO EER PE HA CHE 


= 


BY AS OMB SL CWS. SLC ONS OMMAL® KNEE Y WIEL TC ASD 
CAR LIC. その 数 例 を 示す の が 第 24 図 で ある 


ド 習 : 活発 な 大 山 活動 が 始ま る 数 ヶ月 な いし 1 年 くら い 前 か ら 姓 員 温 度 が 徐々 た 上 頁 
on 

C BY TAFE LK BASS ES & SICH as LAS. 
PHRASES LAUE CO BBO BL KLE & ED © ALAN REBELDE % O-CIL IE Ve L 
えら れる も の で あり , RANT DIEBIO RBC IOC FICBS <7 ~ OBIE FEIE 
し = KIARA O take b Ate 
いし は 高温 部 の 拡大 , 高温 な 
~7~ OUP RAAD BAS 
と を なり そ の 影響 が 地表 の 割れ 
目 内 の 燈 岩 温度 に も 現われ る 
も の と 考え られ る . LALE 
Fa li BE D ALAR D HS I we 18° 
い は その 温度 の 上 昇 た よ ょ る と 20° 
考 傘 られ な いこ と を も な い . 
双 群 生地 震 と 対応 づけ る こと 
(ET CHAD. WAKA 
内 だ け に 限ら ず 内 輪 山 の 周辺 
に も 設け て , 更に 温度 の 時 間 
的 変化 を 量 的 に も 論ずる こと 


MEL. 
° 
1956 年 上 田 (1956) 12 ty NO mM 
Dif 完 の た め の 予 備 実験 と し Fig. 25. Isothermal contour map at the depth of 1 meter 


て , 湯 場 附近 た に お いて サー ミ at Yuba fumarole (after Uyeda). 


え スタ に よる 地温 測定 を 行 つ た 第 25 図 は その 結果 の 一 つ で ある . HH, 湯 場 の 噴気 温度 は 
1950—51 年 の 噴火 前 は 45°C ぐら い だ つ た が , 噴火 た 際 し て 49 へ 51°C と な っ た 
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195| 
Ct Wa, 
Release of volcanic energies at 
Volcano Mihara. 
@ Changes in semi-monthly means of 
the westerly declination observed 
at the western foot of the volcano. 
Felt local shocks due to volcanic 
activities. 
Unfelt local shocks 1 aes 
Th. (Magn.): Thermal energy deduced 
from geomagnetic observations. 
Thermal energy accomp- 
anied by ejected lava. 
Po. Potential energy 7 7. 
—— Integrated sum of energy of vclo- 
anic termors for each period of ac- 
tivity. 


x 


Th. 


§ 6. 


火山 活動 の エネ ルギー 
三原 出 の 噴火 機巧 を 論ずる 手 掛 り と し て , その エネ ルギー の 収支 を 調べ る こと は , ERS 


DER OMOKILEKREX SA COSEL TE, 現在 の 段階 と お いて は 必要 な こ と で ある うと 


思い 1950 一 54 年 間 の 結果 を 以下 に 略 述 する . ALY OMIM BU SRB RIC Ee, 
回 の 爆発 の 運動 ニ ネ ルギー は 108 か ら 10% ergs まで 達する これ に 対し て 三原 出 の よう な ス え 
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ト ョ ン ボ リ 型 の 噴火 を する 火 田 た お いて は 確か た 運動 デネル ギー は 大 きく な いこ と と は 予想 され 
OD, その 他 の ェ ネ ルギー の 放 中 た つい て SIAL TAR. そし て 地磁気 の 変化 か ら 推 論 さ れ 
る 供給 され た で あろ う ェ エネ ルギー の 量 と 比較 し た . 


火山 性 脈動 の = ネル ギー に つい て は , 大 島 測 候 所 の 観測 し ょ た 脈動 の 最大 振 隔 , MOSER, 周 
WAS Bus, Bullen® の 方 法 に 従 つ て 日 毎 に 積算 し た . これ を 第 26 MICK CHT, 
WIRED OR AVR KA ORE CA ある と 考 えら れる 改 , 表面 活動 の 消長 と 密接 対応 する の 
SR 


火 出 性 地震 の = ネル ギー に つい て は , 大 鳥 測候所 で 観測 され た 初期 微動 挫 続 時 泊 3 sec. 以下 
の 地震 に つい て Gutenberg & Richter の 式 た 従 つ て 求め た . Hh Bye BIO Ci Ute £5 
に , これ ら の 地震 の 中 に は その 震央 を 大 島 北 西 の 海底 に 有する も の も ある で あろ る う が , MZ 
の 地域 まで も 考慮 に 入れ た . 

燈 岩 噴出 た 伴う ラテ ネル ギー は 主として 重力 に 対す る 仕事 と , MARORM Lima a eH 
CHS. 火山 活動 を 論ずる に 際 し て , 火山 の 下限 と し て その 活動 に 王 つた マグ マ の 溜り の 位置 
と 定義 する な ら ば , 重力 に 対す る 仕事 を 求め る た に は マグ マ の 演 り の 深 さ を 知る 必要 が ある . こ 

の 深き さと し て は 地磁気 変化 か ら 推 論 さ きれ た 等 価 磁気 双極 子 (§ 2) OHA, 即ち 1950—51 年 噴 
PEL TE 5.5 km, 1953—54 年 噴火 に 際 し て は 2km を 用 いた . 何れ も エネ ルギー の 桁 
を 概算 する た め に は 有 交 当 な も の と 考え られ る . 燈 岩 流 が 火山 領域 か ら 火 日 を 通し て 地表 へ 運び 
ee 


熱 を 50 cal/gr. と し て 求め た . MOMMA OBRY Mer. と すれ ば , 
Eis=M(1000°C x 0.25 cal/gr.°C 4-50 cal/gr) (ergs) (5) 


DERI A, 実際 に 観測 され . 算定 で きた 放出 エネ ルギー で ある が , に これ ら の 時 間 的 推移 
を 示す と 第 28 図 の よう に な る 『 火 天 隆 脈動 の キテ ネ ルギー せ 各 活動 期 た つい て 積算 すれ ば 10" 
ergs の 得度 達する. BACH) 2A ¥S-itmig COMMA LOCESAM, 重力 に 対す 


Table 4. weet lavas in the 1950-51 APU 


‘Total 
Site 1950 1951 
Volume Density Mass 

Central pit 9.8 x 10° tons 0 3.66 x 106 m3 Dink 9.8 x 108 tons 
Cinder cone 6.2 Y 0 3.62 ” L.7 GHZ y 
Crater bottom 33.4 " 8.3x10%tons | 15.44 2 2.7 41.7 " 
Nomashi flows 1.3 Va i Sree ere: 5.05 1 225 12.6 2 
Senzu flow aes 2 4.5 1 2125 YU 2.5 5.6 " 

Total 5.2 x 107 tons 2,410" tons 3.0 «107 m8 7.6 x 107 tons 
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Table 5. Mass and energies of ejecta. 


a Ejected mass |_ dy benialh sae tapers 
(ntegrated en) Integrated sum Power utente 
1950 July 16 
~Aug. 14 1.4 x 107 tons 7.5x10% ergs 2.5 x 10% ergs/day 1.8 x10 ergs 
~Aug. 31 Bab ” 1.910" (ehh, us AS Smee 
~Sept. 13 5.0 ” RE 2 6.0 yp 6:3m™m 
~Sept. 24 ye " Des) Ip SZ 6.6 7 
1951 Eeb 4 
~Feb. 27 137 x 106 9.2 x 1020 3.8x1019 2.11022 
~Mar. 25 1.5107 8.1 x 1021 2.7 x 1020 の) 
~Mar. 31 27 Oar, 1.110% 5.0 7 2.6 
~May 6 22 7 152 we 2.8x1019 Oe, 
June 5 
~June 28 2.4x107 1.3 x 1022 4.11019 3.0 x 1028 
1954 Jan. 27 8 x105 1.6 x 1020 7.7 x 1020 6.7 x 1071 


(1 horse-power equals 6.4x101* ergs/day.) 


る 仕事 は 脈動 の テニ テ ネ ル ギー を 上 回 り , その 持 出 し た 熱 テ ネル ギー は 10” ergs (1954) か ら 10% 
ergs (1950, 51) に 達する . 1950—51 年 噴火 た 際 し て 噴出 され た 燈 岩 の 量 は 第 4 表 に 示さ れ 
る . これ を 各 活 動 期間 毎 た に 書換 を た の が 第 5 表 で ある . 1 旧 当 り の 機械 的 仕事 即ち 工 率 を 計算 
FOL, TF TOW VCE CH lO DRAM RV AFRSOKCECES. 一応 こ の 数 
字 を 認め る な ら ば , 火 道 の 断面 積 を 100m? (1950 年 9 月 た 観測 され た 直径 は 約 5m) と 大 き 
くく 見積 つ て も , YF TOMS KA EK COKBTIBB CHT 1 ARE CED CHS (§ 4 
Cie £5 ICHAO HRMS 10° poises 程度 で ある か ら 無 視 で きる ). 即ち 火山 活動 が マグ マ 
の 溜り か ら 非 常に 僅か の 時 間 で 火口 と まで 達し 得る こと が 想像 され る . 実際 1950 年 7 FOR 
火 開 始 の 際 に は , 何等 の 前 兆 も な く , 旧 火 日 壁 に 赤熱 燈 岩 窓 が 破れ る 僅か 8 min. Ahab KI 
性 脈動 が 測候所 で 観測 され た だ け で ある . 即ち 脈動 発生 箇所 か ら 8 min. CREAMS LEL 


Table 6. Observations of the amount of the gases も 考 を られ る. 

emitted from Volcano Mihara 前 述 の 放出 テ エネ ルギー 以外 に 吾 々 
(after Murauchi). 
の 観測 に か か ら な か つた も の が あ 
Emitted water Biected 
vapour piped: る . 即ち 熱 伝導 に ょ る 放熱 , 水蒸気 
Spet. 1, 1950 2.1 tons/sec. 15.9 tons/sec. 噴出 に よる エネ ルギー 損失 等 で あ 
” 17, 1950 1.8 ” 12.6 ” pe 

Feb. 11, 1951 | 0.055 7 0.50 = % POU IB AS GON ant 


回 で は ある が 村内 (1953) の 観測 が 


pape 
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ある (第 6 表 ) . これ に ょ れ ば 活動 時 に は 実に 黄 大 な 量 の 水蒸気 が 噴出 し , CHIC MOTH YE 
の テ ネ ル ギー が 放出 され た で ある うこ と が 判る . 火山 と いう 3 熱 機器 の 作業 物質 の 一 つと 考え ら 
れる 水 燕 先 の 作用 及び その 供給 源 に つい て の 考察 は 今後 の 問題 で あろ 3 . 


次 に 火山 領域 の 下部 即ち マグ ダマ の 溜り た 供給 され た エネ ルギー を 見 積 る た め に は , 地球 磁場 
の 変化 を 利用 する の が 現在 唯一 の 方 法 で あろ る ろう, 即ち §2 で 論じ た よう に , 地表 の 地磁気 の 変 
化 は マグ マ の 溜り の 温度 上 具 或 い は 冷却 に 伴 つ て , 第 23 図 に 示し た 和 熱 残留 磁気 の 消 減 或いは 
発生 と ょ つて 解釈 され る と し で, マグ マ の 溜り に 供給 され た で ある うぅ 和 熱 エ ネル ギー の 量 を 見 策 
る わけ で ある . §2 の 資料 を 用 いて 計算 する と , 1950 年 噴火 た 際 し て は 約 10% ergs, 1954 年 
噴火 た 際 し て は 10% ergs 種 度 が 供給 され た こと と に な る . 厳密 に い を ば 夫々 これ ら の 数 字 を 上 
回 る わけ で ある が , 一 応 桁 数 ど し て これ を 認め る な ら ば , 何れ の 噴火 に お いて も その 1/100 が 
第 26 図 に 示し た よう な 評価 可能 な 形 で 地表 へ 放出 され , 他 の 一 部 は 熱 伝 尊 , RARE 
\ り 散逸 し , 叉 他 の 一 部 は マグ マ の 注 り か ら 更 に 下 ヘ へ マダ マ と 基 に 逆流 し た で ある うと 考え ら 
る 

要する に , 三原 山 の 噴 火 は その WBS’ に お いて は 激しく な い が , 活動 期間 を 通じ て 積算 す 
Ait, その 活動 = ネル ギー は 場合 ぞ で ょ つて は 決し て 小さ いも の で は な い . 又 一 般 に た , 大 地震 の 
波動 エネ ルギー が 10% ergs FLEE と と を 考慮 する と , 火山 の 大 き な 活 動 は 正 た に 大 地震 
克 敵 する こと を 知る . 


§ 7 大島 火 山 の 構造 

大 島 た 関す る 現在 まで の 地球 物理 学 的 知識 を 以 て 大 島 火 山 の 内 部 構造 を 論ずる こと は 確か に 
時 期 曽 早 か も 知れ な い . 然し 他方 た に お いて 地質 学 的 断面 が 一 度 な ら ず 提出 され て いる 現在 , こ 
れ 基 革 づ いて 地球 物理 学 的 調査 の 結果 を 加 を た モデ ル を を が く こ と は 許さ れ て も よい で あろ 
5 我流 の モデ ル を 作り あげ ば て, 不 完 全 を 承知 で 敢 て これ を 記述 する 所 以 は 各 方 面 の 批判 , 議 
IC LOCEMMADBSH, 正しい モデ ル が 改め て 提出 され る こと と を 期待 する が 赦 で ある . 
大 島 火 山 の 構 造 の 問題 は , 一 言 と し て いる えば, グレ ンコ ウ 型 カル デラ の 形成 の 説明 で あろ 
5 筆者 は 田島 広 全 と 共に 1957 GRICE LIL, 1958 ARI TAR OTA ABT (と も 
に 未 発表 ) を 行 つ た 結果 , 大 箇 で 見 出さ れ た 重力 貴 常 は 三原 火山 の 個性 的 な も の で は な く , グ 
シレ シン ュ ウ 型 の カル デラ に 共通 な 特 性 を 現 わ す も の で あろ る うとい 3 う 一応 の 結論 に 達し た . そこ で 
+L UChIL, FE (1956) に よる 重力 測定 の 結果 を 用 いて , 久野 が 1955 年 に 作 つ た 地質 断 
I ERR OS EME 
面 図 を 第 27 McA. グレ ン ビデ ゴウ 型 カ ル ん デラ と は 岩石 学 的 に い を ば » カル デラ 陥没 後 の 燈 岩 
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Central Tertiary bed rocks.” (after H.Kuno, 1953) 
Cone lavas 


D 
*" (after H.Kuno, 1955) 


2224 1950-51 lavas Ns 
I777-78 lavas } Central cone 
Pyroclastics 

ay Somma lavas & pyroclastics 
Okata basalts 


Hudeshima basalts 


Fig. 27. Geological sketch-map of O-sima Island after S. Tsuboi and H. Ikuma. 


は 陥 波 前 の マグ マ の さら に 分 化 作 用 の 進ん だ 時 期 を 代表 する も の で あつ て , カル デラ 陥没 に よ 
つて マグ マ に 混成 作用 が ひき 起き され な いも の で ある 一 一 久野 (1953) —. グレ ンコ ュ コウ 型 カル デ 
ラ の 形成 た 関し て は , Clough その 他 の , Anderson®, Williams 及び Billings1 の の 説 が ある 
RR CS 

大 島 の 火山 活動 が 現われ る 前 の 地形 を , AB 断面 に つい て 第 5 図 か ら 推 定 し た も の が 第 30 
図 中 の PQ 線 で あぁ る. 前期 の 噴火 は 現在 位置 (カル デラ の 中 心から は ずれ で いる ) で な か 
つた か る も 知 れ な い . そし て 噴出 され た 桶 状 火山 の 燈 岩 は 大 部 分 が 東 へ と 流れ て 堆積 する . マグ 
マ の 溜り の 中 の マグ マ の 人 後退 た と ょ る 圧力 の 減少 の た め , 或いは 自重 の 増大 の た め , マグ マ の 演 
り の 上 部 か ら 火 山体 の 内 部 に 向 つ て 環状 の 割れ 目 が 生じ , COMME CHANKARMROKK 
岩 塊 は 大 塊 の まま 下 へ め り 込 むこ うし て カル デラ が 形成 され る の で ある が , 大 島 の 場合 に は 
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BCU LCV SBD OTH ALTOS OC, 割れ 目 は 完全 な 環状 に な ら ず 。 カル デ 
ラ 継 の 西側 だ けが は つき り し て , 東側 は 不明 瞭 の まま 東海 星 の 位置 に 大 きい 断層 を 生じ て で て , 西 


下り の 傾動 を 生じ た . MBO Br bale 

は 生じ た が , その 後 の 噴 出 物 で か くさ れ た と 考 hl [pion 
みる べき で あろ う 。 この 創れ 目 た 沿 づ て マグ クマ NY 

が 中 入 地 れ ば 陣 状 岩 脈 が 生ずる わけ で ある が , Jae 


0 200 400 d 600 m 
Fig. 29. Relation between J and d for 
Fig. 28. Definition of quantities used in producing the gravity anomaly 
calculating gravity effects. 15 mgal. 


Lavas of cauldron subsidence 


Fig. 30. Proposed profile of O-sima Island. 
大 島 に お いて は 認め られ て いな い . 大 島 の 場合 , 後期 の マグ マ の 供給 路 (feeder) が 陥没 し た 
EE OK ORICIBOTIUKE LOCH), この 新しい 供給 路 に ょ つて , ANF IORI CHE 
CIB CRB ma SiC, 更に 陥没 が 進行 する と 同時 に , 中 央 火 日 丘 が 形成 され て きた の 
で あろ る うう. そし て 現状 の 過剰 質 量 の 分 布 を 示す の が 第 19 図 で ちあ る. ここ と で CD 断面 に つい 
て 示さ れ た 地質 断面 図 を 参考 に し て , 大 体 AB 断面 に 沿 つ て の 構造 を 考 を る . 現在 の カル デ 
ラ の 北 寄り に 洪 ん で いる カル デラ 燈 岩 BECERRA LAC EDS) の 直径 を 地質 断面 図 
及び 重力 異常 分 布 図 か ら 3km と 仮定 する .. ArFIRACLABHAEY 140 mgal の 線 か 
ら 人 算 え る と , 最大 異常 は 約 15 mgal た に 達し て , その 地点 は 現在 の カル デラ 北部 に ある . KPH 
許 寺 へ 続く 高 輸 掌 地 帯 を 切 離 し て 中 央 部 だ け に つい て , 第 28 図 の よう な モデ ル を 考え る 、 破 
層 岩 層 の 厚 さ を d, MELKARMRKOBBAORS 1 LOMMEATOMA 29 図 で ちる . Mic 
BV TILAMOH DEEL, HORRY bmgal と し て いる . WALA BB: ORL 
Lit, 0.2 或いは 0.3gr./cc は この 場合 の モデル に は 適当 で な い . 夫々 2.4 KO 2.0 gr./cc 
LLC, その 差 0.4 gr./cc を 用 いる の が 朋 当 で あろ うぅ う . これ は 重力 測 空 の 結果 か ら も 一 応 導 か 
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れ た 値 で ある 一 一 横山 , 田島 (1957). そこ で 地質 断面 図 を 参考 に し て , ar7F7ihe LOWE 
me oesx dz 300m と すれ ば , AHAOMRS litt 3km と な る . これ より 東 に 接する 柄 状 
KOKA GERRI) の 深 さ を 近似 的 に 推算 し て いく と , 第 30 図 た 示す よう な 了 断面 図 が 
得 ら れる . これ は 地磁気 の 測定 結果 か ら 期 待 さ れる も の と も, 傾向 的 に は 近い も の で ある に 
ジ ご で 下 人 述 の d=500 和 1 と すれ は 第 29 Mio l=5.6km teSbH0UCHS56, REO 
対 値 は 或 る 程度 恋 る 余地 が 残さ きれ て いる . M, これ より 深い 構造 を いろ いろ と 仮定 する こと も 
WHE CH SA, ご で は さ は な る べき 決 所 で つじ つっ つま を 含 を る 訪 人 2 生 人 衝 ONNE 
山 の 構 造 を 区 分 する と 次 の よう に な る . 
密度 小 (IB & MEAT) 
ヶ 大 ( 筆 島 玄武 岩 ) 
カル デラ 燈 岩 : BEAK ( 筆 島 玄武 岩 と 同じ ) 
中 央 火 日 丘 : 密 慶 小 
ANF IOBRCLECRELAUCAARBER SOLU, カル デラ の 形成 機巧 か ら は 必ず 
し も 必要 で は な い が , 重力 分 布 を 考慮 じ て そ れ を 妥当 と 考 を た. 
Dk, カル デラ の 構造 を 極め て 粗 に 推論 し た が , 地表 の 重力 異常 値 だ どけ を 知 つ て を も, REY 
に 地下 構造 の 単 一 解 は 求 ま ら な い . これ を 救う も の は 今後 の 地球 物理 学 的 観測 及び 地質 学 上 の 
知見 で あろ う 5. 
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Geochemical Investigations of Volcano O-sima, Izu. 
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Geochemical studies of volcanic activity of Volcano O-sima, Izu during the period from 
1933 to 1957 are reported in this paper. The scope of geochemistry of volcanoes, the definition 
of magma, and the natures of magmatic substances, magmatic water, magmatic gas and the 
primary hot spring are discussed. The natures of some of them obtained from the lava lake of 
Volcano O-sima in 1951 are reported. 

Radioactivity of volcanic gas (Rn=3~10x10-™c/l) and volcanic sublimates (radioactivity 
of a bluish green copper compound is about 14 times larger than natural leakage) was found 
at the first time in the real magmatic substances. Magmatic water obtained directly from 
the lava lake is of acidic nature and can be distinguished from the residual magmatic water 
obtained from cavities of volcanic rocks at Hamada, Imari and Imazu districts. The 
formation of the various kinds of the primary hot springs is discussed from the definition 
of hot springs and the various kinds of the magmatic waters. The formation of the radio- 
active hot spring, the radioactive volcanic gases and the radioactive volcanic sublimates is 
discussed from the sublimation of the radioactive elements. Many magmas which have 
almost the same chemical composition of major constituents can also be derived from 
different magmas, but by the contents of minor constituents they can be distinguished each 
other. Vanadium and copper contents of the volcanic rocks from Volcano O-sima are very 
large, but chromium and nickel contents are very small. Distribution of vanadium in 


volcanic rocks is reported. 


§ 1. Anis 

a) 火山 の 地球 化学 火山 の 地球 化学 は 「 地 球 上 に お ける 火山 現象 お よび それ に よ ょ つて で 
きた 火山 を 研究 し , これ を 化学 的 に 説明 し , 併せ て その 利用 た 基礎 的 知識 を 与え る こと 」」 “EA 
的 と し て 研究 され て いる 学問 の 分 野 で ある . 現在 の 地球 上 に お ける 火山 現象 は 主として ヶ ケイ 酸 
塩 溶融 体 か ら で き て いる と 考え られ て いる マグ マ が 移動 お よび 冷却 固化 し て 火成岩 や 鉱床 な ど 
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EWR, KUMES< Y, MERA KIT A, HR, KARE L-COM LL, ane 
RMDETC, Tit <7 = OWROWBE &LTOS LI CHS. KiMOMRBILSECIL SB 
Ss CORMBRE LOTS { SAKE, HIMiC LOT MRIS EC, ibe, HH 
REDS SAC, % SINC, b SMMO/<Ob SG, ある 距離 移動 し , また は 形成 さ 
れ , 各種 の 反応 を 起 し て 変化 し な が ら , HE TEBE KD, LORE ATO KUL A, 
BR, KUNA, 火山 を どの 位 の 量 つ くり , 地表 の 岩石 岡 , OK, AB, EMERY RIEL, 
時 備前 作 を 受け て 遂に は 地表 の 一 部 分 を 形成 する 堆積 岩 そ の 他 に 全く 変化 し て し まう まで の 
全 過 程 に お ける 一 切 の 地球 化学 前 変化 を 化学 的 た 取扱 うる も の で ある 

地球 上 の 火山 活動 を マゲ マ の 生成 お よび 消 減 に 伴う 一切 の 現象 と 考え る と すれ ば 地球 の 
AE Bal Ee & BEE PMB BIT Live, 低温 か ら 高 温 に な り , マグ マ の 生成 する 過程 が 考 を ら 
れ 。 現在 の 地球 上 に 見 られ る 主として マグ マ の 消 減 の 方 向 の 火山 現象 と 全く 逆 方 向 の 火山 現象 
が 起 つ て いた に と に な る D, CHUL KM CO OBA e MA Lick ¥ OF HRMERZ OF HY 
BERR DSEREMSH, Ei NBBEO KUNEMC SME LCROTH SLO CHS. 
岩石 は 100°C DL RICEUDBT ALENT SOC, BEOMAIL me MER n> 
MOS. この よう に 火山 活動 の 性 質 と し て 地球 の 生成 過程 を 考え る と 地球 の 加熱 され て 行く 
師 竹 の 火山 活動 と 地表 面 付近 の 冷却 し て き て いる 現在 の 火山 活動 と の 2 種類 を 考え る こと が で 
きる の で ある りり . これ ら の 詳細 は “地球 化学 的 に 見 た マグ マ の 生成 お よび 消滅 の 中 に 涼 べ て 
ある の で 省略 する . 

5b) 大島 火 山 の 地 球 化 学 前 研究 大 島 火 山 は 第 三 紀 鮮 新 世 頃 か ら 現 在 の 岡田 畜 武 岩 類 た ょ 
つて 代表 され る 火山 と し て 生れ , 第 四 紀 に 入 つ て 現在 の 外輪 山 を 形成 し て いる 大 島 火 山 と し て 
HBL, カル デラ 生成 後 は 中 央 火 日 丘 の 三原 山 火山 の 活動 と な り , 現在 た 至 つ て いる も の で あ 
る や 2. 大鳥 火山 の 噴火 の 歴史 りや 地質 学 的 の 箇 石 学 的 の の また は 地球 物理 学 的 研究 の は 既に 多数 に 
TPCT, 噴出 物 の 量 や 性 質 そ の 他 が 相当 よく 知ら れ て いる の の. それ で 大 鳥 火山 の 地球 化 
学 的 研究 と し て は これ ら の 研 完 資 料 を 基礎 と し て 大 島 火 山 の 生成 過程 に お ける 各 物 質 移 動 の 性 
質 と 機構 を 研究 し , 化学 的 に 説明 し な けれ ば な ら な い の で ある が , と と で は それ ら の 推定 の 大 
部 分 を 竹 略 し , た だ 上 記 の 目的 を 達成 する た め に 必要 な 噴出 物 の 化学 的 性 質 の 研究 の 結果 を 主 


1) 岩崎 岩 次 : kil, #24, 1, 第 1 号 , 19(1957) 

2) 岩崎 岩 次 , i, 坂戸 直行 : 日 化 , 76, 778 (1955) 

3) 岩崎 岩 次 : “火山 の 化学 ”, p. 27 (1948) 

4) 沢村 孝之 助 : 地学 雑誌 , 60, 104 (1951) 

5) ARE: 震 炎 予防 調査 会 報告 , 81, (1917) 

6) S. Tsuboi: J. Coll. Sci, Imp. Univ. Tokyo, 43, 1-46 (1920) 
7) “PORE KW” 地学 雑誌 , 60, 第 681 3 (1951) 
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§ 2. マグ マ の 性 質 

a) マグ マ 性 物質 と 初生 物質  _ マ グマ を 天然 に 存在 する 高温 な 溶融 状態 の 造 岩 物質 と じ て の 
ー つ の 物質 系 を 考え , 天然 た 存在 する 高温 な 溶融 状態 の 物質 系 を マグ マ 状 態 (magmatic state) 
に ある 物質 系 と 呼び , これ か ら 直 接 に 誘導 され た 物質 を マグ マ 性 物質 (magmatic substance) 
LIPO, マグ マ の 生成 機構 の 相違 に た に よ ょ つて マグ マ 性 物質 が 必ず しゃ も 初生 物質 Guvenile sub- 
stance) で な いこ と を 三原 山 の 1951 HOM KOBORBOPRDSRLTERP OEY, CLT 
三原 山 の 族 岩 湖 や Hawaii の Kilauea OM EWORAILGOR KORO ~ 7 ~ (rea 
magma) DARN I OR RL CHO IS CRE Zest Ss: 

b) マグ マ の 性 質 の 観測 ELRORROV7~ CHSIRBOMEBIC OWT 2~3 の 測定 を 
し た . 1951 年 3 へ 4 月 の 噴火 で は , BOMB MEAIC KING A CO fhOPREKD ZAK, 
また は 放出 し な が ら 燈 岩 湖 を つく り , 波打つ て いた . Aid Sti CHRHOFS BOMBER 
応 し , 遂 た は 表面 か ら 固化 じ , 内 部 の 高温 部 が な お 流れ で る な ど し て 各種 の 火山 岩 の 形 を つく 
り , VdDOSAAMLBRL, 桜島 の 噴火 の 際 の 火山 岩 の 流 れ と 異 つ た 流れ 方 を も 示し た. 3 
月 14 日 午前 9 時 30 分 ~10 時 30 分 , 中 央 火 日 丘 の 西端 部 で , (RAY 80~35° ORMOM 
Ae A Clk, 最高 温度 約 1100~1120°C (光学 高温 計 で 測定 ) の 部 分 で , 流速 約 4m/sec 
( 約 14km/hr) が 測定 され , その 疾 岩 流 の 最 下 端 は 約 900°C で , 流速 は 12 m/hr で ぁ つ た . 
COB (A) は 4 月頃 に は 表面 が 全部 固化 し て 姓 岩 の 流れ は 表面 か ら は 認め られ な く な つた 
が , 噴気 共 が 生成 し て いた の で , 高温 の ガス の 試料 を と る こと が で きた . し か し な が ら , 表面 
に 多数 の 間際 が ある た め , 容 気 が 多量 に 他 の 部 分 か ら 吸 いこ まれ て 一 緒 に 噴出 され て いた . B 
する に 三原 山 燈 岩 湖 は 性 質 が お だ や か で 直接 た 近く に 行く と と が で きた の で , MBO DERIC 
採取 する こと の で きた < マグマ 性 物質 の 性 質 を 相当 明確 に する こと が で きた . マグ マ の 性 質 は 三 
原山 の 火山 内 の 性 質 と 燈 娠 か ら 得 られ た 火山 ガス , マグ マ 性 水 ( 岩 業 水 ), ABM ic Ed b HE 
で きる と 思う . 火山 ガス , 里華 物 な ど は 火山 岩 た 比較 し た ら あ る い は 重量 と し て は 非常 た 少 い 
か る ぁゃ 知れ な い が , WeOME, 例え ば 粘 鹿 や 流速 また は 噴火 の 性 質 な ど を 支配 する 上 に 極め て 
重要 な も の で ある . 次 の 項 と これ ら に つい て の 2 へ 3 OMBLUNS. 


=~ 


8) 岩崎 岩 次 : 地学 雑誌 , 60, 140 (1951) 
9) I. Iwasaki, N. Kokubu and T. Katsura: Bull. Chem Soc. Japan. 29, 379 (1956) 
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§3. マグ マ 性 揮発 性 成分 

1000°C DLE OME D EL, 絶え 間 な く 多 量 の ガス を 放出 し て いる の で , thr SMO 
の 物質 が た と 混入 し た と し て も , すぐ 燕 発 , 放出 され る の で , 大 雨 の 直後 な ど 以 外 で は , こと 
こ か ら 直 接 に と る が ガス は 大 体 マ グマ 性 揮発 性 成分 と 見 て 差 雲 を は な いと 思う . た だ 1951 年 4 


月 1 目 頃 に は 燈 岩 湖 に 直接 近づく こと は で き な か つた が , 燈 岩 湖 の 一 部 で 表面 が 固化 し て で き 
た 火山岩 で か くさ れ , その 下部 に 真赤 な 燈 岩 流 の 存在 する 部 分 の ガス を 採取 する こと が で き 


za = see AS rae Pee __— Sie ear: ae as 
KR. COMP, 約 2m ORBSLELCA, それ に ガラ ヲ ラス 管 を 連結 し て ガス 採取 を 行っ つた だ も 


の , また は 真空 に し た ガラ ス 管 を その 中 で 折り , また その 部 分 を 熱 で 融 封 し た 試料 採取 法 を と 
第 1 表 三原 山 の 噴 気 有 孔 の 火山 ガス の EO OR 辛 に 高温 な た め , 鉄管 は 容易 に 
ER や 曲げ る こと が で き て 押 発 性 成分 の 採取 に は 妊 都 合 


試料 番号 | Hz N2 Oz: JA CO; で あつ た ., 第 1 図 に は その 略図 を 示す = 
A-1 Oi 78m 20 0 0°28 DROW DG OMRMPA BB a : 
W200 0.1 A oc 
A NORE 8 res 1 SUE Oe eS ee 
=], ey he 
Poe apt e to keles Dee kU eS 
B-3 Ope 7982119 8 0.6 0 : . 
mise i c fied _ 部 は 液化 し て いわ ゆる マグ ダマ 性 水 CBS) と な 
Gel eee eas 15.5.°.0.7- 4.3 ; , sie 3 ae 
C2 12/3 W67E0995.4 0 9 4h 0, 可溶性 成分 を 水深 液 と を し て 保持 し , 不溶 性 の 
CS 0 080 0.8. 0 ‘ 
c-4 19.2 60.0 12.4 0.7 7.7 揮発 性 成分 , また は 飽和 深 液 の 濃 鹿 以上 の も の が 
Dl Ob 50: 3 L96039 = 022 BAEVLCRECEMES. CHEV I TORR 
D-2 OOS tes 0.9 Ort 
==> ae Z are Tet Seek Ss 性 成分 と い ON wWAe 4 SE LL < の 
eA RR ME Ba わ ゆ る 火山 は 相当 著 じ く 性 質 
ーー ar iS cesT RSE EGEE KU GREET CoS で いろ さと が わか る 7 RG 
F-I* | 21.2 77.9 0.2 0.7 0 変化 じ て い る こと が わか る それ で Whig 
ie os i i 8 le nie eek ReRICie 2 CU ORLA WOR 
“EY VE CA E02 Ske Nya ee nee 
G-2* | 57.1 42.0 0 0.7 0.2 MNSTLETS. 
G3 | °26.0 72.4. 0 0.7 0.9 
H QO. 305,6 - 15-0: 11". 0.3 
a ded ’ S4. kA Zz 
I 67-829 170: 0.8 ~0 ee ve : 
Bt a) 火山 ガス の 化学 組成 常温 で 気体 の 状態 
J Ail -75,3--19.9 007 --0 peas 
a ee: 7 ~~ ELTHOTHORE OW, BEST LOTt 
= &| 0 78,2 20.97-09 0 


の 組成 を 決定 じ た . 第 1 表 に 鉄管 を 使用 し な いも 
* (AL, F, G の 試料 採取 に は 鉄 身 ペ イプ ‘ 
を 使用 し た も の で , そこ か ら の 水素 の 混入 の (C.J の 試料 ) に も 水素 ガス の 存在 が 認 あら 
ea WS. これ ら は Kilauea OBIS SH 


10) E. S. Shepherd: Am. J. Sci., 385A, 311 (1938); T. A. Jaggar: Am. J. Sci., 238, 313 
(1940); A. L. Day, E. S. Shepherd: Bull. Geol. Soc. Am., 24, 573 (1913). 
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た 場合 と 同様 に 時 期 お よび 場所 た に よ 岡田 より 

第 2 回 コー ス 
OCH), 同一 場所 で も 採取 時 期 た に 1951-5*3 
まま の で G 長 る WS RAEOZR 
の 混入 が 認め られ る . 第 1 表 の A な 
PIR LAL BABRWCENTH 
MITTOTCHMHLTETHALOOES 


で ある . さら に 多量 の 水素 な どの 存 
在 は , これ ら が 容 気 と 接触 し て 発火 
する 可能 性 が 考え られ , 2 価 の 鉄 の 
酸化 現 祭 な ど と と も に 性 岩 の す ぐ 上 
部 の 温度 が 燈 内 の 表面 より 高い と い 
5 Kilauea 火山 で の 観測 も 当然 考 
えら れる . た だ 三原 山 の 噴 火 の 際 時 第 1 図 三原 山 の 火 山 ガ ス 試 料 採 取 点 


々 火 ロ ロー パイ に 極め て 朋 る い 光 が 有 瞬間 的 に 認め られ る 現象 は これ ら に よる る も る の か 克 か は 不明 で 
あぁ ある. 

b) 火山 ガス の 放 射 能 1942 年 以来 , 阿蘇 湯 の 谷 温 泉 地 方 1 や , 別府 温泉 , 九重 山地 方 の 
お よび わが 国 の 各地 の 火山 が ガ が ネ え ポ お よび 温泉 ガス の 放射 能 を 測定 し て , 火山 ガス 中 に る も 極め あて 強 
いい 放射 能 を も つも の が ある こと を 発見 し た ふつ , し か し な が ら , 火 山 噴 火 の 際 燈 田 湖 か ら 直 接 た 噴 
出し て いる 噴気 孔 や マグ マ 性 ガス の 測定 値 は な か つた . 従来 は 温泉 地方 の 小さ な , 温度 る あま 
り 高 く な い 噴 気孔 の 測定 値 だ け で あり , 強大 な 噴気 孔 で る 放射 能 が 認め られ る か 否 か は それ ら 
過 泉 ガス な どの 放射 能 を 説明 する た め に 極め て 重要 な も の で あつ た . 1951 年 4 月 1 ME 
RL (A) から 噴 出し て いる 高温 の ガス は 大 体 3 ~10 x 10-M cf (1 へ 3 マ y へ ) の ラド ン を 
含む こと が 確 め あら れ た . これ は 前 に 述べ た よう に , 多量 の 空気 が 吸い 上 げ ら れ て 噴出 し て いる 
噴気 札 で ある に る も 拘わら ず , この よう に 強い 放射 能 が 認め られ , ここ た に マ グマ 性 ガス 中 に る 放 
射 能 の 強い も の の ある こと が わか つて き て , 温泉 ガス や 火山 ガス の 放射 能 の 研究 に 重要 な 根拠 
CA ラド ン の 濃度 は 10-1 や へ ~10-9c// と 小さ い が , MBAR 
な の で , ラド ン の 噴出 量 を 考え る と 極め て 大 き な も の に な る . その 後 昭和 新山 で は (2.6 ~ y 


11) 岩崎 岩 次 , FEAR, 家 吉 SE: 日 化 , 64, 941 (1943); 岩崎 岩 次 : 地学 雑誌 , 58, 143 (1949) 

12) 岩崎 岩 次 , 石森 富太郎 , 波多 江 一 人 郎 : 日 化 , 72, 736 (1951) 

13) I. Iwasaki, T. Katsura, H. Shimojima, M. Kamada: Bull. Volcanologique, Ser, II, 18. 
103 (1956) 
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の 隔 区 中 后 で は (4.92 マ > 9 へ) 桜島 南岳 で は (3.57 マ > へ) や が 測定 され , 三原 山 の 
数 値 エ ~3 マ > 。 へ は 噴出 量 の 大 き な 活 火山 の 噴気 孔 と し て 普通 の も の で ある こと と が わか る 
大 島 火 山 の 媒 石 の ラジ ウッ ゥ ム 含 有 量 や は 0.09 へ ~0.18x10-?g/g LWHENHTHSOC, この 


よう な 微量 な ラジ ウッ ウム か ら 生 成 さ れる ラド ン が この よ うに 多量 に 集め られ て くる 機構 は まだ 不 
明 で ある . も ちろ ん 岩石 が 多量 に ある の で , 1kg の 岩石 を 強 熱 地 解 し て ラジ ウム と 放射 平衡 
に ある ラド ン を 全部 追い 出し た と すれ ば , 約 10- や 2 キ 。 ょ リー の ラド ン が 得 ら れる こと に な る 。. 
た だ し , 岩石 中 に は 他 の 火山 ガス を 含む の で , と これ が 水分 を 除く と 大 体 0.2 へ 0.5 cc/g 程度 2 
と を 考え 々 られ, これ ら る も 全部 放出 され る と すれ ば 約 2~5x10-cfl と な り , 前 記 の ラド ン の 濃 


BE S~10x10- cl と 大 体 一 致す る . た だ ここ と で 計算 し た ラド ン の 量 は ラジ ウッ ウム と の 平衡 量 で 


あり , 約 30 日 間 か か ら な けれ ば この 濃度 に は 達し な いも の で ある . 1 日 後に は 平衡 量 の 16.51 
が で きる だ け で ある の で , 1 分 間 で は 0.01 へ ~0.02 程 度 , すなわち 平衡 量 の 10-! 程度 で あ 
る . も ちろ ん 火山 ガス の 大 部 分 が 水 燕 気 で ある の で , 水 を 分 離し た 後 の 残 留 ガ ス 中 に は ラ ヲ ラドン 
が 全部 ガス 中 に 残る と すれ ば 100 倍 近く に 濃縮 され る 可能 性 が ある . それ を 考慮 に 入れ 上 記 の 
計算 で は 水 を 除去 し た も の で , 実際 の 火山 ガス より 約 100 倍 程度 の 濃度 に な つて いる も の で あ 
る が が, とにかく 計算 より 実際 の も の は 103~104 人 迄 の 濃 さ で ある . 

(h73, 岩 大 中 に 存在 する ラド ン が 完全 に 火山 ガス 中 に 放出 され る か どう か は 真空 中 の 岩石 の 
加熱 実験 か ら も 人 疑問 や で あり , こと に 他 の ガス が 放出 され た 後に は , と て る も 完全 た に は 放出 され 
る と は 思わ れ な い . また 噴気 孔 か ら の 火山 ガス が , まだ 放出 され な いで 残 つ た 骨 石 中 の ガス だ 
げ で 計 7 それ が ラド ン と 一 緒 に 完全 に 放出 され ラドン の 半減 期 3.825 日 より 著 し じ し ぐ 長い 時 間 を 
経過 し な い 間 に 噴出 され る も の だ け な ら ば , 前 記 の よう に 大 体 ラ ドン の 濃 鹿 の 説明 が つく の で 
ある が , 実際 の 燈 岩 中 の 火山 ガス の 量 は 極め て 大 きい らし く , 火山 岩 を 加熱 し た と き に 放出 さ 
れる よう な 少量 の も の で な いこ と る 後 で 述べ る 導 岩 中 の 揮発 性 成分 の 量 の 推定 の 項 で 述べ る 事 
実 か ら 知 れる の で ある 例え ば 噴気 孔 (A) で は 前 に 述べ た よう に 多量 の 空気 が 噴出 され て い 
る こと も 老 を られ , どう し て も 附近 の 火山 岩 の ガ ス えと ラド ン と が 前 た 述べ た よう な 関係 を 保つ 
て 噴出 され る も の ば か り と は 考え られ な い . 相当 時 間 的 に 遠い 部 分 か ら の 火山 ガス が 痴 岩 を 通 
し て 他 か ら 運 拓 さ えさ れ て き て いる よう に 考え られ る . そし て 途中 か ら 他 の 燈 岩 中 の ラド ン を 集め 
て くる も の で あろ う . また こと これら の 運搬 者 が な けれ ば 岩石 中 の 微量 な ラド ン は 燈 岩 か ら 噴 出す 
る こと は で き な い と 思わ れる . も ちろ ん 多量 の ガス が 通過 する の で 前 の 計算 の よう に ラド ン の 


13a) 香山 Bi, 大 蔵 武 : 地球 化学 討論 会 (1951) 
13b) ARAR—, WAKA, 田中 省 三 : 日 化 , 75, 349 (1954) 
14) 木村 健二 郎 , 浜口 fe: 日 化 , 64, 152 (1943) 
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発生 量 は 1 分 間 で は 平衡 量 の 約 10-4 程度 で ある の で , 余 程 多量 の 物質 に 接触 し て その 附近 の 
も の を 全部 集め て くる も の で な いと , ラド ン の 崩壊 を 補 つ て な お その 上 に 濃度 を 増大 する こと 
は で き な い と 思わ れる が , その 詳細 は 不明 で ある . 

LL, 火山 ガス 中 の ラド ン の 濃度 が 燈 岩 中 の ラジ ウッ ウム の 濃度 だ け に より 在 右 き れ , 他 の 原因 
で 増減 する こと が な いも の と する と , 遠い 所 か ら 長 い 時 間 が か か つて 噴出 する な ら ば 次 第 に 減 
PELTLEX, TECHSZECHE SM, WHOL 10r13.c/ な た で S050 で 水 が 央 大 か か らら 必 上 き 
れる 火山 ガス の ラテ ドン 含有 量 と 大 体 一 致し て いる と と は , 三原 山 の 火 出 ガス は , 大 体 三 原山 の 
火山 岩 の よ うな も の が 加熱 さ 泌 で 放出 じ た 火 山 ガ ス だ け か ら で き で いる きど を 示す も の で あろ 
う .。 も ちろ ん , 火山 昇華 物 中 た ラジ ウム を 火山 岩 よ り 多 く 含 む 放 射 性 の も の が 知れ て いた り , 
ERMA AIS SHO 7 F YOMMORKERAWORS, 何と も い を な い が , 火山 ガス の 
起源 を 考え る 上 に 極め て 重要 な も の で ある . 

し か し な が ら 前 に 述べ た よう に , 笑 岩 中 の 火山 ガス は 燈 内 の 固化 し た 火山 岩 中 に た ある も の よ 
め 甘 文 る 多い の さじ し で aR は 10g? c/08 WEF CHOON oKWECADNS. 
それ で これ ら を 説明 する た め に は ラド ン の 補給 源 と し て 普通 の 火山 岩 よ り ラ ジウ ム を 多く 含む 
物質 の 存在 を 考え な けれ ば は ならない こと に な る . 

放射 性 の 火山 自 華 物 と し て は , 1879 年 A. Scacchi が Vesuvio 火山 の 1631 IE HO ey 
の 割れ 目 に 黄色 鉱物 の Vesbine (Pb:Cu)sV20。, (Pb・Cu)(O 〇 了 HL)2・5H205 を 採取 し た が , その 
後世 界 の 何れ の 火山 で も 発見 され な い の で , Vesuvio 火山 の 性 質 か ら 特 別 な も の と 考え られ て 
Wit. PL, 日 本 の 火山 の 火山 ガス に 認め られ る ラド ソン の 濃度 を 説明 する た め に は , 温泉 で は 
ラジ ウム の 多い 温泉 沈 淫 物 を その ラド ン 供 給 源 1™ の つと 考 を て いる と 同様 に た , 火山 昇華 物 を ラド 
ン 供 給 源 と 考え て 1951 年 3~5 月 に 三原 山 で 放射 性 の 昇華 物 め を さがし て 遂に た とれ を 採取 す 
EE Te Ne 
た こと を 考 を る と , 上 記 の 推論 か ら 考 を て 火山 ガス 中 の ラド ン 供 給 の も と に は 火山 蜂 開 物 も 大 
き な 役 割 を し て いる も の と 結論 され る . 


§ 5. マグ マ 性 水 (HI) L BR CORR 
マグ マ 性 の 水 は 一 次 性 温泉 の 生成 に は 極め て 重要 な 意味 を も つも の で , し ば し ば 初生 水 
(juvenile water) と 混同 され る も の で ある . こと で は §2 で 述べ た よう な マグ マ お よび マゲ 


5) E: Zambonini, G. Carobbi: Am. Mineralogist, 12, 1 (1927) . 


Iba) 岩崎 岩 次 , HA 3B: 日 化 , 54, 1272 (1943); 岩崎 岩 次 : 化学 の 研究 , 8, 1 (1950); K 
Kuroda: Bull. Chem. Soc. Japan, 19, 33 (1944) BE 
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マ 性 物質 の 定義 に よる マグ マ 性 の 水 や の を 考え る わけ で あり , これ が 初生 水 で あつ て る も, また 
地表 水 が 再 び マ グマ 中 に 取り 入れ られ た も の で も よい の で ある . た だ こと で は マグ マ か ら 直 接 
(RSE LICHKA WI O'CSS. 


1951 年 4 月 1 日 に 第 1 図 (C) OND Cx 7 ~~ OMBERT LIM LI SY SIC RM EL ek 
C, BROT EK Ck) と 呼ん で よい 水 の 化 学 組成 を 第 2 表 に 示す 」 三 原山 の マグ マ 


AN 


性 水 は 強 酸性 で 塩素 イオ ン が 67.6 g/* と いう 海水 (19g/) OI BUDELSDBC Ke 性質 


の も の で ある . MOK SICTMCARREABRSDD, その 上 部 の 噴気 孔 に 約 2m ORE 


を さじ こん で と つた を も の で , 表 中 に は 塩化 水素 な どの た め 鉄 が 多量 た 鉄管 か ら 入 りこ ん で いる 


の で ある 7 鉄 が 溶解 され た た め 』 実際 の 酸 の 渡さ は 1.4N' まり る も つと 大 きい も の で あろ 51 
そし て この よう に 揮発 性 成分 が 杉 縮 水 た 多量 た と け こ と こん で し まつ て いる こと こと が ね わ かる.。、 それ で 
前 二 の 大 山 ガ え ス 中 に これら が 検出 で き な く て も マグ マ の 揮発 隆 成分 と し て は 当然 考 を な けれ ば 


第 2 表 三原 由 火 上 町 の マグ < 性 


IkO MEO 第 3 表 Kilauea WeaioO~z~7<HEKoO(e 
(1951 年 4 月 1 日 採取 ) 学 組成 (g/l) 
酸性 度 1.4N I | I 
Cl- 67.6 g/l ee eg ーー 
sues, : ie Cl 0.44 4.120 
os F 1.13 9.840 
SOLS Tete we 
S (SOs と し て ) 0.960 10.16 
Si 0.090 g/l 
NH; 0.036 
Fe* 69.8 
i : NasO 0.428 0.62 
‘é ; K,0 0.204 0.22 
Ky : CaO 0.240 2.80 
1 
Fe,0. 
‘Al ay Br? ALON 0.160 0.20 
OF と これ に は 鉄管 か ら 深 解 し た 多 - TiO, 0.010 = 
量 の 鉄 を 含む . 


WomWOCLERt. COOL F< ~Pekit A.L. Day 5” 4 Kilauea KU CRRL 
て いる ** COKOMMOEBEBIABRUA CH OM, それ に 伴 つ た マグ マ 性 ガス の 洗 質 か ら 酸 性 の 
る の と 推定 され る . Kilauea の も の は Cl が 少く て , イオ ウ が 多い も の が 認め られ て いる . = 
原山 の 採取 時 期 ま た 場所 で こん な も の だ けし か 見 られ な か つた の で は な いか と 思わ れる . 
Kilauea の 水 た に は フツ 素 が 極め あめ て 多い の で , 火山 算 開 物 中 の フツ 素 を 調べ る 必要 が ある *. 
鎌田 政明 た にょ れ ば , 三原 山 の 1957 年 10 月 22 日 に 採取 (大 島 測 候 所 ) の 火山 砂 に は Cl=1930 


* WR AVY EGEICSELOL LT 1950 年 11 月 19 HOA MRO CAM Lickin 
EC ENF pH=0.6, Cl-=83.05 g/l, 4 Heidelberg の Radium-Sol-Quelle は Cl= 
50.100 g/l, 有馬 新 温泉 で は Cl=44.6 g/l な ど が 知ら れ て いる . 


** な お お 最近 小穴 進 世 ら は 昭和 新 出 の も の を 採取 し て いる 、 


78 岩崎 岩 次 ・ 桂 。 殴 ・ 下 島 G  ANRM OED MAR + eR 


ppm, F=540 ppm が 知れ て いる . 

と の よう に マグ マ 状 態 に ちる 造 岩 物質 か ら 採 取 し た 水 は , 37 TEKREOMC REAM EO 
て いて , 酸 と な る こと の で きる 揮発 性 成分 が 一 緒 に 放出 され て 水蒸気 が 慣 縮 す る 場合 に それ ら 
が 溶解 で べく る た あめ に , この よう に 必ず 酸性 た な る も の で ある 59 潮 | 当 の 正 う | な マグ だ 性 水 が 
で きれ ば マグ マ 性 温泉 と な り , 火山 性 の 一 次 性 温泉 と な る . COL RMEKELAATOMbe 
反応 すれ ば 次 第 に その 酸性 を 失い , 中 性 と な う , 遂に と は アル カリ 性 温泉 と な る この 意味 で 火 
山 性 の 一 次 性 温泉 は 酸性 で あぁ ちり, これ が 変質 する と 二 次 性 の アル カリ 性 泥 泉 と な る %. 

他方 , 島根 県 浜田 市 長浜 産 の 霞 石 玄武 岩 * や 2. 佐賀 県 伊万里 附近 の 玄武 岩 2, 福岡 市 今津 産 表 
Ba HORM atk (残留 マグ マ 性 水 )172 は 何れ も 微 酸 性 , 中 性 , PT AVEC, 第 2 表 で 
見 られ る よう な 強い 酸性 の も の は まだ 何 所 に も 知ら れ て いな い . これ は 前 記 の よう な 強 琶 性 の 
水 が あ つた と し て も, 長い 時 間 周 囲 の 岩石 その 他 と 反応 し た た め , 温度 も 低下 し , 次 第 に 変質 
LUM, アル カリ 性 の 水 に な つた き を の で あろ 2 う 5 それで この よう に 大山 岩 中 に 閉じ ご る ゐる られ 
TCHORIKTCS, fh 5HRKBACK EL OCHO, ~7 < PoORBTHRLEK CS 
0, マグ ママ 性 水 で 怒る ご の よう な 火山 岩 中 の 低温 の マグ マ 性 水 と 前 記 三 原山 の マグ 性 水 の 
LITT TPOBRELORKLEA RMP SRO, それ ら を 残 翌 所 グマ 性 水兵 叶 久 る 
ice). 

マグ マ 性 水 ま た は マグ マ 性 物質 を 含む 泉 が 温泉 で ある な ら ば , この 残留 マグ マ 性 水 る 多 
量 に あれ ば , 一 次 性 温泉 と な る こと が で きる の で ある . も ちろ ん これ ら は 低温 の アル カリ 性 温 
MEGS. これ ら の 炎 山 性 温泉 の 生成 関係 お よび それ ら の 区 別 の し 方 の 一 部 は 既に 報告 の し た 
の で ここ で は 和 省略 する . この よう に , 三原 山 燈 岩 湖 か ら マ グマ 性 水 を 採取 する こと が で きた な た 
め , マグ マ 性 水 の 本 質 が 知れ , また 温泉 の 生成 機構 に よる 立ち 入 つ た 温泉 分 類 法 や を, これ ら の 
マグ ママ 性 水 や 火山 の 揮発 性 成分 に よる 大 気 , 河川 , 海 浴 な どの 性 質 の 変化 の 推定 も 可能 と た なつ 
た 

な お 1951 年 の 噴火 で 採取 し た 大 島 三 原山 火山 の 塩化 水素 中 の 塩素 の 同位 元素 組成 は 普通 の 
食塩 か ら の 塩化 水素 と ほとん ど 同 一 で 著しい 差異 は 認め られ な か つた . 


* 日 本 の 火山 の 自 華 物 中 の フッ 素 に つい て は 有 鹿児島 大 学 の 鎌田 政明 が 研究 し , BHO TY ROWER 
Do CWS. : 
16) 坪井 誠太郎 , 菅原 fat, 小穴 進 孔 : 科学 , 14, 102 (1944); K. Sugawara, S. Oana and T. 
Koyama: Proc. Imp. Acad. Tokyo, 20, 721 (1944); Proc. Jap. Acad., 25, 103 (1949) 
17) N. Kokubu, S. Watanabe, Y. Ide: Mem. Faculty of Sci, Kyushu Univ. Series C. 
Chemistry, 2, No. 4, 151 (1951) 
17a) 岩崎 岩 次 : “火山 の 化学 ”, p. 56 (1948) 
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§6. BEROKWAZOROHE®” 
Kk Kid: 5 fil 2D Gi © FRFIEVE RET DMI X feds, また され て いる が か は 現在 不明 で ある . 
た だ 噴出 し て 風雨 海水 な ど に 運び 去ら れ な い 固 形 物 だ けが 現在 の 大 島 火 山 と し て 残 つ て いる わ 


け で あり , 揮発 性 成分 の 大 部 分 は も は や この 附近 で 見 て その 規模 を 推定 する 材料 に は な ら な 
Vs. 村内 必 典 は 噴火 の と き に 放出 され た 水 燕 気 の 量 を 推定 し て 燈 媒 を 約 13 の 含水 量 と し 
fee CHUL W.F. Foshagi や の の 求め た Paricutin 火山 の 17% に 近い . 何れ も これ ら は 直接 
の 冠 量 値 で は な い の で ある が , 現在 これ ら を 正確 に 測定 する 方 法 が な いよ う で ある . た だ 可能 
性 の ある 方 法 と し て は 前 た 述べ た 火山 ガス の 含有 量 と 性 中 の 粘度 と の 関係 を 利用 する こと で あ 
る . 前 か ら 知 られ て いる よう に , 天然 の 燈 岩 の 粘度 は これ ら の ガス を 放出 し た 火山 岩 を と つて 
実験 室 で 溶融 し て 測定 し た も の に 比較 し て 著しく 小さ い の で ある 2 の 02D それ で 火山 岩 の 粘 度 
が 火 財 ガス の 含有 量 に よ ょ つて 変化 する も の と すれ ば その 模様 を 見 る と その 火山 ガス 含有 量 が 推 
る の で は な いか て と 舞 5 

ここ で は 今 , 昭和 13 年 6 月 7 日 の 浅間 火山 の 爆発 時 の 圧力 563 気圧 2 を 考 を , HOLE 
1120°C と し, R.W. Goranson) が ソー メダ 長石 で 求め た 含 水量 を 使用 し て , これら が 三原 山 
火山 で も 成立 つも の と 仮定 する と , 大 体 3 巡 位 の 火山 ガス を 含む ご と た に な る (も ちろ ん 温度 , 
FEA, マグ マ の | 性質, 火山 ガス の 性 質 に ょ つて 相当 著しい 変化 が ある こと は 考え られ る が ). 
また 1950 年 に 噴出 し た 三原 山 の 火 山岸 は 強 熱 する と 約 1 た に 相当 する 火山 ガス その 他 が 放出 
SHO, CHYUEE TTF VE SZEN CTW RMRERAILEEL TC KWAI SE CAM 
火山 岩 か ら 分 離し て 大 気 中 た 逃げ て 行 つ た こと に な る . 

も し この よう に 大 島 火 山 の 火 山 岩 中 に 信 ま れ て いる 揮発 性 成分 が 約 14°C, 村内 氏 の 求め た 
約 13 の 揮発 性 成分 を 含ん で いた 燈 岩 が 固化 し た も の と する と , 普通 の 場合 で も ガス 噴出 が 
連続 し て いる の で , 少く と も 現在 の 大 島 の 重量 の 約 10% の 揮発 性 成分 が 噴出 され た こと に な 
る 導 そ し てこ ご これら は 全部 大 気 ま た は 水圏 な ど に 移動 し た こと な る . 

§7. 火山 昇華 物 

a) “KAS HAM 8~12 年 頃 ま で の 三原 山 は 現在 と は 様子 が 全く 異 り , 中 央 火口 丘 


18) 村内 必 典 : 自然 科学 と 博物 館 , 20, (No. 5~6) 70 (1953) 
19) W.F. Foshag: Am. Mineralogist , 33, 195 (1948) 
20) Bile: “kos”, p. 143 (1948) 

21) 水上 gt: Heese, 60, 124 (1951) 

22) 水上 wh: HhEOPFEATZeR, 20, 93 (1942) 

23) R.W. Goranson: Am. J. Sci., 35, 71 (1938) 
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Orb UL 380m 位 の 深 さ の 火口 が あり , その 西南 部 た は 火山 灰 な ど が 岩石 を 埋め た 部 分 が 
あつ て 多数 の 噴気 孔 が 主として 水蒸気 を 噴出 し て いた . その 頃 の 状態 は 日 本 化学 会 誌 *2 う に よく 
述べ て ある . この頃 の 状態 の 大 島 火 山 の 和 昇華 物 と し て は , COMMORREL, COMOMAE 
色 ま た は 淡 黄 色 の アル ノー ゲン その 他 の 有明 バン らし いも の の 混合 物 ら し きも の が 認め られ 
だ 三 例 ど と ご て ば 第 オオ 表 の よう な 組成 の ざ で の が あつ っ つた 

な お こと の 附近 た に は セッ コウ が あり , その 上 に 鉄 が つく 第 4 表 
BDL, RRBEOLOE CHE OK. ThHiIDkiwso AlO3 18.03 | K.O “1La7 
SCI MEL Ce, MARTORELLI te Pesos 048 a) A td 
ER | MgO 0.09 S00 が 多量 
だ 噴気 孔 地 帯 の 岩石 が 噴気 たよ つて お か され て , その CaO 0.31 5 

ZED 5 OAs NCEE ey 2 MARL TWS Se aps Cone eh 
WBE TE HR RR DSL TY. Tee 7 yy 7 POD RB I 
津 行者 の 窟 や 各所 の 火山 岩 の 表 面 に 青 緑色 と つい て いる の が 見 られ , と くに 野 増 村 と 差 木 地 と 
の 中 間 と 流れ た 燈 岩 流 の 表面 に は 多く 見 られ , 自動 車道 路 か ら 山 の 方 に 少し 入 つ た 部 分 に は 表 
面 が 黒色 の 赤銅 鉄 232 の 上 部 が クジ ャ ク 石 と な つて いる も の が 採取 され た 9. 

1951 年 3~5 月 た は 新 に 噴出 され た 火山 岩上 に た, こと に 噴気 孔 の 存在 する 附近 た に は 邊 " 黄 , 
褐色 緑 , 青 , 赤 な ど 様 々 な 性 質 の 昇華 物 が 多量 に 見 られ だ: これ ら は 多く は 混合 物 で , こと 
だ 採取 後 す ぐに 水分 を 上級 収 し て 流れ て し まつ た り し て , 常温 の 容 気 中 に お いて も あま り 著 し く 
変化 し な いも の だ けし か 確認 する こと が で き な か つた . 黄 褐 色 の も の で 多量 の Fe*+ と 塩素 を 
含む も の で ロー レン ソン サイト FeCh と 思わ れる も の も あつ た が 極め て 吸水 性 が 強く また すぐ 酸 
化 さ れ て Fe* が 多量 に 入 つ て きた . 第 5 表 に は それ ら の 主 成 分 を 示す . た だ 鉄 Fe*+ と 
Fett Se Fe? EU COGHMAARE CES ESOS REO CE FO eV EER 
ある . 塩化 物 と 硫酸 塩 な どの 混合 物 で ある . 1951 年 の 噴火 の 特色 と し て は 昇華 物 中 に 極め て 
多量 の 鋼 の 化合 物 が 存在 し た こと で ある . 勿論 前 記 の よう に 赤銅 鉄 や クジ ャ ェ ク 右 の が 前 に る 
認め られ て いた が この よう に 多く は な い . 第 5 表 の No. 8 は 銅 の 硫酸 塩 を 主 と す る も の で 
ある . な お Al, Fe, Ca の 多い も の が ある の は , アル ノー ゲン , FER, FILER ejay 
な ど 前 の も の と 同様 と 思わ れる . 今 ま で の 燈 内 を 噴出 し な い 時 期 の も の で は 主として 硫酸 塩 で 
あつ た も の が , 今回 は 上 記 の 外 に セッ コウ , Bey 29, 食塩 の や 哲 化 カ リッ ム な どる 発見 
され で いる. また 令 白 石 も 硬 セ ッ コ ウツ 中 含ま れ で いた こと が 知ら れ て いる 2 の, その 化学 組成 
ih, SiOz 18.07%, CaO 31.19%, SO; 43.79%, Hz20 7.14%°c, Al, Fe, Mg, Na, P oi 


It 


24) 岩崎 岩 次 : 日 化 , 57, 255 (1936) 
25) 岩崎 岩 次 : 火山 の 化学 , p. 107, (1948) 
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ere ene ‘en oi 3~5 pa 


No. 1 Ney NGL S. Nos No.5 No. 6 No.7 No. 8 No. 9 No. 10 


Si 0.5 9.3 ihe Th 8.1 2.8 8.3 16.4 0. 5 24.4 325 
Ti none 0.7 0.0 0.3 0.7 0.0 0.3 0.0 0.4 0.0 
Al 47.9 16.07%) 48. WH45520 HANA ~ 38.8 rinses 6.1). bse 7122.5 
Fe 12.9 18.8 rll OMe Sie 105 4.2 2.8 5.6 9.8 
Ca yay) ZEA a nota? TOR dee 92922 7.6 4.5 18 仙 GC 
Cu 1.8 24.3 2.4 0:9 SO 11.9 85.9 0.4 0.2 
Mg の の 1.6 jl 2 ORS! 2.8 Ont 0.2 0.6 2.0 
SOs と Cl と の モル 比 
SO3/C1 

ma KOA 3.35 試料 A は 大 体 No. 5 た に 同じ 

” B ive ” B tk No. 1 た 同じ 

Me C 28.5 ” C tikKfk No. 8 cit 

u D 9.91 1 QD VEXKK No. 9 KU 


Mn, Ni, は 全部 に 朗 8 め ら れ , No. 1, No. 5 に は Co, Ba, No. 5 に は As が 検 出さ れ た . 
この 数 値 は これ ら の 元素 間 の 100 HCA. 


* 


量 が 含ま れ て いた 9 食塩 中 3) に は Mg, Ca, Mn, Cu, Ba な ども 認め られ , その 他 に ハロ イ 
FH bhPT aVAYAROLO, KUPIA, アデ チタ = ニ = で ゼ ぞ な ども で 認め られ て いる 2 の | 

な お 著者 ら の 採取 し た も の の 中 の 緑青 色 の る の の 中 の 赤褐色 の も の に は As が 認め られ , 緑 
青色 の も の に は Ni, Co も 含ま れ て いた . この よう に 銅 が 極め て 多い の は 富士 火山 帯 の 岩石 一 
般 に 鍋 が 他 よ り 多 く 含ま れ て いる 性 質 と 一 致す る 性 質 か も 知れ な い (岩石 の 項 参照 ). 

b) 大 山 和 昇華 物 の 放射 能 。 火山 ガス の 放射 能 の 項 で 述べ た よう に , も し 火山 ガス の 放射 性 
成分 が マグ マ の 揮発 性 成分 と し て 多量 の マグ マ か ら 濃 縮 さ れる も の で ある な ら ば , それ ら が 固 
備 じ た 里華 物 中 に 相当 認め られ な けれ ば な ら な い 符 で ある と 思わ れる . それ で 火山 ガス 中 で 
強い 放射 能 を 発見 し た 1942 年 頃 か ら 火 山 和 昇華 物 の 放射 能 を 測 完 し て いた が 本 邦 火 出 で は 発見 
きれ な か つた . 火山 噴出 物 の 放射 性 物質 と し て は 前 た 述べ た よう に た だ 僅か に , "イタ リー の 
Vesuvio 火山 の 1631 年 の 燈 岩 流 の 割 目 た 発見 され た Vesbine15) だ け で あぁ つた. Vesuvio ik 
帖 の 農大 は アル カリ 娠 で あり , 附近 の 石灰 岩 と の 接触 な ど 特 別 の 例 で ある と 考え られ て いた . 


1951 年 3~5 月 た 採取 し た 昇華 物 に つい て ロー リッ ツェ ン 検 電器 で その 放射 能 を 測定 する と 


第 6 表 の よう に 明 か に 放射 能 を 示す も の が ある こと と が 判明 し た . この 表 に よれ ば , 肉眼 で 見 て 
自 開 物 の つい て いな いと 思わ れる 種々 の 形 の 細石 で は 何れ も 放射 能 は 認め られ な い . CORT 
自然 放電 の 2 倍 以 上 の 放射 能 を 示す も る の は , 試料 1) と 7) の 何れ る も 緑青 色 の 里華 物 で ある . 


26) 森本 良平 , CH: 地学 雑誌 , 60, 136 (1951) 
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こと の 外 に 小形 の も の で 百 色 を 帯び た 緑青 色 の 鐘 乳 石 状 の も の は 約 15 倍 , 緑色 海綿 状 の も の で 
4~6 倍 な ど が 認め られ た . この 中 で 試料 1) は さら に 24 時 庫 後 は 1.19div/min (N.L. 0.08 
div/min), 48 時 間 後 は 1.24 div/min (N.L. 0.09 div/min), 72 時 間 後 は 1.11 div/min (N. 
L. 0.08 div/min) と ほとん ど 一 定 の 放射 能 を 示し , これ の 表面 を けず つた 少量 な も の で は , 

0.04 div/min (N.L 0.02 div/min), 1 ヶ月 後 0.037 div/min (N.L. 0.017 div/min), 3 ヶ月 
@ 0.04, div/miu (N.L. 0.02, div/min) と ほとん ど 一 定 で ある . Hhbdo ARINC BO BH 
PICRILE LS Vb L 


第 6 表 =RUFAEwWoORNE ( 約 1g の 試料 ) 
8), ニョ = —————— ——— 


: 料 ody) BREE 
CIV O ANS Ht : Giv/min) (div/min) 
純粋 た 採取 で き な か つた の Emo 0.08 0.08 
ee 3. > 4. 岩石 } (同上 海綿 状 状 の も の ) 0.01; 0.01s 
BoM COTO IRE OF We ee er ene) 0.01s 0.01 
DE CIV CGHOCEE 2) Bite ea CaN MEYE) 0.12 0.09 
3) Pie, BKBKOLO 0.033 0.017 
~ x20 FN = 
LERPESSDEOSTS yy ree A ROM) FEM 0.08 0.08 
へ 10g 位 の 試料 を つく り , 5) HEF 0.14 0.08 
3 6) 褐色 (所 々 黄色 ) ASEM 0.02; 0.01s 
YR ム 人 
AR CYRIL, SiO。 を 分 2 ae ea ame a ate ny 0.07 0.013 
BEL, これ を フ マ ッ 化 水素 酸 8608) AR AED 0.16 0.07 
3 9) Hats yeh 0.09 0.08 
で 追い 出し , BME 
TEV, 残留 物 を 記 酸 10) wea es GUREHE) BEM 0.01。 0.01; 


ナトリウム 融解 後 塩 酸 で 深 
解す る 普通 の 方 法 で 500cc の キュ ょ リー ビン で 渡 塩 酸 深 液 と し て 30 日 間 放 置 し た 後 ラド ン を 
精密 ラド ン 計 で 測定 し た . その 結果 は 何れ る 明か に 少量 の ラド ン , すなわち ラジ ウム が 検出 さ 
れ た の. 比較 の た め に 火山 岩 (ラジ ウム 0.09~0.18x 10-2 g/g) を 普通 の 方 法 2 で 同様 に 測定 
し た も の に 比較 し て 大 体 同 程 度 の も の ( 白 緑 色 の も の な ど ) も 多い が , 帯 褐 黄 和 白色 の も る の は 約 
4 倍 , MAB ED LO 2A 3 倍 , 帯 黄 褐 色 , 褐色 , 帯 和 白 汚 緑色 , 帯 百 緑青 色 の 4 個 は 約 2 
倍 が 認め られ , 帯 黄 白色 の も の は ラジ ウム が ほとん ど 認 あめ られ な か つた .、 

ここ と で 第 6 表 で 放射 能 を 測定 し た 試料 と ラジ ゥ ッ ム を 測定 し た 試料 が 同一 で な い 上 に , 季 華 物 
中 の 放射 能 の 分 布 が 一 様 で な い の で , 両 測定 が 一 致し て いな い が , = oC OIL 
中 に 放射 性 物質 が 濃縮 され て いる こと が 認め られ , ラジ ウッ ム る 普通 の 火山 岩 の 約 4 HBO 
縮 さ れ て いる も の が あつ た こと と に 意味 が ある . ラジ ウゥ ム その 他 の 放射 性 物質 が 昇華 物 中 に 濃縮 


_ 


27) 岩崎 岩 次 : “分 析 化 学 概説 ”, p. 444 (1956) 


vi 
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する 可能 性 が 認め られ た 以上 , 火山 ガス 中 の ラド ン な どの 放射 性 移 質 の も と も こと の よう な 放射 
性 物質 を 考え て も さよ いとい う 根拠 を 与 を た も の で ある と 思う . 最近 小穴 進也 ら ふ 昭和 新山 の 
噴気 礼 の ガス お よび 揮発 性 成分 の 研究 か ら 同 様 な 結論 に 達し て いる よう で ある 、 


この よう に 1951 年 の 三原 山 の 自 開 物 の 放射 能 の 確認 に よ つ て 火山 ガス や 温泉 の 放射 能 の 4 
威 の 機構 に 極め て 重要 な 資料 を 提供 し て いる の で ある .、 


aia 


§ 8. PAHO HKe 

a) TRRSLOMEOR(E 昭和 8 年 か ら 11 年 の 1 月 頃 ま で の 三原 山 の 噴 気孔 の 活動 状 能 
(RBI RE LC SIM. その と き は 噴気 包 は 一 般 に 群 を 形成 し て いて , MMI 1 EIR 
WMICHET SLI ROLIRNELALEWCL, 補 ' よ びそ れ ら の 中 の 苗 力 の 大 き な も の が 一 番 高 
im C, 附近 に は 各種 の 低温 の 噴気 孔 が 群 居 し て いる こと を 認め た 2. Sh CHKA Db OFM 
で 必ず し も 温度 の 変化 が 一 様 た 認め られ る わけ で は な く , すなわち Deville の 法則 に は 必ず し 
も 一 致し な い が , 各 噴 気孔 群 の 最高 温度 の も の を 各 噴 気孔 群 で 比較 する と 大 体 噴火 唱 か ら 規 則 
的 な 変化 が 認め られ , Deville の 法則 が 大 体 成 立 す る こと を 認め た の で ある 2%. 

ら の 噴気 孔 の 活動 と 大 山 活動 と の 関係 を 見 る こと は 重要 な こと で ある が , この よう な 目 

HW CRAFLDEMe THR MELE LOUD <, また 各 火 山 で また 各 噴 気孔 で 必ず し る 
王 致 し た 結果 が 認め られ て いな いよ う で ある . それ で 昭和 8 年 か ら 昭 和 12 年 4 月 頃 ま で , こ 
れ ら の 性 質 を 調査 し て 見 た . すなわち , 噴気 孔 の 基本 的 性 質 で ある 温度 の 変化 を 最高 温度 計 で 
調査 し た . そし て 1 個 の 噴気 孔 の 1 日 中 の 変化 , 季節 的 変化 (主として 気温 に よる も の ), ま を 
た は 数 年 間 の 変化 を 見 た . 第 7 表 た は その 例 を 示す . これ は 前 た に 述べ た 昭和 10 年 頃 の 噴火 
の 南西 部 の 噴気 孔 群 3? に つい て の も の で ある が , 前 に 報告 し た も の と 噴気 孔 の 番号 が 必ず し も 
同 王 の も の で は な く , 相当 新しい 測定 し 易い 部 分 の も の に し た も の で ある . これ ら に は 1951 
年 頃 か ら 現 在 の よう な 高温 の も の は な く 何 れる 100°C 以下 の も の だ け で ある . それ で 高温 の 
噴気 孔 と は 相当 性 質 が 異 つ て いる か る も 知れ な い が , 100°C LD FORRLOSSELOOMBE 
SS いと 過ち れる 

全体 的 た 見 て 約 5 年 間 に こ れ ら の 噴気 了 師 の 性 質 に は あま り 著 し い 変 化 は 認め られ な か つた . 
だ た だ 気温 の 高低 と 噴気 防 の 温 護 の 変化 と の 間 に 幾 分 の 関係 が ある よう で あり , 一 般 的 に 気温 の 
高 で 夏 の 方 と 温 魔 の 高く な る も の が 多い よう で ある . も ちろ ん 噴気 包 の 構造 に よ つ て は ほとん 
ど 変 化 の な いる の や 逆 だ 低 温 と な る も の る 見 られ た . それ で 1 日 の 中 で 朝 , EF, 午後 で も そ 


28) 高橋 清 , NK Heth: 地質 調査 報告 ,) 170, 115 (1957) 


84 aK KE PR OE NAMED + BA + RR 
OBL mE OLS i <, BS 第 7 表 =}RWo0 
所 の 構造 や 当時 の 天候 ゃ 気象 条件 に I I Il Wa 
よ つ て その 変化 も 一 様 で は な いよ う 昭和 1 年 3 月 商 各 11 年 5 Dim annie 7 月 昭和 11 年 8 月 
2211 sp fel ~10nh507> “i 5 日 午前 9 ~1268 午前 9 ~ 
で ある . これ は 地下 水 が 大 部 分 を 占 20~507) FE ne FF SLL AE LOR 
Ii, BRK eet 
め て いる 温泉 の 場合 の ょ うに 明瞭 た Nt, 爆音 弱 Eas 爆音 晴 , 爆音 強 Mt, Bear bess 
3 35 y 
VCC IEW) Cae, Be oe 温度 | 気温 | Ge | Sh | Re | Soh We | aie 
i ie oo CO LCO + CO).| CO) CSC ee 
図 に は 第 7 RCL ARBOB(LOK 71.5 | 8.5 | 73.2 ET OI | 20.0 | 70-3 | 24.8 
SSL, それ に 対応 する 噴気 孔 の 温 2 | 245) 8.5) 24.1) 14.0 | mw) — | = | — 
3 | 52.8*| 8.5 | 50.0*| 14.0 | 54.8 | 19.0 | 52.0 | 24.6 
ROZILOARERL 7 OCH 462.3| 8.5 | 61.0: 14.5 | 64.2 | 20.41 62 4 | 24.8 
る 」 こ れ で 見 て を 和 士 記 の と と が 大 体 5167.5 8.0165.8 | 13.0 | 63.0 | 20.2 | 64,5 | 24.8 
6 | 44.7% 8.0 | 52.3% 14.0 | 74.5 | 19.6 | 74.1 | 24.8 
認め らち られる. 何れ た に し て も 勢力 の 大 7|81.2*| 8.0 ie yar 78.9 | 25.8 
き な る も の は 気温 と は あま り 著 し く 影 8 | 79.0] 8.0|81:5 | 14.2 | 78.0 | 19.6 | 8g0.2| 25.8 
aah Ome a 9; — | — | 81.2] 13.3 | 71.0 | 21.0 | 91.4 | 25.8 
eS IVIg CRIA EO MIEZ A yg) _ | _ | 77.9| 14.9| 75.0 | 21.0| 77.7 | 25.8 
し て いる よう で ある この RNS Ws) — | — | 72.2) 14.1} 71.3 | 20.8 | 71.0 | 25.4 
12| — | — | 73.6 | 14.0 | 61.7 | 21.0 | 64.5 | 25.4 
活動 と の 関係 を 見 る た 都合 が よい よ yg) | | 71.6 | 14.7 | 69.5 | 21.2| 71.0 | 25.4 
RR! 14; -— | — | 77.1} 15.1 | 75.1 OE | 25.4 
15| — | — | 77.0] 15.0 | 74.5 | 22.0 | 7g 4 | 24.9 
= SS Zy% | : 
これ ら の 噴気 孔 は 現在 は 全部 な く 6 | | mg 4.5 | 67.5 | 20.8 71.1 | 24.9 
iO, &< MLW RED} OR1951 17| — | — | 57.5} 15.3 | 55.8 | 21.0] go 9 | 24.9 
18° —= | =" "78.5 115-5" 70.5:( 20-5 24.9 
3~5 に ae RY] (OP ‘ 
- 月 に は 存在 し た . 第 1B 19 52.5 | 20.4] 5) 7 | 24.6 
(A) DBP CULREET CRAKS 20} — | — | = | = | 57.5 | 20.6] ce. | 24.6 


程度 で あり (E) 点 で は 下部 に 真赤 

な 燈 岩 が 存在 し , 鉄管 が 自由 に 曲げ られ る よう な 高温 で あつ た が , 現在 は また ずつ と 低温 と な 
NN 

火 百 北方 約 3.5 km の 湯 場 で は 水 恭 気 の 噴出 が 認め られ , この 噴気 孔 の 温度 は 次 の よう で あ 
PR 


ee ise 
1933 年 5 月 28 8 p.m. 4F% 30 分 50°C (20°C) 
1936 年 3 月 22 日 12 時 30 分 49 .5°C —-( 8.5°C) 
1937 年 4 月 28 A 12 時 頃 50.5°C (14.0°C) 


29) T. Fukutomi, M. Nakada: 
理 ”, p. 11 (1936) 
30) 岩崎 岩 次 : 日 化 , 61, 367 (1940) 


Bull. Earthq. Res. Inst. 13, 616 (1935); 福富 孝治 : “温泉 の 物 


COGN se 
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噴気 孔 の 温度 変化 


Vs Vie V Vl Wa VW Ve 
A 0) a eee te iR lb rae 
20H Pe 1 ~ 35) CA 昭和 12 年 昭和 12 年 昭和 12 年 昭和 12 年 
2 時 測定 B30 分 ~ 4 時 時 30 分 3 1 月 3 日 4 月 28 日 4 月 28 日 4 月 28 日 
| 分 測定 定 [MaMa bes ot 4p ho Fa a Rae 
ae 晴 , 内 輪 山 内 
Ms SEAN, ELS EB OR <a = — — — 
cs oi 
mB | Sele 温度 | 気温 温度 | 気温 温度 | 気温 KE | Seta | TE | Sethe | UE | Se 
Cae Oye Goin (CC) | CCL CO CC) COC €) |_ CC) | CC) LLCO |_ CO) |_ CO) 
70.2 | 25.5 | 69.0 | 25.3 | 70.0 | 15.0 | 72.0| 3.5 | 70.8| 10.9 | 71.0 | 14.2 | 70.5 | 14.6 
= | 20.0} 2.8 | = = 
53.0 | 27.3 | 53.2 | 24.6 1154 5157 54.2] 3.6 | 51.4 | 13.7 | 52.0 | 17.7 | 52.1 | 12.8 
62.0 | 25.5 | 62.5 | 25.3 | 62.4 | 14.8 | 56.4] 2.8] 56.8} 9.5 | 58.0] 14.2 | 56.7 | 14.6 
65.0 | 25.5 | 65.0 | 25.3 | 58.5 | 15.0] 65.8] 2.8 | 62.5] 9.5 | 63.0 | 14.2 | 62.0 | 14.6 
72.9 | 25.5 | 73.5 | 25.3 |°73.0:| 15.8 |:68.2 | 3.5 
72.9 | 25.8 | 78.1 |-26.0 | 78.2| 15.9 | 77.2 | 2.8 | 7812) 9.5 | 77.2 |15.0 | 78.0 47.5 
80.5 | 25.8 | 80.8 | 26.0 | 81.5 | 14.5 | 79.2 | 3.5 | 79.7 | 9.5 | 78.7 | 15.0] 77.8 | 17.5 
82.0 | 25.8 | 81.9 | 26.0 | 78.7 | 15.3 | 71.5] 3.5 | 58.0 | 10.9 | 64.9 | 14.2 | 66.6 | 14.6 
A 25.8) 77.2 )-20.0 |¢5.0 | 15.0 | 73.0!) 3.5 75.0 | 13.5.) 75:5 | 15.5 |'76.0°7 15.5 
70.5 25.9 | 70.5 | 24.9 | 71.0 | 15.5 | 69.5 | 3.5 | 71.0 | 13.5 | 70.5 | 15.5 | 70.0.| 17.5 
64.7 | 25.9 | 66.2 | 24.9 | 67.5 | 15.0 | 66.2 | 3.5 | 66.5 | 13.5 | 66.7 | 15.0 | 67.0 | 17.5 
70.0 | 25.9 | 69.3 | 24.9 | 69.5 | 15.3) 69.0| 3.5 | 70.2 | 13.5 | 70.5 | 15.5 | 69.9 | 15.5 
77.09| 25.9: 77.0-| 24:9 | 73.5 |.15.3.| 69.9 | 3.8.| 72.0°| 12.2 |.72.5.| 15.8.| 73.4) 15.5 
78.4 | 26.4 | 77.9 | 24.9 | 60.7 | 15.0 | 72.9| 3-8 | 63.3 | 12.2 | 65.2 | 15.8 | 66.5 | 13.6 
70.8 | 26.4 | 71.0 | 24.9 | 43.3 | 15.0) 66.5 | 3.2] 56.1 | 13.7 | 58.3] 15.8 | 60.2 | 13.6 
61.0 | 26.4 | 61.0 | 24.9 | 48.1 | 15.2 | 48.0} 3.8 | 56.8 | 12.2 | 57.5 | 15.5 | 59.2 | 15.5 
We | 26-4 | 72-4 |. 24.9 | 60.0.| 15.7 |.60-0: | 3.8 | 54.6 [12.2 | 56.7) 15.8 | 61.5 | 15.5 
52.3 | 27.3 | 52.1 | 24.6 | 50.5 | 15.5] 50.9 | 3.6 | 50.1 | 13.7 | 50.5 | 17.7 | 50.1 | 12.8 
55.7 | 27.3 | 55.2 | 24.6 | 55.0 | 15.5 | 54.0 | 3.6 | 53.0] 13.7] 53.7 | 17.7 | 53.7 | 12.8 


な お 1950 年 の 噴火 前 は 45°C 位 で あつ た も の が 噴火 以来 49~51°C 前 後 と な つて , COR 
の 最高 は 1950~1951 年 の 噴火 を 停止 し て いた 10 月 頃 で あぁ つた と いわ れ て いる 2. 

b) 噴気 孔 ガ ゲス の 化学 組成 1951 SR OMAR AOL FMM お よび マグ マ 性 の ガス の 化 
学 組成 は 第 1 表 た 示し た . これ は 火山 活動 の 活 液 な と き の も の で , 現在 や 第 7 表 で 示し た 時 の 
る の と 異 り , マグ マ に 近い 部 分 か ら 噴 出し て いた も の で ある . 昭和 8 年 か ら 12 年 頃 ま で は , 
SEA LAKRAEERP LE LELODBS <, 第 7 表 で 述べ た 部 分 の 噴気 孔 で は 勢力 が 弱く 互 
運 絡 が ある らし く , ガス 採取 の た め に 大 型 ョ ー ト を か ぶせ る と そこ と の 噴出 は 極め て 弱く な り , 
ほとん ど 止 ん で し まう 3 程度 で , 噴気 孔 ガ ス の 採取 は ほとん ど 不 可能 で 大 部 分 が 補 気 で ある よう 
示 粒 笠 だ けし か 採取 で まき なかつ た. こと の 附近 の 水蒸気 に り ト ネス 試験 抵 を ぬら し て も ほとん ど 


31) 森本 良平 , BAS, MCT: 地理 学 , 第 1 巻 , 第 2 号 , 80 (1953) 


86 岩崎 岩 次 ・ 桂 。 Hee RB eI RR MAM AR 


10 wt 
A 
gk る ms 
の 
温 
_ x 
6 化 


=2 気温 の 変化 (°c) * 


第 2 図 三原 山 の 噴気 孔 の 気温 の 変化 と 噴気 孔 の 温 度 変化 と の 関係 


色 の 変ら な い , 中 性 附近 の 水 奈 気 で , 炭酸 ガス を 1 程度 含む も の が 時 々 採取 で きた 程度 で あ 
Dic. た だ 噴気 孔 ガ サガス の 通路 の 岩 石 は 昇華 物 の 項 で 述べ た よう に , 極め て 特長 の ある 腐食 を し 
て セッ コウ が 生成 し で いた り , 附近 の 岩 太 面 に は 雨水 た 流さ きれ な い 部 分 た 美しい アル ノー ゲン 
また は ミョウバン の よう な 里華 物 が 生成 し て いた . CHMPbBA CMHRBH A = eld HES 
の よう な 硫酸 塩 を つく る も の が , これら の 水蒸気 と 一 緒 に 運ば れ て き て いた こと と が 認め られ る 
の で ある が , 噴気 札 ガ ス 中 に は 前 記 の よう に 談 酸 ガス の 外 に は ほとん ど 認 め ら れ な か つた . 最 
近 (1957-10-14) , 1951 年 の 噴火 で で きた 小山 の 北側 倖 面 の 噴気 孔 92°C, 気温 279C) で は 所 
縮 水 が pH4.4 で , Cl=3.2 ppm, SO4--=7.4 ppm CARARYINLIELAEBRSLS, ア 
ルカ リ 深 液 に は 吸収 され な いも の が 得 ら れ た . これ は 前 記 の も の と 同じ も の で は な いか と 思わ 


VD. な お 第 8 表 に は 普通 の 第 8 表 泉 津 天 然 動物 公園 の いわ ゆる 風穴 の 噴出 ガス 
噴気 孔 で は な い が , いわ ゆる Pi ERIC eee 
MR? と 呼ば れ て いる る も の No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 Fer 
CO» 0.32 1.05 0.43 0.42 0.03 
の ey DRA Tx 
3 RED RRA es Ce 17.72 nd. na. 20.93 
園 中 で トナ カイ の 居 た 部 分 の NN 80.07 81.23 nd. nd. _+~ 78.10 


4DCHS. TOBA He, H2S, CH4, C2Hs, 重 炭 化 水素 な ど 何 れ も な し . 
いく ぐ ぶ ん 応 酸 ガ ス を 空気 より 多く 含ん で いる こと が わか る - 


§ 9. 火山 灰 火山 弾 その 他 の 噴出 物 
火山 噴出 物 と し て 火山 灰 , 火山 毛 , 火山 涙 , 火山 弾 等 が 古く か ら 大 鳥 火山 に 知ら れ て いて, 


reve 
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者 者 ら も 昭和 8 年 頃 か ら 12 年 頃 ま で に 何 回 る 採取 し た . CHOKES AND DONARHRM 
ON Se 

a) 火山 灰 火山灰 が 大 中 小 の 大 体 3 つの 群 か ら で き て いる こと と お よび 中 位 の も の は 比較 
的 少く て , 大 き な 粒 子 の 周囲 た 中 , 小粒 が 附 着 し て いる と と を 昭和 10 年 8 月 17 BORO 
火山 灰 で 寺田 寅 随 が 発見 し て いる . それ で , 火山 灰 の 分 布 は 比重 と 風 , 噴火 の 性 質 と その 時 
DMRORE LOTR), その 採取 の 場所 と 時 期 と に と ょ つて , た と る マグ マ か ら 直 接 誘導 さ 
れ な た 火山灰 で も , マグ マ の 性 質 と 相当 著しく 異 つ た も の が で きる 可能 性 の ある こと を を 指摘 し , 
火山 灰 な ど と マグ マ の 性 質 を 比較 する 場合 は 八 程 注意 を する 必要 の ある こと こと は すでに 注意 し た 
と ころ で ある 933), また こと これら に は 火山 自 華 物 も 多く 附 着 し て いる も の で ある が , その 附 着 し 
CW Sih 井 華 物 の 性 質 る 噴出 の 条件 お よび 採取 時 期 ま で に 経過 し た 気象 学 的 条件 に 大 右 きれ 
で 着 じ く 変 化す る も の で ある こと と る 指摘 し て きた 3. それ で 一 つの 火山 で , し か も 同一 の 噴火 
で 噴出 し た 火山 灰 で も その 性 質 が 採取 地 ま た は 採取 時 期 に たよ ょ つて 著しく 異 る こと が ある . WX 
(SMR AWIO KW C TiO. を 約 20% も 含む も の が ある と いつ た 人 も ある が , と これ は 大 山原 
HOF VEROREOL ECAR LOREO CREDLE RDNS®. 
PHBA ILS KID KWKOKREYOMAICBLMSSTCER ER. 阿蘇 火 山 の 火 山 
灰 の 可溶性 成分 中 た は Cl と SO4-- の 量 が そん な に 差 が な い が , 浅間 火山 の も の に は ほとん 
ERMA SOK” で 占め , Cl は 極め あて 少 い こと を 発見 し て いる . 大 島 火 山 で 昭和 8 HICH 
集 し た も の に は Cl も 相 当 多 いこ と と が 知れ て いる 2 の. 火山 ガス の 性 質 が 時 期 た ょ つて 異 る の 
で , 火山 灰 の 性 質 も 噴火 の 性 質 に よ ょ つて 異 る % も の で あろ う . 鎌田 政明 * に ょ れ は ば 1957 年 10 月 


22 日 に 剣 ヶ 疾 で 採取 され た 火山 砂 に は CF==0.193 %, F=0.054% 人 和信 まれ て いる こと が 知れ 
る 


b) スコ リヤ ス ュ リヤ は 多数 に 採取 され , それ ら に 火山 自 華 物 の 附 着 し て いる も の が 多 
<, これ る 火山 灰 と 同様 た に その 成因 が 必ず し ゃ も 本来 の マグ マ か ら 直 接 と は 考え られ な いも の も ぁ 
あり , 高温 の 間 に 大 気 中 に 噴出 され て 酸化 を 受け て いる も の で , これ を いき な り マ グマ の 性 
質 の 問題 と 関係 づけ る こと に 問題 が あぁ る. 例え ば 採取 され た 期日 が 判明 し て いる が , 噴出 の 時 
期 の 明か で な いこ と と が 多い . その 間 の 気象 条件 と の 関係 る 明 上 腹 で な い の で , 火山 里華 物 も 残 つ 
て いる も の だ けし か わか ら な い の で ある が , 第 9 表 に は 三宅 泰雄 ら %2 の 求め た 三原 山 の ス ネコ ュ リ 


ャ の 化学 組成 を 示す . 第 9 表 で 見 られ る よう に , 第 11 表 で 見 られ る 大 島 の 普通 の 火山 岩 と は 


32) BRE: eee, 18, 801 (1935) 

33) Bia: “KIO “Le”, p. 123, 136 (1948) 

34) 朝比奈 貞一 , 三宅 泰雄 : BREE, Sh 2, 13, 549 (1935) 

35) Y. Miyake, K. Saruhashi: Meterology and Geophysics, 3, No. 3, 222 (1953). 


* 鎌田 政明 氏 の 私 信 に ょ る .・ 
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2 YEO RSE OC, CaO が 極め て 多く , ALO: が 極め て 少な いも の で ある . それ で , こと 


の 中 に は CaO は セッ コウ その他 と し て 多量 の 火山 自 華 物 が 存在 する も の で あろ う . な お 第 10 


KOT hb DA ayy に 附 着 WG 2 Giave ee 


C, H(t 7s EID SMA EI LOTHW ES 
れ た た め に 残 つ て いな いも の で あろ 5 う 5. 

C) 火山 弾 各種 の 火山 弾 が 三原 出 で 採取 され 
て いる . 火山 弾 の 生成 た つい て 各種 の 説 が あり , 半 と 
と に 特有 の 形 を つく る た め に 急速 な 廻 転 運動 を 考 を 
て いる 大 る 多い. 1951 年 3~5 月 の 噴火 の 際 た に 多 
数 の 火山 弾 が 噴出 され た . OLX BHC BY Ze 
転 運動 を 観察 し た が , MMIC SE OSL MRE 
動 は 認め られ な か つた . し か し そん な に 著 じ い 容 中 
に お ける 和 事 転 運動 の な いと きた にせ 火山 弾 が 落ち て き 
た も ゃ の も あつ た . MROPBMeMASL XI BAS 
で きる の で は な いで あろ うか ., EHO OD 
出 弾 で ,! 空中 に 急速 な 廻 転 運動 が ある な ら ば , 表 
化学 組成 が 異 る で あろ うと 考え て , 研究 し た が , そ を 
ど な く , 急速 な 空中 廻 転 運動 の 存在 は 確認 で き な か 

著者 ら は この 問題 を 次 の よう に も て 化 学 組成 の 
速 な 空中 短 転 運動 が 長 時 間 高温 の 間 に お とら な い 限 


開 物 の 化学 組成 を 示す . これ る も 硫酸 塩 だ け で あぁ あつ 


HOR ス ュ リャ の 化学 組成 3 


TT (1950-7 
I (1940) | 23 振 取 ) 
SiO, 52.12 52.19 
TiO, 0.88 1.00 
Al,O3 13.00 13.37 
FeO; 4.85 3.43 
FeO 6.27 7.98 
MnO 0.17 Ps 
MgO 4.43 4.63 
CaO 14.31 13.42 
Na,O 1.42 2.20 
KO 0.54 0.25 
P.O; te ea 
H,0(+) 1.84 0.21 
H,0(—) 0.37 0.15 
100.20 99.33 
第 10 # ス ュ リヤ に 附 
‘ MLC te kK LAE 
部 と 内 部 と で ‘iy EMR) 
の 差 は ほ rs 
BEURIRE A Ca 11.93% 
Wiss Mg 4.36 
: so 60.97 
差 な 極め て 急 4 
iB = H,O 18.30 
jb Tews 


と を 推定 し た . BERD CLAM ROBS hOB OR LELBORKE Wohin 
外側 部 に 移動 する 必要 が ある . WER A NL EO KINMO RM O KERB 10! C.G. 
3., その 半径 10 cm, 比重 を 3 と する . この と き 中 心から 5 cm の 所 に あつ た 半径 0.1 mm 
ORG (比重 5 と する ) が , 噴出 され て か ら 5 分 間 で 落下 し た と し て , その 間 に 温 度 の 変化 
も な く , Stokes の 法則 が 成立 つと すれ ば , 1200rpm (20 rps) OMSL 1mm HH 
する こと に な り , 120 rpm (2rps) な ら ば 約 0.01mm 移動 する こと に な る . COHBABIt 
た と 20rps の よう な 急速 な 事 転 運動 が 起 つ た と し て る 噴出 され て か ら 落 下 ま で の 時間 は 1 
へ 2 分 以内 で あり , 温度 も 急激 に 降り , HELASCEZOC, 形 は で き て る 化学 組成 に 大 き 


な 差 は あら われ な いで あろ うと 思わ れる 9. 


36) 清田 寿 : 日 化 , 64, 1503 (1943); 65, 28 (1944) 


A 
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§10. LT a 間 
a) (6s pea KURA e 何れ も SiO} DD few tA te | す で 何 れる も 玄武 岩 質 の も の で あ 


®. FU RCI, CHOOLBELOERAS. の 第 11 表 で 知ら 光る よう に SiO, 51~ 
52 錠 の 何れ も 極 あ て よく 似 た 化学 組成 の も の で ある . KKMNDWHEOHNOBA CARA 
Hh D BW h DBR SiO. が 少く , SiO。 が 48 玉 位 の も の が ある . 

この は うな 大 山 岩 が どう し て で きる か は . その 母体 で ある マヌ グマ の 生成 の 過程 を よく 研究 し 
ZW ERD CH OM, 筆者 が 前 に 述べ た よう に , 富士 火山 帯 と た を る 火山 の 玄武 岩 は 一 般 だ 西 
南 目 本 の も の に 比較 し て , CaO, Fe.0; が 多く , アル カリ が 少な い の で ある . 他方 日 本 の 火山 
内 の 主 成分 の 含有 量 と SiO』 の 含有 量 と の 関係 を 見 る と , SI, DEGROWML LLCO 
成分 の 含有 量 も 大 きく 変化 する の で ある か ら , 各 火 山 の 岩 石 の 化学 組成 を 比較 する 場合 に は 必 
SHAK Si0。 の 含有 量 の 似 た と ころ で その 比 を 比較 し な いと 意味 の な いと と を 述べ て きた 9. 

な お SiO: の 含有 量 が 似 て いる か , また 同一 で も 各 火 山 岩 に は 特長 が ある の で , それ を 化学 
組成 で 示す と き に は , FeO/Fe0s と か Fe,0;*/MgO (Fe.0;* は FeO Fe.0; と を 全部 Fe.0; 
に 計算 し た も の ), K,O/NaO な ど を 比較 する と よく その 性 質 の あら た れる こと を 述べ た 9. 
し か し 何れ た に し て を も SiO. の 含有 量 を 無視 し で 比較 し た の で は 価 を 意味 する か , 不明 の こと が 
多い こと も 注意 し た 9). そし て も し , マグ マミ さ の 進化 が 大 きく 見 て SI. の 少な い 方 か ら GAR 
理 酸 塩 マ ケ グマ) 次 第 に 花 賠 岩 や 流 紋 岩 の よ うな る も の を つく る SIO. の 多い も の に 進む も の で 
ある な ら は ば , それ ら の 進化 の 段 隊 は SIO, の 含有 量 で 大 ざ つ ば に 見 学 が つく と こと に な る . それ 
C SiO。』 の 含有 量 に 対応 する 各 成 分 の 含有 量 も 大 体 は その 進化 の 段階 を 示す も の と いつ て 差 到 
ぞ な いと 選 う . この 見 地 か ら 同 一 の SiO。 の 含有 量 の も の で も 進 fe (LD EERE ALBIS Bx と が で 
きる の で を る . 筆者 2 が 求め た 目 本 の 火山 岩 の SiO。 の 含有 量 の 異な る 各 平 均 化学 組成 と R. 
A. Daly? OROKKBA, 安山岩 , 石英 安山岩 BMA ECO, Si. の 含有 量 が 大 
に な る に つれ て 各 成 分 の 含有 量 の 変化 の 模様 か ら , SiO, の 少な い 方 に よ ょ り 濃 縮 さ れ て いる も 
の を マグ マ の 早期 の 元素 。 SiO。 の 多い 方 に 渡 縮 され て いる 成分 元素 を 末期 の も の と し て , 石 
森 富 太郎 氏 わ は 次 の 関係 を 得 た . 


37) -AlesM: H1{t, 56, 1511 (1935) 
38) 岩崎 岩 次 : 日 化 , 58, 482 (1937) 

39) sieeve: Bit, 58, 339 (1937) 

40) R. A. Daly: “Igneous Rocks and the Depths of the Earth”. (1933) 
41) BB AR: Aft, 71, 275 (1950) 

42) Bie: Ki, 28, 1, 19 (1957). 


90 ibe sk Hee PB 9G URS + HOS BREN + Hee 


Ue ABKY 


No. 1 No. 2) No.3 | No. 4 | No. 5 | No.6 | No.7 | No. 8 | No. 9 | No. 10 
SiO, | 53.01 | 51.94) 51.13 | 51.32) 51.40 | 51.45 | 53.01) 52.53 | 52.45 | 51.23 | - 
TO PrasdaOSakq 1-531 Oh hale Ol 144 RZ Te (1508s) 0-747 ante OR 
Al,Os --| 14.73.-=15.36 | 17.75 | 16.84 | 17.42| 16.84 | 14.73 | 15.25 | 13.48 | 15.24 | 
Fe,0; 3.38| 3.11] 0.45] 0.65) 1.74] 1.49] 3.38] 2.69| 4.60) 4.18 
FeO 9.42| 9.81| 11.58] .12.14}~10.26| 10.95| 9.42| 10.57} 10.02] | 8.99 
MnO 0.34| 0.21] 0.25|' 0.29! 0.03] 0:19] 0.34) 08 OUR 
MgO 4.97| .4.93| 4.40] 4.22] 4.36] 4.48| 4.97| 4.54] 4.78] 4.85 
CaO 9.09 | 10.54] 10.83} 10.85| 10.51} 10.71] 9.09| 10.76| 10.23] 11.14 | 
Na,O 9.051 _0.77| 1.304 1.52] 1.44 ERC E20 NSO eed09 | 279 
K,0 0.44| 0.49! 0.36| 0.41] 0.22 | -0937| 0.44} 0.43] 0.52] 0.54 
H,0(—) 1.22 |- 0.431 0:95] 1.000149} 0.72) 4.2216 — ei ve 
H,O (+) =x se es 
P.05 0.11| 0.89] tr. tr. 0.15") 20126 1}° 0.11} 0141.) 0.33 1 07203 
合 計 | 99.87*| 100.01 | 100.01 | 100.25 | 99.46 99.96 99.87 | 100.12 100.10 99.95 
* ZrOz: 0.04 を 含む ! 
No. 1: iL, 2e7 CHUA SR win ti ee Bee LJ. 坪井 誠太郎 : 地質 学 雑 誌 , 24, 469 (1917). 
No. 2: =a, 明治 45 年 4 月 噴出 , 坪井 誠太郎 : 地質 学 閑 誌 , 24, 469 (1917). 分 析 億 は 岡 

村 : 地質 調査 所 報告 第 48 号 よ ょ り 
No. 3: =0RLMH, 大 正 元 年 10 月 噴出 , 坪井 誠太郎 : 同上 
No. 4: 三原 山 , 大 正 元 年 10 月 噴出 の スロ リア 。 坪井 誠太郎 : TALE. 
No. 5: 三原 山 燈 岩 , 大 正 元 年 12 月 噴出 坪井 誠太郎 : 同上 . 
No. 6: 三原 山大 山 岩 No. 2~5 の 平均 値 , 坪井 誠太郎 : 同上 . 
No. 7: 大島 火 山 外 輪 山 燈 岩 , AB BEN Bit, Olivine bearing bytownite-basalt. S. Tsuboi: J. 


Coll. Sci., Imp. Univ.,.Tokyo, 43, 71° (1920) Art. 6. 
No. 8: ASAKURA DEY (HISATERH) SEK aS, 岩崎 岩 次 : 日 化 , 56, 1518 (1935). 
hypersthene-bytownite-basalt. 
No. 9: 大 鳥 火山 中 央 火口 丘 燈 岩 GEKA), 三原 山 , 鏡 端 間 砂 漠 中 , hypersthene-bytownite- 
basalt.. -IRPaYc: [ALE. 
No. 10: 大島 火 山 外 輪 山 燈 岩 , 三原 山 , 野 増 間 ,  hypersthene.and olivine-bearing bytownite- 
basalt. Glave: [AlE. 


i Mg-(£8 Fes+-Al-Na-Si-K 
初期 FR HI 
それ で SiO。 の 含有 量 が 同一 で あつ て も, 例え ば FesOr/MgO の 小さ いも の , FeO/Fe,0; 
の 大 きい も の の 方 が マグ マ の 早い 時 期 を 指示 し て いる と と に な る も ちろ ん こと の 時に 人 な 時 間 生 
マ グマ が で き て か ら の 年 今 を いつ て いる も の で は な い . CHCUMTO LICABKNORE 
は 西南 日 本 の 火山 岩 に 比較 し て ALOs, CaO, Fe0s が 多く , こと に Fe,0;*/MgO が 大 きい 
と と は , 何れ も これら は 西南 日 本 の 玄武 岩 に 比較 し て マグ マ の より 遅い 時 期 を 代表 し て いる 此 
BChELBbDNS. すなわち マグ マ の 時 期 が 西南 日 本 の も の より 遅い こと と る も 富 士 火 山 帯 の 帳 
石 の よう な 性 質 の も の を つく つた 有力 な 原因 の 一 つ で ある と 恩 お れる . 
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OK We © ie At OR 
No. 11 No. 12| No. 13| No. 14] No. 15 | No. 16 No. 17! No. 18 No. 19 No. 20 No. 21 
48.02. | 51.25 | 48.66 | 51.40 51.10 49.71| 52.68 52.25 52.25 52.02 48.27 
OE 0.26| POG OS. 67 L221.21) 1.57) 1.52) 0.68 
20.48 L473 | 19.95] 11147550112:24 15.86| 15.28 | 15:33 15.55| 15.83 12160 
2.13) 3.82) 2.15) 3.09) 5.13| 3.23) 2.78) 3.84| 2.92) 2.28) 2.31 
7.05 10.22 7.89 10.06 12.66 10.08 10.56, 9.46 10.22 10.80 7.33 
0:26} 0.28| . 0.19] 0.25] 0.14) 0.24) 0.09] 0.15| 0.06| 0.09| 0.20 
| | | 
aoe 5-47 | 51664 7.79) 4.90'|\ 5.99 43598 aes |! a6 | 4la7 | 5 i298 
Tama) 11.73. {131371 14.924) 10.48 |, 12-43, | 678.1 2 O.4d ol 9.92 |, 92470 12.78 
gazes) 1.85-) 1.16 | “12057 1:88) i763) 1.474) es | 1.72 | 1.58] 1.14 
| | | | 
0530} 0.26-| -0.28| 0:32'- 0.46} 0.291 0.26) 0.87:| — 0.39 | 0:29 0.23 
| | | 

eee 9202)| E002 00-14 |. 0,21 |.» 0,12. 1240.28) 0,21), 0,24 0 
oe) 0.11 | | 0.07420.027- 70.02} 0.341 0.20 POrgi | 0.71 0.99 | 0.45 
OMe = 0.15 etaee eer tre O03 TEOMA nid. <tr! | aid Soros 
100.24 100.68 99.77 100.38 99.81 100.49 99.64 99.51 | 100.38 99.59 100.56 

No. 11: KE MARY CIA KIA OHRK LT S40, hypersthene-bearing olivine-anorthite- 


basalt. 


岩崎 岩 次 : 日 化 , 56, 1518 (1935). 


No. 12: 大 島岡 田 海岸 の 旧 火 山体 中 の 岩 脈 , aphyric basalt. 岩崎 岩 次 : 同上 

No. 13: 岡田 玄武 岩 類 , hypersthene-olivine.basalt. H. Tsuya: Bull. Earthq Res. Inst., 15, 
OCLC 

No. 14: [Al_-. aphyric basalt. H. Tsuya: [aj E: 

No. 15: 同上 , aphyric basalt. H. Tsuya: 同上 . 

No. 16: 同上 , hypersthene-olivine-basalt. H. Tsuya: 同上 . 

No. 17: KB=Ruwes, 火山 弾 , 1950 427 月 22 日 噴出 , R. Moriomto and J. Ossaka: J. 
Geogr., 60, 136 (1951). 

No. 18: 同上, 火山 弾 , 1950 年 9 月 23 日 噴出 , R. Morimoto and J. Ossaka: 同上. 

No. 19: =)RLUKe, 1950 年 9 月 18 日 噴出 , R. Morimoto and J. Ossaka: 同上. 

No. 20: 三原 山大 山 弾 , 1950 年 8 月 23 日 噴出 . R. Morimoto and J. Ossaka: 同上 . 


No. 21: 大島 火山 , 筆 鳥 玄武 岩 類 , HI. 54082804 (Collected by Ikuma) 分 析 者 , RANT ( 未 発表 ). 


も ゃ ちろ ん 同一 の 化学 組成 の 田 大 の 生成 は これ だ けが た だ 一 つの 原因 で は な さく, 
の 離合 集 毅 と その 他 い ろ い ろ の 原因 が 重なり 合 つ て いる も の で あろ う 3 の , 
全く 異な る と 思わ れる 東南 満州 の 東 寧 附 


成 の も の が 知ら れ て いる . 


マグ ママ の 成分 


Weis ade 7 DS 


近 に 富士 火山 帯 の 火山 岩 と 圭 成分 が 極め て よく 似 た 組 
と れ は マグ マ の 分 別 結 晶 の 条件 お よび 分 離 の 条件 た にょ つ て, 異な る 


組成 の マグ マ か ら も その 分 別 結 醒 の 過程 で 同一 の 化学 組成 を 示す も の も で きる 可能 性 が ある の 


a7 C Xie 4 OD CHA 5. 


SbAACH SIZE 


学 組成 を 問題 


MICLCWS KS, で それら に 


よっ つて つく られ る 主要 な 人 造 岩 鉄 物 る 同様 な も の た に な る こと こと は 既に 筆者 らち ② や が 指摘 し た も の で あ 
る しかしながら , マグ マ が 異な つて いて 化学 組成 が 圧 な つて いる 以上 , た と を 主 化学 成分 の 


43) I. Iwasaki, T. Katsura: 


Proc. 8th Pacific Sci. Congress of Pacific Sci. Assoc. (1953), 
2 (Geology and Geophysic) 208 (1956). 
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Do BGK OFA Es Hh OBIT LOC EOWEO H SMMC He Eb MW ML MO x7 = 
が 生成 され た と し て も る も, EHOEOMERD *ECALBSMARCAULT<K 42S 2 bHNE 


い . この こと こと は これ ら の 満州 の 玄武 岩 と 大 島 火 山 の 玄武 内 を は じ め , BAKO OK 
量 成分 の 含有 量 を 比較 する と その 著しい 差異 と ょ つて 了 明 須 た 認め ある こと が で きる の で ある (KR 
述 ) 43)_ 


と の よう な こと か ら , 前 た に 述べ た マグ マ の 進化 の 段階 も 同一 の マグ マ が 同一 の 進化 過程 を 経 


過す る も の と 仮定 し な けれ ば , 意味 が な いこ と が わか る . その 変化 の 過程 の 途中 に FeO/Fe.0; 
や Fe,03*/MgO な どの 数 値 を 進化 過程 と 逆 に 変化 させ る よう な 変化 が 入 つ て くる と その 他 の 
変化 させ られ な いも の な ど と の 関係 た , 不一致 を 生じ 複雑 と な る . それ で これ ら の 関係 を よく 
し ら べ る と 同化 作用 を 受け た と き に は すぐ わか る こと に な る . 進化 が 進ん で , どの 段階 に ある 
か は マグ マ が 生成 し た 後 , 単調 に た だ 分 別 結晶 を 行 つ て 固化 消 減 し て 火 成 内 を つく つて 行く 過 
程 だ け を 考え る と , その 時 間 の 長く は よる わか ら な い が , 割合 た 容易 た 認め る こと が で きる の 
で ある . 満州 の 応 武 崖 の よう に アル カリ 府 の 性 質 の も の と 大 島 火 山 の 玄武 内 と の 進化 の 段階 の 
比較 は 前 た 述べ た 考え 方 で は 不可 能 で ある . し か し な が ら , も し 微量 成分 に も この よう な 進化 
の 段階 の 順序 が 明 瞳 に な れ は ば は , ある いわ それ ら の こと も 後に 述べ る よう に る もう 少し 明 上 且 に な る 
か 知れ な いと 思わ れる . 

b) 微量 成分 火山岩 の 主 成分 は マグ マ の 性 質 の 如何 に か か わら ず , 特殊 な 分 別 結 卓 の 過 
程 が 存在 する と 同一 の も の に な つた り , また は 甚だ し く 異 つた も の に な つた りす る 可能 性 が あ 
SR, 微量 成分 で は 必ず し も そう で な く , BSBEECCOBEE OL 4 ~7 OM BER 
すわ や で あろ うと いう 考 を の も と に ,」 微量 成分 に ょ つて 各 火 山 帯 また は 火山 脈 た 属す る 岩 夏 の 特 
長 を 求め て 昭和 8 年 以来 大 島 火 山 の 岩 石 や を 手始め ろ と し て 研究 を 行 つ て きた . 

も ちろ ん 微量 成分 の 含有 量 と いつ て も 主 成分 の 場合 と 全く 同様 に 岩石 の SiO。 の 含有 基 お よ 
び 極 め て 和裕 接 た 行動 する 主 成分 元素 の 含有 量 に 相当 支配 され て 行動 し て いる よう で あつ て で て , 
S102 の 含有 量 や その 他 の 主 成 分 の 含有 量 を 除外 し て 火山 岩 の 微 量 成分 の た だ 多少 だ け を 比較 
し て も あま り 意 味 の な いこ と と は 主 成分 の 場合 と 同様 で ある 9 

12 Kon FOES LORR+. (CeY)Os ZO, BaO な と は 何れ も 松 % そ 導 
721%. も か し な が ら BaO は BaO/K.0 の 比 を 見 る と 0.033 へ ~0.058 2% 5, 一 方 硫黄 島 
DBADL RTA AYE, BaO 0.127~0.142%0 5 5 tr Bild eats CEWE OCS 
BaO/K,0 © thik 0.033~0.036 EmAAOTHEW. COME MO KIEL HLT SiO, o 


44) J. Iwasaki, T. Katsura: Memoirs Faculty Sci., Kyusyu Univ., ser. C. 1, No. 2, 81(1948 
~1949) ; 岩崎 岩 次 , HE: 九州 大 学 理学 部 研究 報告 , (化学 )) 1 第 2 号 , 76 (1950) 


ATP NN 
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第 12 表 AMO KUO RRA 


wos | Neg RNR No. 11 No. 12 1951 年 噴出 
S GST |= 0-108 SD OSIOON I OT RA 7 
Cl ae e Kana Be #3 0.024 ~ 
| | 0.032* 
As O00024 *) = 0.000095 = 0.0004, 
ZrO, 0.002 0.004 0.002 0.002 | 0.005 = 
(CeY)205 0.004 | 0.003 0.003 | 0.003 | 0.002 = 
BaO 0.023 | 0.030 0.025 0.010 | 0.014 = 
Ra(10- g/g) 0.13 | 0.10 0.09 eal Ue 0.10 = 
Vv 0.053 0.056 | 0.051 に 0.027 0.054 eat 
Ni eS OR O06 | ONaeme, — ee 
Co — | 0.0048 0.0045 | 0.0029 — a 
Cu are 0.022 0.014 yelp OOM alee Fie) «(segs 
Zn = 0.011 0.014 12 0.016 = | = 
Pb | / 0.0008 0.0003 | | 
CrOs 0.006 0.005 | — [307003 9: | 0,005). poh se face 
MoO; | 0.0001 | 0.0001 | 一 0.0001 | — = 
Tl 0.00009 0.00007 0.00006 0.00003 — | "= 


#3 個 の 平均 は 0.029 Cl. 株 試料 番号 は 第 11 表 と 同じ 


小さ きい 大 島 火 山 の 替 石 に よる も の と 比較 すれ ば , AB KWO BaO/K20 は 何等 異常 で は な く , 
K20 OD RWOAB KUOKBA Cit BaO の 少 い の は 当然 の こと が 知れ る 92. 

V205 (x 0.040~0.083 と 極め て 多い も の で ある . これ も も ちろ ん SiO。 の 少な い 玄 武 岩 
に 多い の で ある が , No. 1 © 0.040 2HRAOMMOZWAATC, 特殊 の た め 少 な い の で あ 
うま た 満州 の 火山 岩 や 瀬戸 内 海 地方 の も の を 北九州 の 志 武内 と は 一 般 と と これ より 著しく 少 
な く , 大 体 V20。 0.02~0.03% CHS. VO, は 大 島 火 山 た 特長 的 と 多い . CHILAB AUNT 
LCN SOBRAICHRL CRS <, MgO が 割合 に た 少な いた めで は な いか と 思わ れる 24. 

Cr.0O; は V2.0; と 逆 た 鉄 , カル シウム の 多い MgO の 少な い 思 石 た に は 一 般 た 少な い の で , 
大 島 火 山 の 岩 大 も この よう に 少な い の で あぁ ある. これら の V20s が 多く , Cr20s の 少な いこ と も 
大 島 火 山 の 石 は 西南 日 本 の 玄武 岩 より マグ マ の 時 期 が 遅い の で は な いか と 思わ れる . 
_Mo0;4 の (244-3 O24 Cik 0.001~0.003 % な ど が 知ら れ て いた が , ABKY OBA Tid 
0.0001 ~ 0.0002 % CG, 外国 の を の より 著しく 少な いと と を 指摘 し た の が , その 後 石森 富 太 
BO, 黒田 和夫 9 うら も と の よう な 数 値 を 出し て いて , KEOKMAP ARO KY ABR ES 


45) 岩崎 岩 次 : 卓 化 , 58, 1269 (1937) 

46) i #: H(t, 77, 358, 1076, 1196 (1956). 

AT) 岩崎 岩 次 : “KUO”, p. 182 (1948) 

48) 石森 宮 太 郎 : Bull. Chem. Soc. Japan, 24, 251 (1951) 

49) P. K. Kuroda, E, B. Sandell: Geochim et Cosmochim Acta, 6, 35 (1954) 
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の で は な い . 

CuO は 前 に 述べ た 大 島 の 山 昇 干 物 中 た 多く 見 られ る も の で , SHO MEKORARO 
中 の 火山 岩 で CuO=0.026% を 検出 し , その 極め て 多い CL を 指摘 し た が , CORPRE 

ら 5D 桂 殴 52 て る これ を 認め て いる . に 多い 成分 で ある の で 具 華 物 に も 多く 入 つ た も の で あ 
Di 

Zn bBKOW AHO KIA CEB BIL Zn=0.010% RH LEA, BRE? bP 
BO” % TARR Be A TWS. 

Pb 4Z2KOBBROHO Kile C#ES™ ik Ph= 0.0008 %, また Him OAA Ic 
0.0003 % (4 12 表 ) を 検出 し た . 

Ni は 桂 敬 92 が 研究 し た が , 何れ も 少な く , ご れ は V20』 と 全く 反対 に 大 島 の 火山 内 た に は 鉄 , 
カル シウム が 多く , MgO BHEDS Sik, +7 TOR RMZRRT SKM CLSEOC 
Pa RA A ARP INO BVAIT ERR LTD igW OCHS. 

Co LER ORMELEM, これ は そん な に 異常 は な い . 

C15 の は 1951 年 噴出 し た る も の だ けし か 研究 が な い が , 0.024, 0.030, 0.032% GC, 平均 0.029 
で 他 の 火山 岩 と は 異常 が な い . た だ 粉末 は 水 で 洗 つ て も 1 回 で その 16 が 溶出 する だ け で , 
その 後 は ほとん ど 深 出し な い . 

Kim As Pew ClaEW. 

ぞ で の 他 の 研究 雲 で 研究 され た 成分 と し て , Ra ゆめ が あり ご ご れ は SiO が 少な くく で ) テル カリ 
が 少な く , こと に K/Na が 小さ い の で Ra は 少 い . 

Tl は 石森 富太郎 ら 5 の 2 にょ よ つ て 研究 され , ABOBACILAHKOW“OX RE OF Hh 0.3 
ppm HR LCHRASWL5 CHS. 

この よう に , MICMNCL I CERPILERCW CWC h HAA KOXRACHMOR Bit 
ORR LAKE KIUOKRA & Crk V20s, NiO, Cr20。 等 が 極め て 著 る し く 暴 る . KB K 
WD eAIClh V20s が 極め て 多く , NiO ゃ Cr0s の よう に MgO の 多い , マグ マ の 早い 時 期 


50) 岩崎 岩 次 : “大山 の 化学 ”) p. 180 (1948) 

51) K. Sugawara, Y. Morita: Mikrochem, ver, Mikrochim, Acta, 36/37, 1093 (1951) 

52) KE at: H(t, 77, 1558 (1956) 

53) 岩崎 岩 次 : “火山 の 化学 ”, p. 180 (1948) 

54) re “大山 の 化学 ”, p. 185 (1948) 

55) #E a: Ht, 77, 1362, 1368 (1956) 

56) 桂 ae: 日 化 , 77, 1548, 1553 (1956) 

57) 岩崎 岩 次 , KE tk, 坂戸 直行 , 平山 光 術 : H(t, 78, 164 (1951) 

58) T. Ishimori, Y. Takashima: Mem. Faculty. Sci. Kyusyu Univ. Series C. Chemistry, 
2, No. 2, 65 (1955) 
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BRAS ACHR DCD WOOT, これ ら に まつ て 大 鳥 火山 の 岩石 (BtkWHO#A) 
は 確認 a き A&WbDNA. 


C) いわ ゆる 磁 鉄 鉄 の 化学 組成 大島 火山 の 火山 岩 中 の 微量 成分 の 含量 は 第 12 


SIC TN 
じ で ある . た だ この 場合 漠然 と 岩石 の 微量 成分 の 含有 量 と いう 言葉 を 使用 し て いる の で ある . 
と これら の 成分 は ま マ グマ の 成分 と UCHEL, マグ ママ が 結 唱 固 化す る 場合 に 測 立 の 結晶 鉱物 と し 
Cia ME TOUR SHREICEVBAKIL, (LOEB, また は ガラ ス 中 に カモ フラ ラージ 
LTADVEATWEELERS. それ で 岩 夏 中 の 微量 成分 の 性 質 を 知る に は , それ ら が 何れ の 


造 岩 鉱物 に 何 程 入り とこ と むか, また どん な 状態 で 入り と ん で いる か を 知る 必要 が ある . the 

を 構成 し て いる 造 岩 鉱物 の 量 と その 中 の 含有 量 お よび 存在 状態 が 知れ る な ら ば , それ ら の 成 
分 の 岩 右 中 の 存在 状態 お よび その 分 布 状態 が 知れ , Ek, それ ら の 造 岩 鉱物 聞 の その 生成 時 に 
お ける 分 配 係 数 が 推定 きれ , 実験 室 で も し それ ら の 模型 実験 が で きる な ら ば 生成 時 の 温度 , 圧 
Fi, 化学 引 成 な と ど が 推定 で きる こと に な る る れれ で 岩 店 の 微量 成分 た まつ て で 上 店 の 性 綿 や 成因 
wD ECM DC HE MRE SS LICE. 

と れ ら の 見 地 か ら の 研究 は ラジ ウム な どの 2~3 の も の を 除く 外 は あま りな い . と とこ で は そ 
の 一 例 と し て いわ ゆる 磁 鉄 鉱 (磁石 に た 引か れる 造 岩 鉱物 ) に つい て 行 つ た 研究 を 示す . 第 13 
束 ど は 大 島 火 山 の 火 山岸 中 の も の の 化学 組成 を 示す . た だ 極め て 微細 で 純粋 に で き な か つた の 
で , ガラ スズ 質物 質 ) 煙 石 な ど が 附 着 じ し だ も ゃ の で ある が , 参考 の た めそ の まま すま 示し た . 大 島 火 山 
DIRAVL SiO, が 少な いた め (第 11 表 ), TFT OME(LOSE VIA COR AACHS FEA 
の も の に 対応 し て , CHELORMCHSAAOBRMIL—-Mic TiO, FeO, V20s な ど が 多 


5 


ee REO EA bene 


“) (@) (3) (4) (5) (6) (7) 
FeO are 32.64 | 30.02 27.41 16.87 23 .59 18.30 
Fe,03 18.10 17.64 | 28.30 35,07 10.05 30.49 | 16.74 
TiO, 7.05 10.66 9.33 10.97 3,27 8.58 3.80 
MnO = 0.51 0.54 — 
V203 0.475 0.715 0.897 0.316 
NiO — 0.0047 = 
SiO» 31.58 18.71 13.45 
ALOs 6.68 4.40 4.18 
MgO 2.90 4.36 4.13 
CaO 4.49 3.58 3.38 
Cr.05 0.016 = = 
(1) BKBHPOLO (4) Key Mer (6) 1950 4PR HKU D % © 
(2) Aiea FE Here (5) BKREHOLO (7) MARA AURaHO so 


(3) a 
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いも の で あり 9 その 性 質 が 第 13 表 に も 認め られ る . こと に V20。 が 約 1 必 た に も 達する も ゃ の 


で あぁ ある. 大島 火山 の 岩石 の 特長 で ある V20s の 多い こと と 磁 鉄鉱 中 の V20s の 多い こと と は 
如何 な る 関係 が ある も の で あろ る うか. 
KE KLE OBS HD V0 の 分 布 の 研究 は まだ 行わ れ て いな い . ここ で は 参考 の た め 
日 本 の 火山 岩 の 造 岩 鉄 物 中 の V20s の 含有 量 を 第 14 表 に 示す . この よう に V20s は 磁 鉄 鉄 に 
第 14 表 eee hes > _V203 | OAT A = ; 第 15 ge Whe NG ELT OD KL At 
8 at tm | Vis (%) ee 2 HK 2510100 I , 
カン ラン 石 0.000~0.002 $i, 物 (qi #%) 
磁 鉄鉱 (玄武 岩 ) 1% i aes 50 
CoUAY HG (KBAZKRE)* | 0.056 ety WE a 
MRE (佐賀 , 西 ケ 兵 ) | 0.038 SSD tia ae 9 
yy KG (箱根 , 小田 原 )* 0.011 ーー 0.3 
角 セ ン 石 (BY) 0.048 Re of a : 
Fert CRE) ™ sd ita DVAPNFIAS 3 
緑色 角 セ ン 石 ( 箱 眼 足柄 層 )* 0.081 
FASE: (= RL) 0.027 
IRE 0.000 極め て 濃縮 され て いる こと が ね わかる. 
a 0.000 大 鳥 火 山 の 岩 石 中 に は 磁 鉄 鉄 の 多い 岩 
* 久野 分 離 , や 種子 田 分 離 


と いわ れ て いる こと と 対応 し て 大 島 火 山 の 岩 石 中 た V20s の 多 
その 他 に 煙 石 に も 入 つ て 行く こと も わか る . 
モー ド を 示す . それ で 磁 鉄 鉄 だ けた に よる 岩石 中 の V2Os は , 
る と 0.066% L7e D0, BAO V.03=0.080%OHOR 83 を 占め る こと に な る . 


BRS <, 磁針 を 手 わ せる も ゃ の が ある 


いこ と が 理解 され る . V.Os 1d 
第 15 表 に は 久野 久 に ょ る 安永 燈 岩 流 の 火山 岩 の 
ZcOmnD V0; #4#) 1.1% ET 


Cua VE 


Ait 0.056% CHAZ 5 BROW 24%e HO4ZCLCKSA. ZOfhliv y Bah PES 


る が , 
る Ec 
V20s が 何れ の 造 岩 鉱物 中 に 多 


DE 


SHARC 80%, ELVA YMAHICH 2004RHSt Wie LUCTKERW Ch 


CEMA CUSZDIL KAAOREL UCHRBHKWHO V.O; 


DEL BASKO V.0; OB LO} GARE) を 見 れ ば , BKB KY AOBRAR Ct 
BOD POGUES « 


造 岩 Hh V20。』 の 濃縮 度 
Be GR 14 
CoA VG 0.9 
PB PSIGES FR 0.0 
59) 岩崎 岩 次 , FE tk: 九州 私 山 学 会 誌 , 18, 197, 256, 291 (1950) ; 


科学 , 21, 


92 (1951) 
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Mm 胡 0.0 

同様 に た し て 磁 鉄 鉱 中 の NiO で は 濃縮 慶 は 約 2.6, MnO は 約 2.5 と な り , hk 
の 磁 鉄 鉄 の 性 質 た 一 致し て いる 9 の. た だ 磁 鉄 鉄 中 の V20。 の 濃縮 度 と いつ て る 母 岩 中 の 約 80 
が 磁 鉄鉱 中 の V20s で 占め る て いる も の で ある た め , BEKO V.0; の 多い 岩石 すなわち マグ 
進ん で いな い 時 期 を 代表 する 岩石 の V20。 OME, 流 紋 内 な どの 進化 の 進ん だ 
PWIA RRS SAA, Sikb DMR (V0; 含有 量 も 小さ い ) の 少な い , V0; ODE 
中 の 漠 縮 度 よ り 著 し く 小さ く な る . すなわち 流 紋 岩 中 に は 磁 鉄 鉄 も 極め て 少量 の た め , BAS 
(KD V2.0; 含有 量 は 極め て 少量 に な る た め , BECO V.0; 含有 量 は 玄武 岩 中 の る の ょ り 』 
きく な つて いる に せ も 拘わら ず 逆 に 渡 縮 度 は 非常 た 大 きく な る も の で ある . それ で た だ 濃縮 席 だ 
け で は 岩石 中 の 微量 成分 の 分 布 の 実際 の 模様 が な か な か わか ら な い の で ある . 


マ の 進化 の 


a 


§ll. 結論 

以上 現在 まで に 行わ れ て きた 大 島 火 山 の 地球 化学 的 研究 の 概略 を 述べ て きた . その 結果 知ら 
れる こと は , まだ 何れ も 定性 的 の 研究 が 多く , ま を が き で 述べ た よう な 定量 的 地球 化学 的 研究 
に は 達し て いな いこ と こと が 多い . すなわち や つと 大 山 の 定量 的 地球 化学 を 始め る 基礎 研究 と た ど 
SE SALE. LOLEMS, MEMNELIK, CNOOMRORMC KINO 
地球 化学 的 研究 の 意味 , 方 法 お よび マグ ママ 性 物質 マグ マ 性 水 , マグ マ 性 ガス の 放射 能 , 火山 
FAZED BATE, 温泉 の 生成 機構 , 火山 岩 中 の 微量 成分 の 分 布 と マグ マ の 性 質 と の 関係 な ど 械 多 
の 重要 な 事項 を 明か に する こと が で きた ., すなわち 炎 山 の 地球 化学 的 研究 史上 伊豆 大 島 火 山 の 
研究 は 重要 な 位置 を 占 あ る て いる とこ と が わか る . 今後 の 定量 的 の 方 向 に 進む と 同時 に 火山 噴火 の 
予知 の 問題 に も 進歩 が 得 ら れる こと を 期待 する 次 第 で ある . 
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